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  '
  Synopsis:Japanese rivers are always protected by artificial banks, but the river

beds and terraces on the floodplains are covered by several kinds of plant communities,

from early successional stages (annual or perennial) to thickets or tall forests of willow

communities, segregated in ehese environments relative to siee stability.

  More thaR 40 plant communities are found in the fifteen rivers investigated. On gravelly

sandy terraces in the upper streams, willow communities such as Salicetum integrae and

Salicetum serissaefoliae occur together with strip stands of Phragmitetum japonicae.

Pioneer communities of Lespedezo-Cassietum cover all the unstable open sandy beds.

  On the muddy loamy terraces in the Iower streams, stands of Salicetum eriocarpo-

chaenomeloid!s and Salicetum subfragilis are accompanied by perennial and annual

communities, such as Oenantho-Phalaridetum arundinaceae, Paspalum distichum communi-

ty, Panico-Polygonetum hydropiperis occur along almost all rivers, indicating site eutro-

  In the small ponds, stands of Scirpo-Zizanietum latifoliae, Scirpo-Typhaetum and

Phragmites australis community occur in early stages of succession, establishing marsh

communities. It seerns that this will become a marsh biotope, with diverse biotic commu-

mtles.

  These alluvial communities are fundamental producers of river ecosystems. They also

play an important role in the stability of riverine environments.
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は　じ　め　に

　近年都市及びその周辺域において、水辺空間、いわゆるウオーターフロントにかかわる環境整備が

重要観されている。都市にうるおいを与え、心身ともに健金な生活環境を構築するためには一般の緑

化技術に加え、水辺環境の緑化整備がさらに進められるべきである。また近郊においては小規模であっ

ても池や小絹などの水環境を取り込んだ生態学的な生物の生息空間（ビオトープ）の形成が必要であ

る。さらに、広域的には水資源の確保、洪水の調節、護岸などのための貯水池や遊水池、灌概用水路

や都市河川などの周辺にもその土地本来の水辺生態系の確保が将来的にも極めて重要である。

　一般に低地地形における開発行為は大規模な土地造成を伴う場合が多く、しかもコンクリートや鉄

材を主とした構築物の氾濫する景観になりやすい。このような地域では、可能なかぎりその周辺の自

然状態を維持するとともに、特に、積極的に緑地の修復・形成に努める必要がある（奥田1995a）。

　本研究は、まず、わが国の主要河川流域の水辺植生を植生生態学の立場から広く現地調査を行い、

それぞれの立地に適合して生育しているすべての植物群落を掘心する。さらに、群落の相互関係を地

下水位、冠水の頻度などの、生育立地との関わりにおいてシステム化することを目的としている。そ

れらの基礎的成果をもとに、都市や産業立地などのこれらの改変をうけた水辺の造成立地に適合する

樹林や緑地の形成・修復に関する生態工学的な濾用研究を行い、緑化・修復についての具体的なプロ

セスを決定し、水辺自然生態系の保金と創造、さらに水辺環境の景観形成に寄与するものである。

　日本における水辺を含む低地の植生研究は、現存の植分が少ないこともあって、いまだ定説が得ら

れない部分が多い。筆者等は過去およそ15年問にわたり、日本列島全域にわたって河辺の岸部や低

湿地における森林や草原植生を対象に、植物社会学的研究を継続している（Miyawakh．　Okuda

1972、奥田1978、1995b、宮脇昭編著1980－89、宮脇・奥田・藤原1994）。平地や斜面等、一般的

な立地における環境保全林形成に関する研究は、我が国では比較的進んでいるが、常に地下水位が高

く、また増水にしばしば冠水するような不安定な水辺の立地における保全緑地の形成は最近になって

やっと関心が高まっている。

　平成2年度からは、河川水辺の国勢調査が開始され、数多くの情報がもたらされるようになった。

さらに、海外におけるビオトープ形成の実状が報告され、それらに墓つく実施報告が多い。

　本調査の進行する中で、大多数の河川において、多様の高い生物生息地として保護すべき地点が存

在することが明らかになった。これらの結果の一部は，第40回日本生態学会大会（奥田1993）及

び第15騒国際植物科学会議（Okuda　1993）で発表している。

L調査地の概要

　研究期間内の調査地は北より北上川、最上周、名取川、阿武隈川、隔賀野川、信濃規、那珂川、利

根想、荒川、多摩川、鶴見川、引地川、相模川、狩野川、富士川、天竜川、矢作川、木曽揖、淀規、

猪名川、豊川、紀の絹、江の川、大淀川などわが国の主要な河絹において行った。これらの内、本報
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　　1．最上川、2．名取川、3．

川、14．江の川、15．大淀損。

　　1．Mogami－gawa，

10．Yahagi－gawa，11．

阿武隈川、4．信濃川、5．利根川、

図童．調査河川位置図。

6．荒川、7．狩野川、8． 富士川、9．天竜川、10．矢作川、11．木曾川、圭2．淀川、13．紀の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Figu「e　1．　Location　of　rivers　investigated．

2．飛atori－gawa，3．　Shinano－gawa，4。　Abukuma－gawa，5．　Tone－gawa，6．　Arakawa，7．

Kiso－gawa，12．　Yodo－gawa，13．　Kinogawa，14，　Gohnokawa，15．　Ohyodo－gawa．

Kano－gawa，8．　Fuli－gawa，9．　Tenryu－gawa，



告で扱った調査河川は下記の15河川である（図1）。残った河川については、追加調査によって随時

報告の予定である。

　調査対象の河川名（群落表ではイニシャルで表示している）、調査年月日、調査番号、植生調査地

点の概要は以下の通りである。

　1．最上川（MO）　調査年月日；圭993．9，14－15．調査番号1－15：本川寒河江市付近右岸、16－

30：東根市島大堀、　31－34：丹生川支流大石田町本川合流点付近左岸、　35－39：小国川支流大蔵村

本川合流点付近左岸。

　2．名取川（NA）　1992．12．18；1－3：広瀬川支流仙台市若葉区付近左岸、　4：本川太日区大

野田付近左岸、1992．12．19；5－15：釜房ダム（NAK）。

　3．阿武隈川（AB）　1992．12。8；1－6：荒川支流八木田橋付近右岸、12．9。7－22：本川福島市

瀬上町付近左岸。

　4．信濃川（SN）　1993，7．15；1－4：本駕小千谷市越路橋付近右岸、5－12：同、妙見堰付近左

岸、1993．7，16．19－21：同、川西町小根岸付近左岸、　22：同、十日町市付近左岸。

　5．利根川「（TO）1992．12．4；1－9：本川取手市付近左岸、　1994．9．7，；1，5，9－17：記載ダム

（TOA）、29－34、薗原ダム（TOS）。

　6．荒　川（AR）　1994．10．15；1－3：本川大麻生付近左岸。

　7．狩野川（KA）　1994．11．14－15；エー5：本川河口から港大橋まで右岸、11－14：　同、沼津市

大平付近左岸、　15－17：同、伊豆長岡町付近左岸、18－22：同、大仁町神島付近（河ロから23kmの

地点）右岸。

　8．富士川（FJ）　1993．8。10－11；1－7：本）li河口付近左岸、8－12：同、山梨県南部町付近左

岸、13－15：同、笛吹川合流点付近左岸、　16－17：笛吹川支流鵜飼橋付近左岸、　18－22：本川（釜

無川）信玄堤付近右岸。

　9．天竜川（Tε）　1993。1．26；1－16：本川浜松市上飯田新幹線鉄橋付近右岸。

10．矢作川（YH）　1992．12，24－25；1－17：本川岡崎市乙lil支流合流点付近（河口から約22km

の地点）左岸。

11．木曽川（KS）　1993．1．8；2－4：本川愛知県西尾市新幹線鉄橋付近左岸。

12．淀　川（YD）　1992．11，29；1－16：本川大阪市淀川区新淀川大橋付近右岸、17－27：同、旭

区城北公園付近わんど周辺左岸。

13．紀の川（KG）　1992．10，25；1－29：本川和歌山市和佐地区千旦付近（河口から11kmの地点）

左岸、30－49：本川貴志川町貴志川合流点付近左岸。

14．江の川（GO）　1994，12，21；1一エ6：馬洗周支流三次市付近左岸、17－33：本川馬洗罵合流

点付近右岸。

15．大淀川（OH）　1993．3．4；1－7：本川宮崎市相生橋付近左岸、8－14：本城川支流本川合流

点柳瀬橋付近左岸。
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豆．稠査方法

　植物群落の分類は植物社会学的調査方法による現地植生調査、および組成表操作によって行った。

河川の岸部や河川敷などの冠水地に生育する植生の中から典型的な欝欝を選び出し、ブラウン・ブラ

ンケによる植物社会学的な野外調査法によって植生調査資料を得た（Brau登Blanquet　1964）。測定

項目には群落を構成する種類を調べ、それぞれの種の量的割合（難度）と生育のしかた（難度）を用

いた。同時に調査植分の階層構造や土壌条件、冠水の頻度、隣接群落、植生の帯状配列など多面的に

その生態を明らかにした。

　各河揖で得られた植生調査資料は素縫にまとめ、常在度表から群落区分表までの一定の手順による

組み替えを行い、種の結びつきによって区分種を見出し、地域的な群落単位を抽出した。さらに、既

存の研究結果との比較検討を行い、群落単位を決定し、調査資料を群集表にまとめた。

　植生調査によって判明した植物群落について、具体的な現存の配分を明らかにした。さらに、現存

植生の配分と立地条件との懸りについて考察した。

丑1．調査結果

　我が国の沖積地に生育する植物群落はきわめて多く，関東地方に限っても、64の植物群落が記載

されている（奥田1978）。平成4年度から6年度の調査研究により、自然性が高く多様な植物群落の

生育する河川敷の位置、さらにその場所を構成するすべての植物群落のリスト、個々の群落の種組成、

群落配分等が明らかになった。これまでの現地植生調査によって明らかにされた水辺環境を構成する
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　　　図2，ジャヤナギーアカメヤナギ群集の春季林内相観（大淀川、相生橋付近）。
Rgure　2．　Inむerior　Of　Salicetum　eriocarpo－chaenome玉oidis　i漁spring（Ohyodo　River，

　　　　　Miyazaki）．
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主要な植物群落の生態的特性や配分について以下に述べる。

1．河辺植物群落の組成及び特性

1）ジャヤナギーアカメヤナギ群集　Salicetum　eriOcarpO－chae蔦omeloidis（表1）

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集は高木性のヤナギにより構成される夏緑広葉樹林であり、ジャヤナ

ギ，アカメヤナギの2種を標徴種として、利根川，荒川を主とする関東地方低地で記載されている

（奥田　1978、　Okuda　1990）o

　発達した林分では、高木層は16m内外までに達する。低木層の二二率は低いが草本層では一般に密

である（図2）。なお高さ6－8mの未発達の植分はおもにカワヤナギが優回するたあ、これをカワヤ

ナギ三分として別にまとめた（表2）。

　林分の多くはアカメヤナギが優占することが多く、他にジャヤナギ、カワヤナギが混生して高木層

を形成する。林床には、カワヤナギ二分を含め、ノイバラ、クサヨシ、ウシハコベ、カモジグサ、ヘ

クソカズラ、カナムグラ、セリ、ヤブジラミなどが生育する。種類は多く、出現種数は平均20程度で

ある。下位単位としてこれまでカサスゲ亜群集、ヤガミスゲ亜群集および典型亜群集の3亜群集が記

載されているが、今回の調査資料は典型亜群集に位置づけられる。

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集の今回の調査地は、阿武二二、利根川、狩野川、矢作川、木曽川、

淀川、紀の川、江相、大淀絹である。四国地方にも本群集の分布の報告がある（山中1981）。生育地

はいずれもやブッバキクラス域の大河川の下流域で、中州などの安定地や、後背地の適潤地に成立す

る。土壌は粘土質で排水が悪く、地下水位は20～30cmであり、中間的な旧記土壌に生育している。

群落は比較的安定しており、通常の増水では冠水しないが大洪水で林床は冠水する。

　上級単位はタチヤナギ群団、コモチマンネングサータチヤナギオーダー、オノエヤナギクラスに所

属する。

2）シロヤナギ群集　Salicet旦m　lessoensis（表3）

　シロヤナギ群集はシロヤナギを標記種とする夏緑広葉樹高木林である。シロヤナギが高木層に優占

し、オノエヤナギ、カワヤナギ、ヤマグワ、ノイバラなども混生する。先駆相ではカワヤナギが優占

するが、発達した林分では林床の被度は高い。下位単位にはこれまでカワラバハコ亜群集、ナンブァ

ザミ亜群集および典型亜群集が知られてるが、本報告の資料は典型亜群集に含められ、ツルウメモド

キ下位群落とカキドオシ下位群落が識別されている。

　群落の分布は北海道、東北地方北部および中部地方の日本海側の由地をしめ、礫質から泥質河床の

半安定地に生育する（石川1982、Ishikawa　1983）。調査地は最上川、名取川、信濃川である。なお、

本群集の原記載地は信濃川の清津川支流である。

　上級単位はシロヤナギーコゴメヤナギ群団、ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー、オノエヤナギク

ラスに所属する。
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　　　図3．コゴメヤナギ群集域におけるカワヤナギの生育形（天竜川、新幹線鉄橋付近）。
　　　　Figure　3．　Growth　form　Of　a　Salix　gilgiana　stand　irl　Salicetum　serissaefo玉iae

　　　　　　　　　（TeRryu　River，　Shizuoka）．

3）コゴメヤナギ群集　Salicetum　serissaefOliae（表4）

　コゴメヤナギ群集は一般に高さ15から18mに達する夏緑広葉樹高木林で、標徴種のコゴメヤナギが

優出する。低木層にカワヤナギ、ノイバラなどが生育するが被度は低い。流れの影響を強く受けると

ころではカワヤナギが独特の外観を示す（図3）。コゴメヤナギ群集の林床の植生は疎らであるが、

天竜川ではヨモギ、ヤブジラミ、セイタカアワダチソウ、ウシハコベなどが比較的密に生育し、出現

歯数も最多39と比較的多い。下位単位としてはこれまで未発達な林分をタチヤナギ亜群集、十分発達

した林分はアマチャヅル亜群集として区分されているが、本報告の富士規、天竜絹で得られた資料は

典型亜群集にまとめられる。

　コゴメヤナギ群集は本心中部地方の太平洋側の山地に分布し、生育立地は砂を含む礫質の河床で、

洪水時に冠水する（奥田1994c）。群集の原記載は、中部地方の調査資料をもとにまとめられている

（宮脇。奥田1990）。

　上級単位はシロヤナギーコゴメヤナギ群団、ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー一、オノエヤナギク

ラスに所属する。

4）タチヤナギ群集　Salicetum　subfragilis　（表5）

　タチヤナギ群集は高さ3～6mの夏緑広葉低木林で、日本では最も広く分布するヤナギ低木群落で

ある。草本層は禾本、広葉の草本植物が混在し、つる性、葡飼性など、多様な生育型の植物が混生す

る。標徴種はタチヤナギ1種でコモチマンネングサを区分種とする。低木層はタチヤナギが優占する

ほか、カワヤナギ、オノエヤナギが混生する。ノイバラの常在度も高い。草本層にはクサヨシ、ヨモ

ギ、セリ、カナムグラ、ヤエムグラ、ギシギシ、ミゾソバ、ウシハコベなどが高い常在度で生育する。

出現種数は約17と記録されている。

　群集の原記載は関東：地方低地、特に利根川の資料で記載された（奥田1978）。下位単位は愛ノエヤ

ナギ亜群集、カキドオシ亜群集、典型亜群集、エゾノカワヤナギ亜群集の4亜群集が知られている。
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名取川の林分はオノエヤナギ亜群集に含まれ、さらに多くの種が生育する。

　群集の生育立地は河川下流域の流水辺にそった微砂をまじえた粘質土壌の堆積した立地で、洪水で

林床はしばしば冠水する。中流域では流水からやや離れた半安定地にみられる。タチヤナギは5月結

実して風で多量の種子を散らし、流水辺の裸地化した適潤地に一斉に発芽して群落を形成する。群落

は流水圧に抵抗力があるが、極端な水位の上昇と強い流水の力によって群落全体が破壊される（新山

1987）。

　群集の分布域は広く、北海道から九州までであるが、今回の調査地は最上川、名取川、阿武隈川、

利根想、狩野川、富士川、天竜州、矢作絹、紀の川、大淀川である。相俣ダムでは一部に護岸のため

の植栽地がある。

　上級単位はタチヤナギ群団、コモチマンネングサータチヤナギオーダー、オノエヤナギクラスであ

る。

5）イヌコリヤナギ群集　　Salicetum　integrae（表6）

　イヌコリヤナギ群集はイヌコリヤナギが優占する高さ2～3mの夏緑広葉低木林であり、イヌコリ

ヤナギを群集標徴種とする。低木層においてイヌコリヤナギにオノエヤナギが混生し、草本層にイタ

チハギ、ススキ、スギナなどが生育する。生育地は河川の中流部に多く見出され、礫と粗い砂からな

る乾性な土壌条件を占める。最初多摩川の調査資料から記載された（Miyawakh．　Okuda　1972）。

本報告の調査地は最上川と阿武隈川（荒川支流）のみであるが、分布：域は広く、全国各地の河川に普

遍に見られる。

　上級単位はネコヤナギ群団、ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー、オノエヤナギクラスである。

6）ネコヤナギ群集　Salicetum　gracilistylae（表6）

　ネコヤナギ群集はネコヤナギが優指する高さ1～2mの夏緑広葉低木林で、群集標徴種はネコヤナ

ギ1種とする。群落は低木層と草本層の2層構造となるが、ネコヤナギに共存する植物は少なく、ネ

コヤナギが単独で低木層を形成する場合が多い。所によってオノエヤナギ、イヌコリヤナギが混生す

る。草本層にはヨモギ、ススキ、カナムグラ、スギナ、ツルヨシなどの多年草がまばらに生育する。

平均出現種壷は13と報告されている。

　下位単位はツユクサ亜群集、ヒメムカシヨモギ亜群集、ウツギ亜群集の3亜群集が記録されている。

今回の資料は少ないのでその所属は不明であるが、ヒメムカシヨモギ亜群集と考えられる。

　ネコヤナギ群集の生育地は扇状地地形の河川の流水辺で、大礫から粗礫が混在する礫地で常に流水

の影響を強く受ける。ネコヤナギの枝は折れにくく、流水に抵抗力があり、群落内で一定の生活力を

維持することができる。調査地は江の川と大淀川であるが、原記載地の矢作川をはじめ、全国の山地

に普通に見られる。

　上級単位はネコヤナギ群団、ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー、オノエヤナギクラスである。
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7）「ドクウツギーーアキグミ群集　Coriario－Elaeagnetum　umbellatae　（表7）

　ドクウッギーアキグミ群集は高さ2．5m内外の夏緑広葉低木林で、電炉種はドクウツギ、区分種は

アキグミである。利根淵上流土合と宮城県東鳴子で記載されている（奥田1978）。群落の原記載で

は低木層にイヌコリヤナギ、オノエヤナギの常在度が高く、これらにドクウツギ、アキグミが混在す

る。草本層にはススキ、ノコンギク、ヤブマメ、アカソのほか、亜群集の各区分種が生育する。平均

出現虚数は13種。2亜群集があり、ヨモギ亜群集はヤブツバキクラス域に、オオイタドリ亜群集は

ブナクラス域に分布する。

　ドクウッギーアキグミ群集の分布は本州の申部地方以北であり、河川中流域の大礫から砂礫まで混

在する河床部の半安定地に生育する。本調査では信濃川と天竜川で資料が得られ、いずれもアキグミ

の優占植分であった。しかし、植分ごとの種組成にはかなりの差が見られる。

　上級単位は現在のところ、ネコヤナギ群団、ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー、オノエヤナギク

ラスである。

8）チガヤーハマゴウ群集　Imperato－Viticetum　rotundifoliae（表8）

　チガヤーハマゴウ群集は海岸の砂丘の発達する低木群落である。低木層は高さ1，51nになり、ハマ

ゴウが優占する。群集構成種には、テリハノイバラ、カワラナデシコ、チガヤ、コウボウムギ、ハマ

ヒルガオなどがみられ、出現種数は15種である。本群集の調査資料は富士川の河口で得られたが、河

口が外洋に面する場合にはこのような海岸砂丘低木林が生育する。なお、海岸側には、ハマグルマー

コウボウムギ群集が広がっている。

9）テリハノイバラ群落　HOsa　wichuraiana　community（表8）

　テリハノイバラ群落はテリハノイバラが優匂し、チガヤが混生する低木群落である。群落にはカワ

ラナデシコ、ハマエンドウ、ハマヒルガオなども見られる。テリハノイバラは搬に、カワラヨモギー

カワラサイコ群集の遷移の進んだ植分にもしばしば生育する。調査地は富士川河口付近の礫地に、チ

ガヤーハマゴウ群集に接して生育している。

10）クコ群落　Lycium　chinense　community　（表9）

　クコはおもに下流域の河川敷の砂質から粘質土壌で生育し、低木群落を構成する。調査資料は大淀

川で得られた。クコが優回して高さ1mとなり、ノイバラ、ツクシイバラ、センニンソウ、ヘクソカ

ズラなどのつる植物が共存する。生育地はジャヤナギーアカメヤナギ群集の陸側の悪縁である。

U）オギ群集　Miscanthetum　saccharif10rl（表10）

　オギ群集は高さ2mに達する禾本草原で、日本の河辺草原を代表する群落である。群落の構造は上

層にオギが密生して優占し、下層にノイバラ、ヨモギ、クサヨシ、ヤブガラシなどが点在生育する

（図4）。垂訓的影響をうける植分が多く、構成種の数は一般的に少ない。今回の調査資料は典型的な
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蓄　　　ざ

　　　　　　　　　図4．オギ群集の秋季の相観（荒川、大麻生付近）。
臼gure　4・みspecむOf　Miscanむheむum　saccharifめri　in　auむumn（Arakakawa，　Saiむama）・

種組成を示すが、ヨシとクサヨシの2っの下位群落の識別が可能となっている。類似群落のハナムグ

ラー鼠穴群集Galio－Miscanthetum　sacchariflori（奥田1978）とともにヨシ一病ギ群団を構成し、

上級単位は現在のところヨシクラスの所属する。

　生育立地は河川中流部の中水敷から高水敷であり、洪水で冠水する。土壌は砂質で礫を余り含まな

い。立地が乾燥するとノイバラ、クサギ、アカメガシワなどが侵入する。ときどき火入れなど人為的

な影響を受ける。オギの地下茎がよく発達し、立地の保全機能が高い（奥田1991）。

　群集の分布域は鷺本全域にきわめて広い。調査地は最上川、名取川、阿武隈川、信濃川、利根川、

狩野川、富士絹、矢作絹、轟轟、紀の用、江の川、大淀川である。

12）ツルヨシ群集　Phragmiもe拠m　japonicae（表11）

　ツルヨシ群集は全国の河摺急流辺に広く分布する禾本草原である。群落は高さ130450cmで一般

にツルヨシが優占するため、他の植物の優占度は低い。ヨモギ、カモジグサなどの多年草、ミゾソバ、

アメリカセンダングサ、カナムグラ、ヌカキビ、オオイヌタデなどの1年草が混生する。下位単位と

して、典型亜群集は出現種数7で最も不安定な立地を占め、カナムグラ亜群集は出現種麹12でやや土

壌の堆積が多い富栄養化した立地に生育する。調査地は最上川、阿武隈川、狩野川、天竜川、江の川、

大淀川であるが、大淀絹では冬緑植物のゲンゲ、ヤハズエンドウなどが生育し、例外的に22種を記録

した。

　生育立地は河川上流域の不安定な河床部の砂礫地で、常に流水の影響を受ける。ツルヨシは長い翻

枝を地表に伸ばし、節から発根して群落域を広げるとともに強固な発達した根系は立地保全の役割を

果たしている。
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13）セリークサヨシ群集　 Oe捻aRtho－Phalarideturn　arundinaceae（表12）

　セリークサヨシ群集は高さ1～2rnの禾本草原で、標錨草はクサヨシ、区分種はセリである。優占

種のクサヨシは6月越出穂し、群落を特徴づける。種組成はクサヨシ、セリなどが特徴的に存在する

ほか、ギシギシ、ウシハコベ、カナムグラ、ヨモギ、ミゾソバ、ヤエムグラ、スギナ、ヤハズエンド

ウなどが生育する。平均出現種数は約10で、下位単位として典型亜群集のほか、ヨシ亜群集、チガヤ

亜群集、ウシノシッペイ亜群集が知られている。今回の資料はすべて典型亜群集となり、ウシハコベ

下位群落が識別される。上級単位はセリークサヨシ群団のまとめられ、ヨシクラスの所属する。

　生育立地は河川の下流域で、栄養塩類に富む微砂や粘土の混在した土壌が堆積し、常に適潤状態に

あり、洪水でしばしば冠水する。また、谷戸などで、耕作を停止した水田などにも二次的な植分が形

成される。弟分はクサヨシの成長する5～6月が最盛期となり、秋季から冬季は地上部が枯死する。

本群集は全国に広く分布し、調査資料も最上川、名取川、阿武隈川、利根川、矢作川、紀の川、江の

川、大淀川の各地から得られた。

14）トダシバーチガや群落　Arundinella　hirta－lmperata　cylindrica　var．　koenigii－commu撮もy

（表13）

　チガヤが優占する高さ70－150cmの禾本草原であり、トダシバ、メドハギ、ヨモギなどが随伴する。

調査地は天竜川と富士規であるが、生育地の土壌状態は天竜川の場合は砂質土壌に対し、富士川では

粗い礫が堆積している。ともに、雨量の少ない季節には強く乾燥する。その結果、種組成に差が見ら

れる。富士川の植分はオトコヨモギ、アレチマッヨイグサ、カラメドハギなどが組成的には次項のホッ

スガや群落と共通する種が見られる。群落の上級単位はススキクラスと考えられる。

15）ホッスガや群落　Calamagrostis　pseudophragmites　commu漁ity（表13）

　ホッスガや群落は高さ1mほどのイネ科草原であり、ホッスガヤが優占して、秋季にはその大型の

穂が目立っ。群落を構成する種は少なく、オトコヨモギ、オニウシノケグサ、オギ、イヌドクサなど

がまばらに混生する。調査資料は富士川（釜無川）の河床部画地で得られた。これまでホッスガや群

落の資料は少なく、体系上の位置は不明である。

16）ヤマアワーカモノハシ群落　　CalamagrOstis　epigeios．lschaemum　crassipes　commu麟ty

（表14）

　ヤマアワとカモノハシによる密生したイネ科草本群落をヤマアワーカモノハシ群落としてまとめた。

群落は高さ150cmほどになり、他にヨシ、セイタカアワダチソウ、ホウキギクなどが混生し、5～

8種で構成される。カモノハシは耐塩性があるが、その優占豆乳には塩性植物のウラギクが存在する

ことなどにより．生育地は僅かではあるが遡上する海水があることを指標している。また、ヤマァワ

もしばしば沿海地の草地に生育する場合がある。群落の調査地は淀川下流の新淀川大橋付近である。

土壌は砂質泥土が堆積し、：地下水位は高い。
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　類似の群落に、下北半島からヒライ一瓢モノハシ群集Junco　yokoscensis－lschaemetum　glauci

が知られている。

17）セイコノヨシ群落　Phragmites　karka　cOmmunity（表15）

　セイコノヨシ群落は高さ3～4mに達する大型のイネ科草原である。群落の構造は上層にセイコノ

ヨシが密生し、独特の相観を示す。群落内にはセイタカアワダチソウ、ヤエムグラ、ヤブガラシ、ヨ

モギなどが生育する。出現薄舞は3～7種と少ない。上級単位は現在のところ不明である。

　群落の生育地は微地形的にやや盛り上がった堆積土上に見られる。土壌は砂質壌土で、やや乾性で

ある。セイコノヨシの分布は中部地方以西の限られている。群落の調査地は淀川と紀の川で記録され

た。

18）ヨシ群落　Phragmites　australis　community（表16）

　河川敷において、流路の変化によってできた凹地や砂利採取などの跡地に出来た小池などにヨシが

侵入する。群落発達の初期はヨシのみの単純な組成であるが、次第にその立地本来の湿原が形成され

る。

　ヨシが密生し、高さ2mに達するヨシ草原はヨシ群落にまとめられた。下層に共存する植物はきわ

めて少ない。調査地は最上川、阿武隈川、狩野川、富士川、淀川、紀の川である。

19）ウキヤガラーマコモ群集　ScirpO　fluviatilis－Zizanietum　laもifoliae　（表17）

　ウキヤガラとマコモが優占する群落で、池沼の岸部に生育する。河川敷では生育地は稀であるが、

　　　図5．池畔に生育しているウキヤガラーマコモ群集（最上川、島大堀）。
Figure　5．　Scirpo－Zizanietum　latifOliae　in　a　poad（Mogami　River，　Yamagata）．
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ワンドが形成されるとウキヤガラの優盛込分が形成される。また、マコモは河川の流水辺に見られる

こともあるが、多くの場合、溜池や大型の沼の岸部に限られる（図5）。調査地は最上川島大池、淀

川わんど付近および、紀の川下流の小池である。

20）サンカクイーコガマ群集　Scirpo－Typhaetum　orientalis　（表17）

　サンカクイとガマ類の混生する群集としてサンカクイーコガマ群集が記載されている（奥田1978）。

本報告では各地の断片的な資料がまとめられている。紀の川ではサンカクイが優占し、キシュウスズ

メノヒエが混生している。最上川の植分ではクログワイ、ヘラオモダカ、アブラガヤなどヨシクラス

の種が多い。

21）ガマ群落　Typha　laもifolia　community　（表17）

　ガマの優占品分をガマ群落としてまとめた。調査地は信濃摺と紀の川である。信濃揖では群落内に

ガマ、ミクリ、サンカクイなどが生育する。紀の川ではキシュウスズメノヒエのほか、ヤナギタデ、

アメリカセンダングサなどの1年生植物が散生するが、未発達のためヨシクラスの構成種は少ない。

22）エゾノサヤヌカグサ群落　Leersia　oryzOides　commu頁ity　（表17）

　小河川が形成した停滞水域に接してエゾノサヤヌカグサが小規模で生育する。これをエゾノサヤヌ

カグサ群落としてまとめた。最：上川の寒河江市での群落はガマ、サンカクイ、ヒメヘビイチゴなどが

低い被度で混生する。信濃揖ではヘラオモダカ、ヒメガマなどが見られ、絶滅危惧種のタコノアシ

（我が国における保護上重要な植：物種及び群落に関する醗究委員会編1989）も生育する。上級単位は

ヨシクラスと考えられる。

23）キシュウスズメノヒエ群落　Paspahm　distichum　community（表18）

　キシュウスズメノヒエはほふく性のイネ科草本で、関東地方以西の各河川ぞいや水田付近、埋あ立

て地などの水湿地に密生して生育し、カーペット状の群落を形成する。調査地の紀の川下流ではキシュ

ウスズメノヒエ群落に隣接してアシカキ植分が生育するが、両者はしばしば混生している。生育地は

比較的富栄養立地にである。本群落は排水不良な立地に生育可能な群落であり、水辺の緑化に用いら

れる場合がある。

24）カワラヨモギーカワラサイコ群集　Artemisio－Potentilletum　chinenesis（表19）

　カワラヨモギーカワラサイコ群集は河州敷の乾性立地に特有の草本群落である。高さ60cm内外と

なり、半地中植物が主体となるが、様々な生育形の植物が混在し、群落購造は安定していない。群集

標徴種はカワラサイコ、区分種はカワラヨモギである。群落にはカワラサイコ、カワラヨモギをはじ

め、アレチマッヨイグサ、スズメノチャヒキ、マメグンバイナズナなどの礫地河床に特有の種群が生

育し、ヨモギ、オトコヨモギ、シバ、チガヤなどが混生する。下位単位にヘラオオバコ亜群集、典型
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図6．跡地のカワラヨモギーカワラサイコ群集（富士川、信玄堤付近）。
Fig雛re　6．　ArtemisiO－Potentilletum　chinensis　On　gravelly　terrace

　　　　　　（Fuligawa，　Yamanashi）．

亜群集、シバ亜群集があるが、荒絹の調査資料はシバ亜群集、富士川のそれは典型亜群集に含められ

る（図6）。

　生育立地は河川中流域の扇状地、円礫の多い河床部や高水敷である。礫質土壌は保水力が弱いたあ、

常に乾燥しているが、季節による乾湿の差が激しい。生育地は比較的水面から高い位置にあるため、

通常の洪水では冠水し、崩壊することは少ない。盛夏には極端な乾燥のため、群落構成種の多くは生

活力が衰える。群集の分布は全国的である。

25）カラメドハギーカワラケツメイ群集　1．espedezO　lunceae－Cassietum　（表19）

　カラメ・ドハギーカワラケッメイ群集はカラメドハギとカワラケツメイの2種を欝欝種とする。高さ

60cm内外の草本群落で特定の構造はみられない。群落にはカワラケツメイ、マルバヤハズソウ、ア

レチマツヨイグサ、メドハギ、カワラヨモギ、ヨモギ、ヒメムカシヨモギ、カラメドハギ、ムシトリ

ナデシコ、ヒメジョオンなど1年生と多年生の草本植物が混生し、地表面にギンゴケ、スナゴケなど

のコケ類が目立っ植分も多い。優占種となる種は少ない。下位単位にネズミムギ亜群集、典型亜群集、

チガヤ亜群集が記録さているが、本報告の資料は典型亜群集に位置づけられる。

　生育立地は河川中流部の扇状地地形の円礫の堆積した河床部である。群落は洪水後形成された礫地

に先駆的に形成されるが、中程度の洪水で破壊される。群集の分布は全国的で中流域を中心に生育す

る。調査資料は信濃川、富士川で得られたが、信濃燐ではカワラバハコの優占植分が目立って多い。

　なお、本群集とよく似た群落単位でカワラノギクを標徴種とし、マルバヤハズソウ区分種とする、

マルバヤハズソウーカワラノギク群集Kummerowio　stipulaceae－Asteret“m　kantoensisは、関
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東地方の多摩川、相模川、那珂川に生育している。

26）メドハギーヨモギ群落　Lespedeza　cuneata－Artemisia　indica　community（表20）

　メドハギーヨモギ群落は高さ60cm内外の草本群落で、河川敷の裸地に先駆的に出現する。また、

高水敷に生育するものはしばしば刈り取りの影響を受ける。群落はマルバヤハズソウ、ヒメムカシヨ

モギ、オオアレチノギクなどの1年生草本植物やヨモギ、メドハギなどの多年生草本で構成される。

群落に特定の構造はみられない。調査地は最上川、狩野川、天竜川、紀の川、江の川であるが、ツル

ヨシと典型の下位群落が識別される。

27）アキノノゲシーカナムグラ群集Lactuco　indicae－Humuletum　laponici（表21）

　アキノノゲシーカナムグラ群集は1年生のカナムグラが優占するつる植物群落で、クサヨシ、セイ

タカアワダチソウなどが生育し、群集標徴種のアキノノゲシがまばらに混生する。河川の中水敷にお

いて微砂が堆積し、洪水により年々破壊が繰り返される場所に生育する。調査地は阿武隈川、狩野川、

紀の川である。これまで多摩川での報告がある（奥田1978）。

　本群集に類似のつる植物群落のッルマメ群落　Glycine　soja　community　は紀の川で得られた。

また、ヤブガラシ群落　Cayratia　lapo投ica　communityの調査地は狩野川である。両群落はアキ

ノノゲシーカナムグラ群集と比較のため同じ表にまとめている。

28）セイタカアワダチソウ群落　Solidago　a玉tissima　community（表22）

　セイタカアワダチソウは北米原産の帰化植物であり、北海道や東北北部を除く、全国に広く分布し、

とくに、関東地方以西の河川敷に蔓延している。セイタカアワダチソウは十分に生育すると高さ200

crnに達し、密な群落を形成するため、共存種は少ない。調査地は紀の川と江の川で得られたが、両

資料の種組成に共通姓は低い。

　セイタカアワダチソウと同属のオオアワダチソウは北海道から東北地方にかけての冷温帯を中心に

優占し、しばしば大群落となる。オオアワダチソウ群落　Solidago　gigantea　commu簸ityの調査

資料は最上川で得られた。

29）カゼクサーオオバコ群集　EragrOstio－Plantagi肥tum　asia七icae（表23）

　カゼクサー隠蟹バコ群落は全国の河川の高水敷にごく普通に見られ、グランドなどに人爵による踏

圧で排水不良な締まった土壌条件下に持続して生育する。群落にはアキメヒシバ、ギョウギシバ、ヤ

ハズソウなどが優占する。調査資料は最上川、淀川、江の川などで得られている。

30）ナガバギシギシーギシギシ群集　Rumicetuln　crispo．lapO癒ci（表24）

　ナガバギシギシーギシギシ群集は流水辺に沿って帯状に生育し、広葉草本植物が密生する代表的な

多年生草本植物群落である。ギシギシが優占種となり、同属のナガバギシギシ、アレチギシギシ、エ
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ゾノギシギシの3種のほかカモジグサ、ネズミムギ、ウシハコベ、ヨモギ、ケアリタソウ、スカシタ

ゴボウ、オオバコなどが生育する。下位単位にヤブジラミ亜群集、オニウシノケグサ亜群集および典

型亜群集がある。

　本群集は多摩川などの都市河川を中心に生育する（奥田1996、奥田・小繋・畠瀬1995）。狩野川

で得られた調査資料はそれぞれコセンダングサとヨモギが優難しているが、本群集に含められる。

　生育立地は河川下流部の流水辺や、小河川や灌概用水路の岸部の富栄養水に浸される泥土堆積地で

ある。ギシギシ類は5～6月出穂、7月下旬に結実し、秋季には地上部は枯死するが、地下茎が発達

し、群落の持続性が高い。河川水の富栄養化で群落域を広げる。

31）クサネムーメリケンガヤツリ群落　Aeschynome聡i捻dlca－Cyperus　eragrostis　community

（表25）

　メリケンガヤッリは北米西部地方原産のカヤツリグサ科の多年生帰化植物であり、最近各地の河川

敷に見出されている。メリケンガヤツリはクサネム、ホウキギク、イなどとの結びつきが強く、本群

落にまとめられる。さらに、カワラニンジンも共存する。これまで、このような群落の記録はない。

　クサネムーメリケンガヤッリ群落は高水敷などの、平坦で排水不良な欝欝に先駆的に生育する。調

査地は淀絹と紀の川の下流域である。紀の川の植分は種類数が多く、ヒメジソ下位群落としてまとめ

られる。

32）オオブタクサ群落　AmbrOsia　trifida　communiもy（表26）

　　　図7．貯水ダムの減水による裸地に生育するコアカザーオオ）ξナモミ群集
　　　　　　　（利根川水系、相俣ダム）。

Figure　7．　Chenopodio－Xanもhietum　strumarii　growing　on七he　s七rand　of　a　reservoir

　　　　　　（Aimaもa　Dam，　Gumma）．
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　高さ4mに達する大型の1年生草本植物群落：で、華車ブタクサが優占するが、植生高、植被率とも

に二分により一定していない6オオプタクサは北米原産の帰化植物であるが、その生育環境は幅が広

い。好事素性植物であるため、ナガバギシギシーギシギシ群集　Rumicetuln　crispo－laponiciの生

育地に侵入する場合がしばしば見られる。調査地は阿武隈川、狩野川である。

33）コアカザー県単オナモミ群集　Chenopodio－Xanthietum　strulnarii（表27）

　北米原産の帰化植物のオ開国ナモミが優帯する1年生草本群落で、オオオナモミ、コアカザ、シロ

ザ、ホソアオゲイトウなどが混生する群落単位はコアカザーオオオナモミ群集としてまとめられてい

る。本群集は一般に河川の下流域の富栄養立地に分布し、また、しばしば貯水池の減水して出現した

裸地に大群落として生育することが多い。調査資料は最上川、江の川、信濃絹で記録された。また、

相先、錦卵のダムの岸部に、群生する本林分が記載された。ここにはアキノエノコログサ、ヌカキビ、

メヒシバなどが出現する（図7）。名取川水系の釜房ダムにも、これとよく似た群落が生育する。

34）アキノエノコログサー：コセンダングサ群集　Setario－Bidentetum　pilOsae（表20）

　アキノエノコログサーコセンダングサ群集は高さ30－200cmの1年生草本植物群落で、群集標聖母

はコセンダングサ、区分種はアキノエノコログサである。植生高、植被率ともに植分により一定して

いない。種組成はコセンダングサが主要な構成種であり、マルバヤハズソウ、ケアリタソウ、アレチ

マツヨイグサ、マメグンバイナズナ、ツユクサ、アキノエノコログサなどの1年草が主体となり、ヨ

モギ、ススキなどの多年草も混生する。下位単位にケアリタソウ亜群集、カワラニガナ亜群集が報告

されている。

　生育立地は河川外流部の洪水後に形成された礫質河床部、堅目に粗砂が混在しており、保水力が低

く、季節的な乾湿の変動が激しい。群落は河床に先駆的に形成されるが、増水で冠水し、洪水で破壊

される。調査地は荒川、狩野川、富士川である。

35）ミゾソバ群集　Polygonetum　thunbergii（表28）

　ミゾソバ群集はミゾソバが優愉し、アメリカセンダングサ、ケイヌビエ、オオイヌタデ、アキノウ

ナギッカミなどが混生する。ミゾソバとケイヌビエが群集標徴種となる。群落は土壌が泥質で富栄養

化している。小河川や支流の流動水の影響をあまり受けない河床に先駆的に形成されるが、僅かの増

水で冠水し、洪水で破壊される。ミゾソバは亭号素性の植物で、河水の富栄養化で群落が拡大し、秋

季の開花季節には水際を埋め尽くして繁茂する。調査地は最上川、富士絹、紀の川である。

36）オオクサキビーヤナギタデ群集　Panico－Polygonetum　hydropiperis　（表28）

　オオクサキビーヤナギタデ群集はミゾソバ群集とともに、水際に生育する1年生草本植物群落であ

る。ヤナギタデが優占し、オオイヌタデ、オオクサキビ、アメリカセンダングサなどが混生する。群

集標徴種はヤナギタデ、区分種は難平クサキビとヌカキビであり、ミゾソバ亜群集と輿型亜群集があ
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る。本報告でも両亜群集が記録されている。

　生育立地は河罵の申流から下流域にかけて、不安定な河床部の土壌が泥質で富栄養化した水際に先

駆的に形成されるが、僅かの増水で冠水し、洪水で破壊される。調査地は最上規、狩野川、天竜川、

紀の川である。紀の川では本群集に接し、構成種の類似したタコノアシ植分　Pen七horum　chinense

stand　が記録されている。

　なお、ヤナギタデが優占する類似の群落単位にアキノウナギツカミを区分種とするアキノウナギッ

カミーヤナギタデ群集　Polygone七um　sieboldii－hydropiperis（奥田1978）がある。これは、河川

あ上流から中流域にかけて，不安定な礫質河床部の水際に発達する。

37）アゼガヤツリーカワラスガナ群集　Cypere旗m　globosO－saaguinolenti（表29）

　アゼガヤッリーカワラスガナ群集は短期1年生草本群落であり、夏季の高温季に減水して露出した

泥地上に生育する。群集標微種のアゼガヤツリとカワラスガナの他、タマガヤツリ、アゼナ、アゼテ

ンツキ、コゴメガヤッリ、カヤツリグサ、ハリイなど、約23種が混生する。原記載は関東地方であ

り、これまで、利根川、多摩川で報告されている。調査資料は最上川の河川敷と利根川水系の薗原ダ

ムで得られた。上級単位はヒデリコ、アゼナ、トキンソウなどにより、アゼナ群団　Lindemion

procumbe鳶tisにまとめられている。

38）シマトキンソウ群落　Cotula　hemisphaerica　cOmmunlty（表29）

　シマトキンソウは中国南部原産の小形の1年生帰化植物で、日本では暖地に帰化している。大淀川

本城川合流付近で得られた調査資料によれば、群落にはキュウリグサ、スズメノテッポウ、ノミノフ

スマ、ムシクサなどの冬季1年生植物を主に20種ほどの植物が混生する。群落は水際の窪地に生育す

るが、小形な植物のため踏圧にも耐えて生育している。

39）オオフサモ群落　MyriOphyllum　braslliease　community（表30）

　オオフサモは南米ブラジル原産の帰化水草で、最近各地の河川や池沼で記録されている。一般に停

滞する水域にいち早く侵入し、泥中や水中に茎を伸ばし、マット状の群落となって水面をおおう。江

の川の調査資料が提示されているが、オオフサモが優占し、共存する植物は少ない。群落の分布域は

水質の富栄養化で次第に拡大するものと考えられる。

3．植栽林ほか

40）ニセアカシア林Robinia　p＄eudOacacia　stand（表31）

　ニセアカシアは北米原産の帰化植物で全国の河川に広く分布している。一般に高さ10mほどの森林

となるが、林内は明るく、林床には多くの植物が生育する。信濃川で得られた調査資料は植生の高さ

が13mに達し、ミズキ、オニグルミ、キハダ、エノキ、ヤマグワなどの木本植物が生育し、草本では

エナシヒゴクサ、アマチャヅルなどが優心している。
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41）イタチハギ群落　Amorpha　fruもicOsa　sむand　（表31）

　イタチハギは北米原産の帰化植物で林道のり面などの緑化に導入されているが、これが水系を通し

て逸出して各地に蔓延し、おもに冷温帯域に広がっている。信濃絹で得られた調査資料では、高さ3

mほどの茂みを形成し、オオアワダチソウ、ヨモギ、ヒメジョオン、エゾノギシギシなどが混生して

いる。阿武隈川支流荒川にもイヌコリヤナギ群集に混生して生育する。また、利根川水系の相俣、薗

原の両ダムでは緑化のために植栽されている。東北地方のとくに、湯田ダムでは、岸部を一面に覆っ

ている。

42）メダケ群集　Pleioblastetum　simonii（表31）

　メダケは高さ4～5mに生育し、密集した群落を形成する。狩野川（伊豆長岡町日の出橋付近）で

得られた調査資料によれば、共存する植物はきわめて少なく、ヤブガラシ、クコなどがごく低い被度

で生育するのみである。土壌はシルト質の泥土である。メダケの地下茎はよく発達するため、小河川

の岸部の保護に役立てられている。

2．河道：における植生配分

　河道内の植物群落の配分は、基本的には冠水の頻度に対応している。変動の激しい河川環境のもと

では植物群落は疎に密に、高低。広狭と形をかえ、または環境の時間的変化に対応している。

　揖の岸部における群落の配置は増水時の流水の水位に対溶している。わずかな増水のたびに冠水す

る流水路に接して、まず1年生の広葉草本植物が生育し、接して多年生草本群落が生育する。水面よ

りやや高い、堆積地では叢状や発達した地上または地下茎をもつイネ科植物の優卜する群落が形成さ

れる。さらにその背後には、各種の低木性のヤナギや高木性の夏緑広葉樹が、冠水時の水位変動に対

痂して斑紋状または帯状に群落を形成する。これらの一連の植生は、生育地の物理化学的諸条件によっ

て多数の異なる群落として生育・配分する（Ellenberg　1978）。それぞれの配列は、流水方向とほぼ

直角に並ぶことになる。わが国の実際の河川では堤防によって流路面積が限定され、高木林の生育す

る範囲はごく狭いかあるいは全く存在し得ない場合が多い。その場合、その雨雪がいくら霞然状態に

あっても、低木群落より未発達の植生に限定される。

　これに対し、水位変動の少ない湖沼では水位差と水質とによって植物群落の種類と配分が決定され

る。一般的に、富栄養の湖沼では深い場所より沈水植物、浮葉植物、ヨシを主とする抽出植物、スゲ

類、さらに低木や高木の湿地林への植生の配列が見られる。池沼植生は河川では少ないが、利根川な

どの大河川にはこれらの植生が発達する。水位変動の激しい貯水ダムやため池などでは水際が裸地に

なりやすく、不安定河川の水際とよく似た1一多年生の草本植物群落が出現する（Shimoda　1984，

1987）。

3。各河川における植生配分

1．最上川
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　最上川では、小国川合流点から寒河江市付近までの4地点で資料が得られた。小国川合流点には、

日本海側に分布するシロヤナギの優嘉する河畔林が特徴的である。水際の二流ではミゾソバ群集、オ

ギ群集などが生育する。

　丹生川合流部（亀井田橋付近）はケイヌビエの優序するミゾソバ群集で占められ、水質の富栄養性

を指標している。部分的に形成された停滞水域には、ヨシの優占回船が見られる。

　島大池では比較的大型の池沼が存在している。池の岸部にはヨシ群落やウキヤガラーマコモ群集、

ミクリ群落、ヒシ群落が見られる。さらに、湿性立地には、ミゾソバ群集、コアカザーオオオナモミ

群集、セリークサヨシ群集、オギ群集などが見られ、タチヤナギ群集に接している。

　寒河江市付近では、河床部は礫質となる。水際にミゾソバ群集、オオクサキビーヤナ物定デ群集、

アゼガヤツリーカワラスガナ群集、エゾノサヤヌカグサ群落、サンカクイーコガマ群集、ツルヨシ群

集などがモザイク状に生育する。礫の堆積上にはカワラバハーコヨモギ群団が発達する。ヤナギ群落

にはイヌコリヤナギ群集、ネコヤナギ群集、シロヤナギ群集など、多彩な群落が晃られる。

2．名取川

　名取川本川の仙台市太白区大野田付近左岸は川幅が広く、比較的広い河川敷がみられ、シロヤナギ

群集の高木林が存在する。また、広瀬川支流、河口公園（若葉七丁目付近）の左岸側の高水敷には、

流路にそってヤナギ林が幅8mほどに帯状に生育している。その大部分はタチヤナギ群集の低木林で

ある。流水側に隣接してセリークサヨシ群集が生育する。

　なお、名取川上流にある心房ダムの右岸岸部にも発達したシロヤナギ群集がみられる。また、上流

側の干上がった広い裸地は、一面コアカザーオ漏出ナモミ群集で覆われており、シロヤナギが点在し

ている。

3．阿武隈揖

隅武隈川本川の福島市瀬上町付近の左岸では、凹凸のある広い洲にタチヤナギ群集が帯状に生育し、

振～

　　　　　　囁　＄　　盤　　3　　題　　　　曝　　3　　騒　＄

　　　図8．物質土の堆積地における植生配分一丁目1

　1．アキノノゲシ一膳ナムグラ群集、2．セリークサヨシ群集、

　5．ジャヤナギーアカメヤナギ群；集、6．オオブタクサ群落：

Figure　8．　Vegeta七ion　prOfile　on　loamy　sa簸dy　terrace－1

1．Lacもuco　indicae－Humule七um　laponici，

sacchariflori，　4．　Salicetum　subfrag玉lis，

trifida　commURity．

、

馨 慧　尋

（阿武隈川、福島市瀬上町付近）。

　　3．オギ群集、4．タチヤナギ群集、

　　　　　　　　　　（Abukuma　River，　Fukushima）．

2．Oenantho，pha玉aride七um　arund漁ceae，3．　Miscan七he七um

5．Salicetu雛eriocarpo℃haenomeloidis，6，　AmbrOsia
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その中にジャヤナギーアカメヤナギ群集の断片的な林分が見られる。ヤナギ林の空隙には、凸状地に

オギ群集、回状地にセリークサヨシ群集とアキノノゲシーカナムグラ群集、みお筋に沿ってヨシ群落

などが見られる。球状の裸地には高さ3．5mに達するオオブタクサ群落が生育する（図8）。

　支流の荒川は、河床が礫質であるため、八木田橋付近右岸側の乾性立地にはイヌコリヤナギ群集が

最も広い面積を占めている。群落構成種の中にはイタチハギがとくに目立っている。礫質の河床には

ッルヨシ群集やメドハギーヨモギ群落が見られる。

4．信濃川

　信濃川では、瀬沼（1977）の報告があるが、多様な植物群落で構成される良好な地区がおもに中流

域に数カ所ずつ見いだされる。小千谷市妙見堰下流付近左岸には広い洲が発達している。シロヤナギ

群集の発達毅階の異なる林分が水際に生育し、魚沼橋付近にかけて断続的に生育している。高水敷の

礫質土壌にはカラメドハギーカワラケツメイ群集が、カーペット状に生育するスナゴケとともに発達

している。さらに、安定地でオギ群集、アキグミの優占植分があり、ニセアカシア林に連続している

（図9）。入江状の湿地にはサンカクイーコガマ群集、エゾノサヤヌカグサ群落などがみられる。越路

橋付近右岸では、シロヤナギやカワヤナギの優占する河畔林が特徴的であり、礫質の高水敷にはイタ

チハギ林、カラメドハギーカワラケツメイ群集、コァカザーオオオナモミ群集などが見られる。

　川西町小根岸付近では河床は礫質の河川敷となり、シロヤナギ群集、カラメドハギーカワラケツメ

イ群集が生育する。さらに、十日町市付近では台地状の洲が存在し、シロヤナギ群集の発達した林分

や、ニセアカシア林、ススキ群落などが見られる。

飛

騨必肱

瀞

飛．、．

’　・1亀

毯

《
薦

、
黛

訳
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豊 尋

篇

騒
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　　　　　　図9．礫質の河川敷における植生配分（信濃揖、妙見堰付近）。

1．シロヤナギ群集、2。カラメドハギーカワラケッメイ群集、3．アキグミ植分、4．オギ群集、

5．エセァカシア植林

Fig“re　9．　Vege七aもiOn　prof旦e　On　gravelly　sandy　terrace　（ShinaRo　River，　Naga難○）．

　　生．Salice七um　lessoensis，2．　Lespedezo－Cassie七um，3，凱aeagnus　umbeUa七um　sもand，

　　4．Miscanthet職sacchariflori，5．　Hobinia　pseudoacacia　forest．
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5．利根川

　利根川の河辺植生はこれまで多くの報告があり、詳細な検討が行われている（奥田1978ほか）。中

流部取手付近は左岸側に河川敷が発達し、ゴルフ場として利用されている。隣接してややまとまりの

あるヤナギ林が存在する。水際線は岸部が切り立っており、1年生：草本群落やセリークサヨシ群集の

生育立地は狭い。中水敷にはタチヤナギ群集が帯状に発達している。さらに、高水敷には高さ8m内

外のカワヤナギ林が見られるが、これはジャヤナギーアカメヤナギ群集の発達途上の群落と推定され

る。

　利根川上流に位置する、川俣、薗原の2っのダムでは、水際の帯地にコアカザーオ識量ナモミ群集

が生育し、もっとも遅くまで水面下にある部分は植被率も低く、スベリヒユ植分となっている。また

両ダムでは護岸植栽にはイタチハギが植栽され、相俣ダムでは、一部にタチヤナギを用いている。

6曾荒　川

　荒川本川大麻生付近の左岸、高水敷の礫地は、公園やゴルフ場と化しているが、一部に自然状態を

保つ場所が見られる。ここでは、乾燥する礫地に特有のカワラヨモギーカワラサイコ群集が発達し、

付近にはアキグミ植分も見られる。さらに、洪水を受ける低水敷にはアキノエノコログサーコセンダ

ングサ群集が広い面積をしめている。

7．狩野川

　狩野川は河川敷の規模が小さいため、数地点での植生配分を記録した。河口から港大橋まで右岸で

は砂質土壌にはッルヨシ群集、コアカザーオオオナモミ群集、ナガバギシギシーギシギシ群集のコセ

ンダングサの優占植分などが生育する。海水の影響を受けて、岸部にシオクグ群集が見られる。

　沼津市大平左岸には高さ6mほどのタチヤナギ群集が発達している。隣接してオギ群集、アキノノ

ゲシーカナムグラ群集が生育する。伊豆長岡町左岸、日の出橋の上流にはジャヤナギーアカメヤナギ

群集が生育し、これに接してメダケ群集が密生している。大仁町神島付近右岸（河口から23kmの地

点）では、比較的河川敷が広く、水際よりオオクサキビーヤナギタデ群集、アキノエノコログサーコ

センダングサ群集、カラメドハギーカワラケッメイ群集、ツルヨシ群集の群落配分が見られる。高水

敷にはヤブガラシ群落が生育する。

　清水町付近右岸側で柿田川が流入するが、ここには、湧水地植生のミシマバイカモ群落が見られる。

8．富士川

　黒蟻付近は広い河川敷が広がり、オギを主とする草原となっている。海岸線に隣接して小池があり、

池にヨシ群落が生育し、接してオギ群集、テリハノイバラ群落となってチガヤーパマゴウ群集に続く

配分が見られる。

　山梨県南部町左岸付近では広い礫河原が存在している。ここでは、アキノエノコログサーコセンダ

ングサ群集、カラメドハギーカワラケツメイ群集が広い面積を占め、安定立地に向かってオギ群集、
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コゴメヤナギ群集への配列が見られる。

　笛吹川合流点左岸は、水際にミゾソバ群集とタチヤナギ群集が帯状に生育し、高水敷にオギ群集、

トダシバーチガや群落が見られる。さらに、本川釜無川右岸側には広い河川敷となり、カワラヨモギー

カワラサイコ群集、トダシバーチガや群落、ホッスガや群落などの乾性立地生の草本群落が見られる。

所々にジャヤナギやカワヤナギ林の断片がある。信玄堤は左岸側に位置し、ケヤキの高木林の下にあ

るが、流路変更の工事の行われた勅使川や、水擬など、急流河川における護岸のあり方に示唆を与え

ている。

　笛吹川支流鵜飼橋付近では水際にミゾソバ群集、上河原にカラメドハギーカワラケッメイ群集が生

育している。

9．天竜川

　天竜川の下流域は広大な砂礫河原となっている。新幹線鉄橋付近の右岸には広い洲が形成され、河

辺林が発達している。ヤナギ林では、未発達のカワヤナギ植分も含め、コゴメヤナギ群集が最もよく

生育している。コゴメヤナギは高さ16m、幹の直径60cmに達する個体も見られる。さらに、盛

り上がった礫の堆積面にはドクウツギーアキグミ群集も生育する。乾性の礫質地のためタチヤナギ群

集はごく稀である。ヤナギ林の空隙の草原には、トダシバーチガや群落が優写し、礫河原にはメドハ

ギーヨモギ群落、ツルヨシ群集などが見られる。

10．矢作川

　河口から22kmの左岸、乙川合流点付近は複雑な洲が発達し、ヤナギ高木林がまとまって生育し

ている。ここではジャヤナギーアカメヤナギ群集がもっとも優零し、同群集のカワヤナギ南分、タチ

ヤナギ群集が存在する。ヤナギ林の空隙にはセリークサヨシ群集が優占する。なお、矢作川では調査

地付近を中心に、柳枝工法による、伝統的な植生護岸が試みられている。

11．木曽川

　本川東加賀野井町、新幹線鉄橋付近の左岸には、凹凸のはげしい広い州が発達し、大部分がヤナギ

林で被われている。ヤナギ林はアカメヤナギの優占するジャヤナギーアカメヤナギ群集を主とする。

流路や池の水際では、前面にタチヤナギ群集のマント群落につづいてセリークサヨシ群集が水際を縁

取り、池にはオオフサモ群落がみられる。

12．淀　川

　河ロから10kmまでの右岸は広い河川敷が存在し、さまざまな河辺植物群落が見られる。一般的に

ヨシとオギの草原が優物して存在し、層状地はオギ群集とセイコノヨシ群落、凹地にヨシ群落やウキ

ャガラーマコモ群集が配分する。排水不良の平坦地にはクサネムーメリケンガヤツリ群落が見られる。

ヤマアワーカモノハシ群落はわずかに塩水の遡上があることを指標している。
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旭区城北公園付近左岸のわんど周辺では、地形が複雑で、多様な群落が存在する。ジャヤナギを主

とした、ジャヤナギーアカメヤナギ群集が点在し、凸状地はセイコノヨシ群落とオギ群集、水路には

ウキヤガラーマコモ群集のマコモ優占直江やドクゼリの優占面分が見られる。また、池の岸部にキシュ

ウスズメノヒエ群落、停滞水にはホテイアオイの群落が見られる。

13．紀の川

　河口に近い、和歌山市和佐地区千旦付近の左岸に発達した洲は、泥土が堆積し、排水不良のため所々

に停滞水や小池が見られる。全般的にオオクサキビーヤナギタデ群集とミゾソバ群集が優難し、局地

的にクサネムーメリケンガヤッリ群落、タコノアシ群落、ツルマメ群落なども見られる。小池の岸部

の植生は、エゾノサヤヌカグサ群落、キシュウスズメノヒエ群落、サンカクイーコガマ群集、ガマ群

落などで構成される（図10）。これに対し、河川敷内の支流辺には流水の運搬する富栄養水の影響を

受け、オギ群集、タチヤナギ群集が生育し、アキノノゲシーカナムグラ群集、セイタカアワダチソウ

群落が広くおおっている。

　貴志川合流付近にも広い洲が発達しているが、富栄養化が進んでおり、ミゾソバ群集、セイタカア

ワダチソウ群落が広い範囲に優馨している。本川合流部の先端部の洲には、ジャヤナギーアカメヤナ

ギ群集の高木林が生育し、隣接してオギ群集、セイコノヨシ群落、セリークサヨシ群集、キシュウス

ズメノヒエ群落のアシカキ優占植分などが見られる。小池やわんど周辺にはクロモ群落、ヨシ群落、

ウキヤガラーマコモ群集など、多彩な水辺植生が見られる。

三三鱗麟
羅

　　　　　　　　　男呼，生物多様性の高い小湿地（紀の川、千旦付近）。
Figure10．　Small　pool，　a　bioむope　with　diverse　biotic　comminities（Kinogawa，　Wakayama）。
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14．江の川

　江の藤本駄馬洗川合流付近の左岸には寄洲があって、ヤナギ高木林のジャヤナギーアカメヤナギ

群集が発達している。水際にはセリークサヨシ群集、二曲クサキビーヤナギタデ群集などが生育する。

入江状になった凹地には、サンカクイーコガマ群集やオオフサモ群落も見られる。

　馬洗川の本川への合流部は大野が堆積しており、ネコヤナギ群集が流路方向に細く帯状に生育し、

これに接してツルヨシ群集、メド一同ーヨモギ群落が広がっている。

　支流の馬洗川左岸では、水際よりオオクサキビーヤナギタデ群集、ツルヨシ群集、ジャヤナギーア

カメヤナギ群集となり、さらにセリークサヨシ群集、メドハギーヨモギ群集、オギ群集への配分が見

られる。この付近の中水敷はオギ群集が優恕し、面積の約80％を占める。

15．大淀川

　本川相生橋付近左岸に発達した寄洲には粘土質土壌が堆積し、アカメヤナギの優占するジャヤナギー

アカメヤナギ群集が広がっている。そのギャップにはセリークサヨシ群集が見られる。水際は礫質の

河床になっており、ツルヨシ群集、オオクサキビーヤナギタデ群集が岸を縁取って生育する。高水敷

と中水敷の間にはクコ低木群落が介在する。高水敷は人間の立ち入りが多く、オギ群集、オオブタク

サ群落、カゼクサーオオバコ群集などとなっている（図11）。

　本城川が本流に合流する柳瀬橋付近にもジャヤナギーアカメヤナギ群集が見られ、堤防側に接して、

凹地にはタチヤナギ群集やセリークサヨシ群集が生育する。流水辺は砂質となっており、ネコヤナギ

群集、オギ群集、シマトキンソウ群落などが見られる。

“脈↑N
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　　　　　　図11．粘質土の堆積地における植生配分一その2（大淀川、相生橋付近）。

1。オオクサキビーヤナギタデ群集、2．ッルヨシ群集、3．ジャヤナギーアカメヤナギ群集の先駆植分、4．

イヌコリヤナギ群集、5．ジャヤナギーアカメヤナギi群；集、6．セリークサヨシ群集、7．クコ群落、8．オギ

群集、9．カゼクサーオオバコ群集。

　Fig群e鋼．　Vegeむation　profile　o且loamy　sandy　terrace－2　（Ohyodo　River，　Miyazaki）．

圭，　Panico－PolygQne七um　hydropiperis，　2．　Phragmitetum　laponicae，　3．　Pioneer　sむa鳶d　of　Salicetum

eriocarpo－chaenomeloidis，4．　Saiicet穀m　integrae，5．　Salicetum　eriocarp◎一chaenomeloidis，6．　Oenantho－

Phalar玉detum　amndinaceae，7．　Lycium　chinense　comπ1unity，8．　Miscantheもum　sacchariflori，　g．

Eragrostio－Plantaginetum・
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尋．河辮敷における植生配分のタイプ。

　日本列島の河川において、比較的発達した測1激における植生配分は大きく2っのタイプがある。

常に洪水の影響を受け、砂礫の堆積する河揖では、生育立地は強く乾燥し、栄養塩類の保持も困難な

状態で不適な環境にあるため、植生配分は一般の陸上の場合と異なる。開放的な河川敷では、先駆群

落としてアキノエノコログサーコセンダングサ群集、ホッスガや群落が生育する。半安定地ではカラ

メドハギーカワラケッメイ群集、メド華客ーヨモギ群落などが存在し、イネ科草本群落のッルヨシ群

集、トダシバーチガや群落、オギ群集などが生育している。低木群落ではネコヤナギ群集、イヌコリ

ヤナギ群集のほか、ドクウツギーアキグミ群集、さらに、高木林のコゴメヤナギ群集となる。これら

の植生配分は信濃絹など、各地河川の中流部に一般的であるが、富士損、天竜川の場合は下流域にも

広く存在する。河ロ付近では、海岸低木群落のチガヤーハマゴウ群集も生育する。

　一方、河川の下流域では洲の大部分は一般にシルト質の土壌で構成され、地下水位が高く、通常の

状態でも排水不良の状態にある。水際にミゾソバ群集、クサネムーメリケンガヤツリ群落、アキノノ

ゲシーカナムグラ群集となり、多年生草本群落ではナガバギシギシーギシギシ群集、セリークサヨシ

群集、セイタカアワダチソウ群落が見られる。ヤナギ林はタチヤナギ群集とジャヤナギーアカメヤナ

ギ群集とが一般的である。日本海側では高木のヤナギ林はシロヤナギ群集におきかわる。このような

植生配分を示す河川は、流域の地質が縢一ム質土壌の卓越する場合に起こり、運搬堆積された土砂が

州を形成し、排水不良の環境を形成する結果と考えられる。今回の調査では、これらの配分は阿武隈

川、利根川、木曽規、大淀揖などで見られる。淀川水系には低層湿原の報告がある（梅原ほか、1991）。

　最上川や木曽川の場合のように、互用敷に池沼が形成されている場合には、池の水際にヨシ群落、

キシュウスズメノヒエ群落、サンカクイーコガマ群集、ウキヤガラーマコモ群集などの池沼植物群落

が生育し、植生が多彩になる。同様の結果は貯水池や遊水地などにも見られる（奥田1994a，b，）

これらは自然のビオトープを形成し、多様性の高い水辺生態系に寄与している。

む　　す　　び

　水辺環境のなかで河辺における植物群落の研究は、水辺の緑化・修復に対し基礎的で重要な課題で

ある。しかも河川の形状によって河辺の植物群落は複雑な組成と配分を示すため、様々なケースにお

いて現状調査が必要である。本報告ではわが国の東北地方南部か九州地方までにわたり、性質の異な

る河辺環境において、植生の生育状態を把握することができた。

　本報告は植生学の分野での基礎的研究を主体とするが、景観形成技術に関する生態工学的な立場か

らの応用的な特色をもつ考察が加えられる。したがって景観生態学、緑地学、園芸学、造園学、畜産

学など広い範囲の研究分野にも寄与しうる。また、技術的には都市近郊緑地や都市環境の整備等、都

市計画の分野にも深い係わりを持っている。

　本報告は特に水辺景観と生態系の保全を重視し、その土地に適合した自然植生を基本としている。

したがって近郊を含む首都圏における各種の土地利用計画および周辺景観の整備・形成などの施策に
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対し、誤りの少ない有益な示唆を与えることが出来る。また異体的には、望ましい水辺景観の管理、

具体的には植生を用いた護岸形成、貯水池や遊水池の緑化計画、低湿地の樹林形成や修景、都市を流

れる小河川の護岸形成などに直接役立てることが出来る。特に都市近郊における水辺を取り込んだ生

物生息空間（ビオトープ）の形成の保全と修復は、生態系の保護の上で今後ますます重要観されると

思われる。
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ttIXlew(Z)tw Other companions: Serial no. 4: lerom'ca persica rkrtlg17""}j H--+, Scutellarta idica var. parvifolia llA"7YYfl' ft-+, 5: Equisetum arvense Xi"fr

}l-le2, F;esituca arundinacea t:"Ythe"if ff-+e2, Trifolium pratense 7h'YXO{i H--÷, 8: Sicyos angulatus 7Vf"}j H-+-2, Rhytolacca americana YeYalj?]"*"9 g-+, (?uercus
myrsinaefolia Y7VjY H-+, 9: Persicaria lapathifolia tMS9iL" H-lm2, Acorus gramineus keiYy" H-ltl, Acorus gramineus 9fV*"X;'Y H-+, Viola verecunda tY*"Xiij H-i,

11: Alnus J`aponica AYIi T2--2nl, l2: Puenaria Jobata eX' #-l"2, Bromus paucif'lorus i7*h-'i' H-ln2, Petasites J'aponicus A ff--lm2, Pca acroleuca IY"iffi"Vti"

ff-+e2, doUotus J'aponicus 7hXVJ"YV S-+, CIematis terniflora kY:YV" H-+, 13: Eagopyrum cymosum YtfifVVA" li-+e2, l4: Cinnamomum J"apani'cum W":7trd S-l, l6:

Yerbena bonariensis Wi"Ath"if g--2e2, iflmus parvifolia 7i:V T2-ulel, Viola verecunda 'Y*-`X;'V H-+.2, Gramineae sp, d**iP6D-tw H-+g2, 1?orippa i'ndica lgh"ii,

}l-÷e2, Ligustrum obtusifolium l*"-P7i H-+, Ardisia crenata ?YtJsO H--+, 17: Rhaphfolepis umbeHata YVJ7A'id H--+, Trachycarpus fortunei YaB H-+, Rubia argyi
7it* H-t, En'geron philadeipfricus ivfrY'LtY H-"･, l8: Sbpium sebiferum tYWA{t" H--l, CapseHa bursa-lkastoris tX"t H-l, 19: luncus ethsus var. decipiens d K-+,

20: Reynoutria J'aponica dSF"tl H-le2, Rubus hirsutus rvffi" H-1"2, 17edera rhombea W"S H-+o2, Liriope muscari V"iY H-÷, Aquilegia adoxoides tl"X" H-+, 21:
Cyclogramma acuminatus *YS" H-+#2, Festuca parvigluma F*･Yh"i H--÷e2, 22: darex sp. Xtr"me(Z)ulpt H-+, 23: Teucrium viscidum var. miquelianum 7)V:h"Oif g-ln2,
Hygrophila salicifoJia tX"7'Ypt }I--}s2, Galium pseudo-aspre12um ttiV`7in:Ae"i H-+, Actinostemma lobatum 1"iv`S)V H-i.



裏2． ジゥヤナギーアカメヤナギ群纂，カワヤナギ纏分
S翁1ice宅糠蟹¢罫ioc＆ゆ｛｝一。｝琵きe鵬eloi（鑑is，　S義1ix奮i1菖ia【搬s捻登¢

Serial　no．：

Releve　no．：

Square　size（㎡）：

Heigh宅　of　subtree　layer（凪）：

Cover　of　subtree　layer（％）：

Heigh宅　of　shrub　layer（組）：

Cover　of　shrub　layer（箔）：

Heigh七　Gf　herb　layer（無）：

Cover　of　herb　layer（銘）：

潤u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

亜高木層の高さ（の

亜高木層植被率（粉

低木層の高さ⑰）

低木層植被率（％）

草本層の高さ（翻）

草本層植被率（％）

出現種数

1

YH

15

32

7

90

2

5

1

70

21

2　　3
YH　　y難

16　董7

32　32
8　　6

90　90
1，8　玉，5

5　　5

1　G，8

60　75
25　25

　4

TO

　6

10⑪

　8

9⑪

1

7⑪

31

5

KS
畦

25

6

go

2

2G

1

59

i3

6

YH

2

24

7

？0

5

4⑪

4。5　6．5

85　9⑪
0．5　1

40　80
ま2　25

　8

TO

　4

40

　8

7⑪

　2

1⑪

玉．5

90

28

　9

雪0

　3

1eo

　7

9G

1．2

9G

33

Character　species　of　ass．：

　　εα1病949’oηα

∫α1跳。加θ刀。η2θZo∫4θ∫

Differential　species　of　“nder　讃nits：

　　Co膨α5μ脚ごノマθη5∫5

　Mo5zαρ姻αμ1α∫o

　勿oor∫∫2η‘加∫o

　　∫f8ηαo∫∫∫α朋鰍5

　D麗ご傭ηθoo切・30励。

　βro徽∫ρoμo解or螂

　　1）oααα・01θ㍑oo

　　Gむ伽ε・ηoκssp．吻。

　　∫0励鐸0μ5rα08η10．∫o　ssp．5∫召わ。励αηO

Species　oま『　記籍e　Sa！ice記ea　sachalinensis：

　　∫o～∫x1ηrθ970

　　勘〃κ頭加9’1∫5『

Co孤panio漁s：

　1）力。！αr∫3αノ・μη4加ooεo

　　∫01∫ぬgoαzごゴ∬筋。

　．4πθηおゴα加罐oo

　　GαZ∫紛贋ρμ～勧1va罫，θ0励05ρ8r脚η

　オgrρρツroη醜た励纏52　vαr．ぴαη5吻3

　　Ro50η泌｛ガoro

0θηα融θ1αり傭。α

Pα海。雄ηδ∫5μZo磁〃η

滋0妙α勧θ∫う漉臓∫ovar．砂〃脚∫030

εθぬη2δμ」う乖r～捌

8彪♂zα勲oq耀∫co

P8r3’oo漁ゆ。酌⑳～∫o

CθZご’∫・9∫ηεη・蜘vαr．．〆4ρoη∫oo

ノ）αεゴθノ・1α500η4θη∫

7b癩5ノタρo刀∫oα

H媚ぬ∫ノ卿。η繊∫

Rμ’ηαoわ∫μ∫の〃μ∫

Rα朋ηoμ1μ、∫oα班。η∫θη5∫∫

防。如αη9～｛∫∫⑳Zfo

冷1｛η9∫αノ卿。η∫oα

Roゆρ醇ηゴ’oα

Dθ∫，ηoゴ加η200忽αごμηz

c伽。’刀。’脚ηoα叩乃orα

αθ〃2如5彪r姻orα

ムyo伽20伽εη∫θ

Rμη燃ノρρo海。μ5

勘加ηα海加岬召ro

8ro海μ∫oα’加π∫o謀∫

C傭翻ρθηゴぬη1

群集標野種
　　カワヤナギ“　　　　　　　　　　　孚2　505　　5。5　　505

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　・　　・

　　アカメヤナキ『’　　　　　　　　　　「罫2　　圭◎圭　　2◎1　　ま魯叢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　…

下位群落区分種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリロの　ロコ　　ロコ　コココ　コココロリリのののののの　のロ　
　　オオアレチノキ“ク　　　　　　　　　翌i　董窮2　　102　　董◎2i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　イヌコウシ“ユ　　　　　　　　　　登≡十露2　　十〇2　　　÷　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　ヒカ“ンハ“ナ　　　　　　　　　羅i　＋　　　＋　　＋02i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モリロの　　ロ　の　　り　　　　リコけのコのびののいノ

　　ヒメシ“ヨ言ン　　　　　　　　　　　難　　　0　　　　÷　　　　。

　　ヘヒ　イチコ“　　　　　　　　　　嚢　　　紐　　　陰　　　9

　　キツネカ“ヤ　　　　　　　　　　　　難　　　3　　　　　　　　0

　　ミソ’馳イチ：ゴツナキ“　　　　　　　　難　　　鷹　　　　聯　　　　。

　　ツルマメ　　　　　　　　　　　　　　　難　　　駆　　　　騒

　　ニワトコ　　　　　　　　　難　　　　・　　・

オノエヤナギクラスの種
　　イヌコリヤナギゆ　　　　　　　　　　　「£2　　　躊　　　　◎　　　　÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　＋　　。　　・

　　タチヤナキ“　　　　　　　　　　　　S　　　　　　÷。2　　　÷

随伴種
　　クサヨシ　　　　　　　　　　　　　｝至　2。2　　2。2　　2轟2

　　セイタカアワタ“チソウ　　　　　　　　駁　　＋◎2　　÷◎2　　　＋

　　ヨモキ“　　　　　　　　　　　　　　銭　　＋鍵2　　　＋　　　÷。2

　　ヤエムク“ラ　　　　　　　　　　　　叢　　2◎3　　2◎3　　1“2

　　カモシ“ク“サ　　　　　　　　　　　蕪　　　◎　　　1噂2　　＋繕2

　　ノイハ“ラ　　　　S÷82102　÷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩　　。　　÷　÷・2

　　セリ　　　　　　　　　　　　　　琵　　÷轟2　　重02　　÷

　　ヌカキヒ　　　　　　　　　　　　　　｝至　　1琶2　　十。2　　　6

　　ヒナタイノコス“チ　　　　　　　　　H　　182　　　　　　÷92

　　コモチマンネンク“サ　　 H÷綱2茎豚2192
　　ウシバコへ“　　　　　　　　　　　　H　　　g　　　＋◎2　　　0

　　オオイヌタデ’　　　H。　＋　9
　　エノキ　　　　　　　　　S　。　　＋　　÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　・　　・　　。

　　ヘクソカス“ラ　　　　　　　　　　H　　　◎　　　　　　＋翻2

　　ヤフ噂腫シ“ラミ　　　　　　　　　　　H　　　◎　　　　墜　　　÷。2

　　カナムク“ラ　　　　　　　　　　　　｝1　　　　　　　　　　　　。

　　エソ　ノキ『’シキ”シ　　　　　　　　難　　　　　　　。　　　　0

　　ケキツネノ本“タン　　　　　　　　　難　　　　　　　陰

　　ヤハス“エソト“ウ　　　　　　　　　　聚　　　　　　　十〇2　　　。

　　オニタヒ“ラコ　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　 6　　　　＋

　　イヌカ“ラシ　　　　　　　　　　　薮　　　　　　　＋　　　価

　　ミソナオシ　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　。　　　　＋

　　クスノキ　　　　　　　　S　　　　＋　　÷

　　センニンソウ　　　H噂　＋十腰2
　　クコ　　　　　　　　　　H　・　　・　　。

　　キ’鴨シキ「噺シ　　　H・　。

　　ムクノキ　　　　　　　　S　。　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　。

　　イヌムキ“　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　◎　　　　“

　　タカアサ“ミ　　　　　　　　　　　　｝玉　　　鯵　　　　8　　　　馴

5・4　5・5
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÷
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Cardamineflexuosa

iris ensata var, spontanea

Bidensfi'ondosa

Ligustrum obtusij?)lium

Aster ageratoides ssp. ovatus

Rumex acetosa

Carex morrowii

Dttchesnea indica

Acllj?ranthes bicientata var.J' aponica

(lynostemmapentap]ryllum

Cayratia.1aponica

71eucriuin viscidum var. miguelianum

Klalopanax pictus

Erigeronphiladeiphicus

Ch"tica thunbergiana

uaignoliapraecocissima

Callicarlpaloponica

Persicaria thunbergii

Phragmites australis

jvacrostegiurn vinjinewn var. polystacltyum

Carex maackii

Loiiutn muitijiorutn

Stellariameclia

Lapsana humilis

Poa sphondylodes

Commelina comrnunis

V/leronicapersica

Potentilla sundoica var, robusta

7lrrexacum qz7icinale

Setariafoberi

Cirsiumotigopiryllum

Loniceray'aponica

Carex di,sT?alata

Arnbrosia trifida

Braclrypodium sylvaticum

li7ola verecundo

E;[luisetum arvense

7}'ij2)liumpratense

va'ola grpLpoceras

L,J,simachia,iaponica £ subsessilis

Cardlius crispus

LeonurusJ'aponicus
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巌3． シξ麗ヤナギ嚢馨集　　§甕三三C¢宅雛観　3¢SS｛疑灘S重＄

Seria！　職0，＝

衆eleve糞0．＝

S〈1し肇are　size（㎡）：

垂｛ei墓ht　of　tree　！ayer（皿）：

Cover　of　tree　！ayer（％）：

｝｛e三ght　of　subtree　layer（翔）：

Cover　of　sub宅ree　layer（器）：

疑eight　of　s益rub　layer（皿）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

王｛eigh£　of　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer（箔）：

興導難ber　o至　species二

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

鳥木層の高さ（皿）

高木層植被率（％）

亜高木層の高さ（m）

亜高木層植被率（％）

低木層の高さ（稜）

低木層面被率儒）

草本層の高さ価）

草本屡植被率（紛

出現種数

1

S養

1

40

6

80

2

30

1

4G

I9

2

S授

7

40

　7

9⑪

　2

隻G

G，8

20

13

3　　窪

欝0　観0

2G　37
圭50　3⑪

三2　12

90　7⑪

7　　8

30　逢G

2　2．畦

5　7G
玉　1，5

9G　70
玉9　22

5

躍0

玉5

25

　8

8⑪

　3

30

G．8

5e

43

　6

S醤

22

1⑪⑪

14

70

7

S醤

12

32

8

S賛

19

16

王2

70

　　　　　8

　　　　　70

3　　2　2．5

20　30　40
0．8　玉，5　1

80　8⑪　80

27　37　38

9

醤A

4

64

｝G

醤A

1夏

3⑪

玉3

？o

圭0

75

3　3．5

20　6⑪

1　0，3

80　5⑪

2⑪　25

玉1

鐸A

15

200

16

85

1⑪

30

　3

29

　1

8e

22

C轟aracter　species　of　ass．：

　　∫α！∫κ1召∬oεη3欝

5αz’κ949崩o

Dif∫ere捻tial　spec重es　of　u轟der　雛aits：

　赫5・ご。班加5．蜘θη5為・

　　C召103伽∫01わ1c翼雌～｛∫

　ムααμoo加蔚。αvo，・．功4ゴ。α

　　0ρ1～5肥ημ∫姻4μ10∫グb〃μ∫

　加5θ刀∫伽var．5ρ傭伽8α

　　7br闇闇。η∫oo・

　　Gα～伽2・騨r傭V訂．θ・肋・8ρθ〃η0η

　　αθ0加〃～動醜鷹θαvar．　grα励3

Species　of　the　Salicetea　sacha！ir｝e爺sis：

　　εα奴加’θgrα

　　∫αz鱒μ夢’091～’5

sαz∫κ5αc加Zf刃θη∫∫5

Co醗panions：

　渥r∫εη2ノ∫∫αfη4∫oo

　Ro5αη3μ岬orα

P加10r∫∫αrμ刀ゴ∫ηαoεα

Morμ5・oμ5ケα’∫5

Rμη28κo伽∫｛繰μ5

Pεr5∫oα仲町4肋ε轡ノ

魚η2蜘卿ρoη∫αイ5

ε’の・05α刀9μz伽3

E脚∫θ伽歪αノ噛vεη詔

β漉η3．か。帽050

∫ごθ襯α∫5αηημ鰐

オ’ηρψρ5∫ぶgZαηゴμZO30　var．纏θr9ρ妙JJo

Roημηo蜘55πθr｛や〃～｛5

脇30職工∬αoo加r｛β02雇μ5

Cか。αθα耀。〃ゴ5・

0εηo渤εノ。り。鷹α

30ηめμoμ∬∫θわ01ゴ∫αηo

ム4’α『0∫∫ε9加η吻∫ηε雄ηvar．ρ0加∫0吻・μ〃2

ノμg伽∫o〃α渤鈎1∫o

Co〃ηηθ加αωη1ノημ刀∫5

濯〃か。∫∫oケ伽。

群集標徽種
　　シ巨ヤナギ

カワ竹ギ

T1　・　　・

T2　・　5・4

S　　・　　・

丁玉　・　　・

T2　　5睦5　　1巳1

S　　・　　＋

下位群落区分種
　　ススキ　　　　　　　勲　　・

　　ツルウメモト“キ　　　　　　　翻　　　9

　　アキノノケ“シ　　　　　　　　H　　　o

　　ケチチ“ミサ“サ　　　　　　　H　　　リ

　　ノハナショウブ“　　　　　　　H　　　。

　　ヤフ“シ“ラミ　　　　　　　　H　　　6

　　ヤェムク“ラ　　　　　　　　K　　　。

　　カキト“言シ　　　　　　　　　難　　　駆

オノエヤナギクラスの種
イヌコリヤナギ“

タチヤナギ

オノエヤナギ

随伴種
　　ヨモキ“

　　ノイバラ

ク湘シ

ヤマグワ

エソ“ノキ　シキ“シ

ミゾソパ

カナムグラ

アレチ粥

スギナ

アメリカせンタ“ンク　サ

ヒメジ謡ン

ノブドウ

÷・2
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　q
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・　4・3　4・3

2・1　・　　。
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4・3　・　　・

　O　　　　　　　　o　　　　　　　　6

a

g

o

o

o

毒ツネノホ“タン

オギ

ミズタマソウ

セリ

ニワト3

アシボソ

オニグルミ

ツユクサ

材ブタクサ

S玉。2圭ゆ2ロ　。132
72　・　　・

S　董。2　。

T1　・　　・

T2　・　　。
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H
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H

S

H

｝1

錘

薙

二

二

套

薮
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S
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H
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Robiniapseudoacacia

 Ach},ranthes bidentata var, tomentosa

 Pileapumila

  Y?'ola verecunda

 Rubia arlgyij

 Stellaria aquatica

 Duchesnea cht:ysantha

 Acbyranthes bidentata var.J'aponica

                                     m Houttttynia cordata

 ,Ei7aeagnus umbellata

 Lespedeza cuneata

 Salix chaenomeloides

 RuniexJ'qponicus

 Carex dispalata

 Persicariagapathijblia

 Phragmites austraiis

 Pil?steriafioribunda

 Aster ageratoides ssp. ovatus

 Boehmeria sylvestrts

 6lycine max ssp. sQi'a

 Pueraria lobata

 AlbixiaJ'ttlibrissin

 0enothera biennis

 Persicariaperv2)liata

 Amocphafruticosa

 Clinopodium gracile

 Ranuneulus cantoniensis

 MetothriaJ'aponica

 Gramineae sp,

Nza1 tw6!)ts Other companions: Serial

Agropyron tsukushiense var. transiens
K-+-2, Persicaria hydrQpiper Vk"97"
Soliclago gigantea tt7VS"fVO K-le2,

bracteeata ssp. edgeworthii var. '
Xtr" R-+"2, Lycopus maackianus tXYn*
Rafiicum bisulcatum ShR" #-+,

H--i, Agrimonia J'aponica WIX"ti H-i,

gracilistyla *1?fV S--, dactylis
a2atus f. ciliato-dentatus lvl;' S-ls2,

H--ls2, Celtis sinensis var. J'aponica
verecuncia hXl'if"Oi S-+, Cerastium

Cornus controversa l'X"i S--lel, Clarex

Dumasia truacata 7ijiffr" #--+, Fbstuca

J'aponica var. uzensis trdSF"lj fi-+,

ixeris dentata :h"t #--+, fthynchosia

if"fii H-i, darex stenostachys var. i

spinosus Vv"li" X--+, 8: Elatteuccia

AlielJodendron amurense $AY" S-lel,

(2alium trifidum var. brevipeduncvlatum
itYt]""if H-le2, Paa acroleuca ;'V"

Y" tlte" g-le2, ,¥anthium occidentale
Stellaria media A]'N" H--+, Lamium

gibba ?XOif H--le2, Eypericum erectum
ff-+-

:k7ittz7

tte61]x"f
7k l･ X"

iy*"xl･tr

7h4

"YjUA"

At"E11.
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       no.2 crispus"A"i"ixi"Yg-･+,AgrostisalbaiXite"ifK-+,
        hW"" darciamifieflexuosa9*'YtrA"tH-+,lrispseudacorusi)s"7"
       ff-+,4 platyphyllaXl"dilijH-3e3,Impatienstextori''7V]*YOff-2e2,
     Viburnum var.obovatifoliumxTJbA"1"zk"H-lml,5:Amphicarpaea
    Japonica S--le2,LoniceizamorrowiiW}"7*"eS-le2,darexmaackiiVh"l'
      H-+e2, scandensMYhX5H-ln2,MetapJexisJ'aponicah"de1{ff-1,
Rersicaria longiseta 6ptS7" H-}, Rumex acetosa XKA" H-+, Vitis coignetiae ij?7"F""

       Geranium thunbengii tr"Ylits"i H-÷, Dioscorea tokoro 5jm H-l, SaJix
    glomei;ata htt"V H--÷, Re}if]outria sachalineflsis MdSF")J g-+, 6: Euonymus

         Akebia trifoliata ;'7n"7trt" H-le2, ;(iola keiskei £ okuboi tsvjW"Xl'V
       xli S-lel, Sbliclago virgaurea var. asiatica 7iliVYY9 H-+e2, Prunus
   hoJosteoides var, angustifolium l';'M"if K--1, flOvenia dulcis try*etY H-+, 7:

       fedJ`a var, miyabei t'Lu-}"Jltr" H-+e2, Cocculus orbicuJatus 7)t:tOt"i7Y" ff-+,

      arundinacea k:bYthfi･lj g-+, Aspienium incisum MftV9" H-+, Reynoutria
    Aruncus dioicus var. tenuifolius W7'L$YyOv H--+, Aralia cor{tata "5" H-+,

      acuminatifolia FW7/ R--+, Rhus trichocarpa WOJYY ¥-+, Prunus gravana 091X"
     kegamiana :W$Y{YY"Xfr" g-+, Brassica J'uncea kdl"hiYf ff-+, Acantkopanax

     struthiopteris "ifYi7 g--le2, Gynostemma pentaphyHum 7vf?v"jY H-le2,

     Persicaria sieboldii 7W"ti"7hl' g--+s2, Sedum bulbiferum ]Vyy*yO"g H--1,

         *YA"7g7i"Afi"i H-÷, Rubus parvifolius tVYndf]" H-1, 9: darex aphanolepis
   (fi"vtg H-ie2, Cirsium pendulum Yh7if"} H'+, le: Qphiqpogon planiscapus ktA"
      tStteR #-+, Plantago asiatica ttA"] H-+, YOungia J'aponica t;elt"ii H-1,

   purpureum tltF"ij]Ve #-+, ll: fotentilla centigrana tAtUfi" H--2e2, darex
      tFi"ijYe H-+e2, Carpesium abrotanoides W"9Ni g-'le2, Viola mandshurica x}Y
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Serial　no．：

Releve　no．：

Sq緑are　size（㎡）：

Heigh士　of　tree　三ayer（m）：

Cover　of　tree　layer（％）：

霞eight　of　s狼btree　layer（m）：

Cover　of　subtree　！ayer（％）：

Hei墓ht　of　shrub　！ayer（m）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

Hei墓益t　of　herb　layer（田）：

Cover　of　herb　layer（箔）：

酋umber　of　species：

通し番号
調査番号

調査面積（㎡）

高木層の高さ（m）

高木層植被率（錫）

亜高木層の高さ（の
亜高木層植被率〔％）

低木層の高さ（m）

低木層植被率：紛

草本層の高さ（m）

草本層植被潮％）

出現種数

1　　2　　3

T8　TE　TE
1　　？　　14

120100120

10　10
80　90
1．5　2．5

5　　20

0，6　1

70　80
2韮　21

7

90

2

10

1

70

22

4

TE

5

40

　8

70

　3

20

0．7

80

29

　5

TE
10

18G

14

90

　8

　5

互。5

　5

1．3

80

30

6

TE

3

16

90

2．5

5

0．8

80

27

　7

TE
I5

400
15

90

　6

2G

　3

30

　1

60

33

8

FJ

11

32

12

90

　2

10

1．5

70

39

Character　species　of　ass，：

　301鱈θノゴ∬α⑳z緬

50zな9～～9廟・

Species　of　the　Salicetea　sachaline【三sis：

　3α！細μ妙49だ∫5

　s燃θr’・・α脚

Companions：

　オ9凋ρアro月四二ノz謝5εvar．鱒灘纏∫

　，4汀θ槻3∫α加罐oρ

　70r∫」碑召ρ傭oo

　　Gα～∫z‘〃りρ締‘加var．80伽05Pβη刀0刀

　30々幽goα～ご∫∬伽α

　Ro∫α槻4～娚orα

Coηy川州〃～αぴ8槻5

So’αηz捌η19／wη

3∫θ1～α舶α91｛α’∫・α

Pαη∫α〃刀う∫∫厩。αfμ’刀

勘∫鍬。αραノツ191z捌。

加乃燃・η如ρゴ伽

0εηα班ん8μα刃∫・o

勝闘εプ。仰。脚0

0κoZ甜ooη7’o麗Zα如

勲α’0∫∫ε9∫Z｛〃2吻∫ηθ㍑’ηvar．　PO卿α・1脚η

ル毎・乃廊∫加伽2宮が

R翼切θκαoθ’05α

3’θηαo∫颪∫α朋z擢∫

．40加r朗’加∫δ～鹿泌0忽varぽ0解θ班0∫α

β漉ηぶ加π伽。

！1〃㌍んfoαηワαεαわrαo’εθα’ζ～ssp．ε㎏εwor∫ん∫∫vακノ解。η∫oα

Pθ虚。αr忽∫ε班∫oo3α

魚脚z磁3仰。η∫粥

P肋1αr’5απ‘層加αoθα

M∫504η’舷∬加6刀31∫

38’朗αルろθが

C伽9ρ0訪’㍑ηZα油803’0漉5

灘θ痂∫1αα㌍〃α”∫ε

38ぬ励μzう鉾削溺

掬ρ’‘四脚∫79㈱瑚

防・1ααη9！‘∫⑫Zf・

Mo∫1αゴ∫副訪θノロ

Pε’密。朗αzμρα馬面Zfα

躍v8ηαμ㍑o

Dz励θ5ηθαo乃那α班加

Rz‘溺αoう聰の幡

ゐ∫9贈w〃z‘oノぬ溺

Cθ媚がμ〃」乃・1・5’80漉3var．αη8襯グb～海班

Cθ！α霊朋orδ∫oμ」ρ∫μぶ

群集標徴種
　　ココ“メヤナキ“　　　　　　　　　　Tl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　カワヤナギ“　　　　　　　　　　　　T2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

オノエヤナギクラスの種
　　好ヤナギ　　　　　　　S

　　シ“ヤヤナキ“　　　　　　　　　　　Ti

随伴種
　　カモシ“ク“サ　　　　　　　　　　　H

　　ヨモギ　　　　　　　　H

　　ヤフ“シ“ラミ　　　　　　　　　　　註

　　ヤエムグラ　　　　　　　H

　　セイタカアワタやチソウ　　　　　　　H

　　ノイバラ　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琵

　藩漆アレチノキ“ク　　　　　　　　駐

　　イヌホオス“キ　　　　　　　　　　H

　　ウシバコへ申　　　　　　　　　　　H

　　ヌカキビ　　　　　　　　H

　　ト本Φシカ“ラ　　　　　　　　　　　註

　　コフ“ナグサH
　セリ　　　　　　　　　翌

　スイカズラ　　　　　　　駐

　カタバミ　　　　　　　H

　アシボソ　　　　　　　H

　　タブノキ　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

スイパ

ヒメジョオン

ヒナタイノコス“チ

アメリカセンタ“ンク“菅

ヤブマメ

ママコノシリヌク“イ

カナムグラ

ク狛シ

ススキ

アキノエノコ目ク“サ

ケアリタソウ

カワラヨモギ

コモチマンネンク“サ

マメク“ン1ベイナス“ナ

ヤハスやエンドウ

ヒメジソ

廟イヌタデ

カラスムギ

ヘビイチゴ

エソ“ノキ“シキ“シ

トウネス“ミモチ

ミミナグサ

ツルウメモド峯

H

縫

H

H

H

七

口

H

H

H

H

琵

駐

H

H

H

猛

慧

駐

H

S

猛

B

T2

S

5・4

　0

2・2

　0

÷。2

1・2

＋。2

卜2

1。2

1。2

　陰

重・2

　0

　9

1。2

　十

3・3

　÷

＋・2

1・2

1・2

＋・2

　0

o

o

o

　o

÷・2

o

　駒

1・2

　◎

9

9

o

o

o

o

o

◎

9

9

◎

o

◎

　9

5・4

1・1

　0

o

o

　斗

＋・2

÷・2

　÷

2。2

　÷

2・2

2・2

1・2

1・2

÷・2

2・2

　十

　〇

o

o

o

o

o

十

〇

o

o

　o

＋・2

　◎

o

　十

　十

　÷

÷。2

　千

　，

o

o

9

o

o

o

◎

o

o

，

o

　9

5。5

　0

1・2

　÷

2・3

3・3

＋。2

f・2

　0

÷・2

　十

1・2

＋・2

÷・2

　D

1。2

÷。2

　◎

θ

◎

◎

　o

　十

　÷

1・2

　0

D

÷

o

o

o

9

◎

　9

1。2

1。2

◎

◎

o

9

o

o

　0

4・3

　0

2・2

1。2

o

o

1・2

1・2

1。2

2・2

2。2

　÷

　十

1・2

1・1

レ2

1・2

　0

塾

9

　o

　十

工・2

　0

　D

　÷

　÷

＋・2

　十

1・2

　0

o

D

o

÷

÷

÷

9

o

　9

÷・2

　十

　÷

　÷

　o

　÷

　o

9

o

5。4　　5。4　　594　　3・2

　0　　　　　　　　晒　　　　　　　　o　　　　　　　　o

2。1

　0

o

o

　十

1・2

1・2

重。2

2・2

　÷

　，

2。2

　÷

÷・2

1・2

隻。2

1・2

　0

　÷

千・2

　0

o

÷

÷

十

層

目

o

o

÷

o

o

●

●

　o

＋。2

　十

　÷

　●

o

◎

◎

9

■

　9

　十

2。2

＋・2

9

9

9

o

2。1

　9

十

1・2　÷

2。2　斗

1・2　÷・2

1・2　2・3

2・2　2・3

卜2　圭・2

　9

　十

　壷

重。2

　0

　o

　十

1・2

　駒

レ2

1・2

　÷

　o

　◎

＋。2

1。2

　0

＋・2

　9

÷・2

　◎

9

o

●

o

験

9

　o

÷・2

　÷

　o

o

十

●

÷

o

o

　｝

1・2

1・2

1・2

　9

　十

1・1

　垂

　十

　9

　÷

　o

験

　o

÷・2

1・2

　0

ゆ

。

●

●

o

，

o

o

9

9

o

◎

o

o

　十

2・1

＋・2

＋。2

÷・2

　0

o

験

。

◎

o

÷

◎

9

◎

十

◎

o

o

9

o

　o

　十

　◎

　千

÷。2

　÷

　●

2・2

÷。2

　0

o

9

o

o

　◎

＋・2

　9

o

o

9

o

ゆ

。

　9

1・2
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　（7Zθ’刀α百ぶ∫87？2興orζ7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センニンソウ　　　　　　　　　　　H

　Cθ～々55f”θη5∫∫var，ノζ㌍oη’oα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エノキ　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

　M葡。αη訪鍵3αoo乃ζぴグZoノユ偲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オギ　　　　　　　　　　　　　H

　cαrα叩乃αηoz解孟9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エナシヒコ“クサ　　　　　　　　　　H

　．4了う～αgz‘肋。砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アケビ　　　　　　　　　　　　H

出現1圓の種Other　co即anions：Serial　no，1：∬xθrfs　dθわ1エfs柑ジシノ、“州一＋。2，

漂s亡θragθra亡。ゴゴθεssp．　エθ」（4）117エヱど」sシ一斗メナH一÷，　3：飽エエ。亡αs　ブ∂poη1cαsアカ一員“

0θno亡力θra　エacゴη1∂亡aコマツヨイク“サ｝董一÷，　0εno亡ねθr∂　bゴ（盟ηfsアレチマツヨイク“サf｛一＋，　5：

chゴno　var．　y∫rfdjsネ号“サS一÷◎2，　r4r亡θ沼1sfa　ブapo刀1caオトコヨモギ“　三一＋。2，

∫～αわノa　∂㎎71　アカネ　猛一＋，　6：　！i劔）θ10psfs　glaηdロエosa　var．

7：　乙19αs亡rμ加ob亡りsffblfロ伍イホ“タノキS－1。2，　蔽croε酋θ9∫z2加ゴaponfc又貸渉サカ“ヤ猛一÷。2，

ゴapOη1（逡　オニタヒ“ラコH一＋，　ムソcor∫s　radf8亡∂ヒカ“ンハ“ナH一÷，　梅01茎亡Sθa　sθrゴCθaシロタ“

イセンH一十，　8：Pロθrarfa　lo～碧孟∂クスδ　S－1。2，　　王｛一202，　恥りjsθ孟甲子ar貯ηseスキゆ

ム01i雲紙伍αエ亡ゴfエorα忽ネス“ミムキ“　嚴一192，　Sfcyos　aη9μエ∂亡ロsアレチウリH一÷。2，

sc∂n（fθηsヘクソカス“ラ｝｛一＋。2，　πbわ1ηja　psθμd（逡（旭c1∂ニセアカシアT1－1。1，　S一÷，

ノz／913ηsaiエaηオカゴfと）1f∂婁ニク“ルミS一÷，　飽オ∂Ple渥ゴsゴaρoηゴ。∂カ“カ“イモH一÷，　勲）εa

COJ｝910摺θra孟ロSアレチキ“シキ“シ1｛一÷，　0エycfηθ醒∂κ　ssp。　εqノ∂ツルマメ　壬｛一十，　！4左θわゴ∂

イヌワラビ“　H一｝，　オ忽わrosゴa　亡rffjd∂オ重フ“タク号H一＋，　1訪ひSゴ∂vaηfc∂var，　r（＞xわεf㎎ffヌルテo

9

o

9

o

◎

o

o

o

◎

9

9

9

騨

o

9

o

◎

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シワH一÷，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＝冶rθx　（ゴ。η∫aη∂シラスケ

　　　　　　　　　　　　　淫S亡θ1闇agθ禰亡of（ゴθs　ssp．

力θ亡ε1』σρねyエ1aノブ“ドウS一÷。2，

　　　　　　　　　モ陸＋，

　　　　ナH－1・2，

OgrηロS　1η∂cropね」1エ1∂タマノミス

惚贋θmcaエエfε

　　　　　　　理fc11αraf∂ηaテリハノイハ

　　　　亡τ∫fbエfa亡aミツハ　アケヒ

。

，

，

o

o

，

o

◎

，

，

9

o

　÷

里畦

　9

D

●

＋・2

　9

　◎

2・2

圭。2

÷・2

o

　÷

圭・2

　÷

レ2

旋∫9θroη　ρ17」1∂dθエPカfcαsハルン“オン　H一十，　2：

　　　　　1～α耐θx　．ノ∂ρ（坦」foロsキ“シキ“シH一÷，　4：

　　　　　　　　　　　　　“　H－1脇2，　P1θfoδ1∂5亡αε

　　　　　　　　　　　　oyaむαs　ノコンキ“ク駐一÷92，

　　0ρhfOP㎎oη　ブ∂ρoηjcロsシ“ヤノピケ“　H一＋ゆ2，

脆dθ旧　抽。のわeaキツ“タ　昌一｝，　｝bα㎎ja

　　　　Zr1孟。η」∂　crocos麗efZ　oraヒメヒオウキ“ス“

　　Cfr（珍e∂　醒。エ1jsミス“タマソウH－1。2，

　　　　　　　　　　　　“毒S一｛一◎2，　1葱edθrゴa

　　f『αエy∂var．　10ηgf亡α～）a　ノカンソ“ウ　H一÷，

　　　　　　　　　　　　　“ラH一÷，　1～θ摺ex

　　　　　　“　“駐一＋詔伽rゴ召鯉∫poη1cα加

註一＋，　君oa　SP1！ondン10｛ゴεsイチコ“ツナキ“　H一｝．

嚢7．ドクウツギーアキグミ丁丁Co践訂io遺1＆囎就獺u麟罵籠畠捻e

Serial　no．：

Releve　no．：

Square　size（㎡）：

Height　of　shrub　layer（皿）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

蓋｛ei墓ht　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　herb　layer（箔）：

想掘ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査雨積（㎡）

低木層の高さ（m）

低木層植被率（％）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（紛

出現種数

　玉

S四

9

25

3

ge

1

70

23

　2

TE

　8

36

4．5

80

G．5

7G

2G

Character　species　of　ass．：

　　E～α809ηπ3μ励θzzα’α

Co醗panions＝

　　Ro5α〃～μ！姻。ノ噛α

　　．4π召用∫∫ガ。功認ω

　　Cθ」α∫微∫orう∫oμ1α飯∫

　　R翼うゴ。α㎎y’

群集標徴種
　　アキグミ

随伴種
　　ノイバラ

　　ヨモギ

　　ツルウメモト“キ

　　アカネ

S

S

蕪

薮

H

4・4　4・3

1・2

1。2

1。2

圭・2

　十

÷。2

1。1

　十

出現1回目種Other　co皿panions：Serial　no．　Lβ凹ss1（濯知ηceaセイヨウカラシナ昏3・3，
、4紐Olpねa　frα亡ゴcoεa　イタチハキ“　S－2駆2，　1～Z」わ召s　pary∫folfαs　ナワシロイチゴ“　難一292，

（冶1a澱∂gros亡fs　印1gθ103　ヤマアワ　H－2。2，　乃即θ10psfs　g18η｛ゴμ10sa　var．　カe亡θrOP々ylla

ノブ“卜“ウ　S一心。2，　S亡θηac亡f5　aηηロロs　ヒメシ“ヨオン｝｛一玉◎2，　遼8エ『os亡1s　81～沼　コヌカク“サH－1◎2，

想ゴscヨη亡hμs　sfηθηsfs　ススキ　｝至一圭。2，　Cb」！y％　5u1ηa亡rθηsfs　オオアレチノキ“ク　H一玉・2，　0θηo武力θ■ヨ

わゴθηηfs　アレチマツヨイク“サ蕪一＋繭2，　00〃～π1θエ1ηa　co切〃～μηf5　ツユクサH一＋ゆ2，　Lθ叩θdθzヨ　cびηθ∂オ∂

メト“ハキ“　｝｛一÷，　5≧）fraη亡ねθs　sfηθηsfs　var．　∂沼0θηa　ネシ“ハ“ナ　H一＋，　1～ロ〃～θx　a¢θ亡OSθエ1aヒメスイ

ハ“ @H一＋，　静pθrfcμ醒erec亡ロ加　オトキ“リソウ　H一＋，　1）1aη亡力μs　5曜）erbαε　var．　10η9Σcalycゴηロs

カワラナテ“シコ　H一幸，　梅エ。亡ねrゴa　ゴ∂ρoη1（碧　スス“メウリ　H一÷，　Sヨ紐わロ。りs　race配osa　ssp．

sfθboエdゴ∂η∂　ニワトコ　｝至一＋，　2＝　距s亡ロ。∂　parvlg1り㎜　 トホ“シカ“ラ　｝｛一2◎3，　5ヨ1∫x　gfエ9∫af1∂

カワヤナギ“　S－2。1，　Soエf〔拍go　aエ亡ゴss1㎜　セイタカアワタ“チソウ　｝｛一192，　6召11ロ忽　母）ロrゴα皿　var．

ecねゴηOSζ）θ㎜oη　ヤエムク“ラ　｝至一1魯2，　092rヨs亡1む暇～holos亡θof（ノθs　var，　∂η9μs亡ゴfbエfμπ～　ミミナク“サ

歪｛一1◎2，　オs亡er　agθra亡01des　ssp．　oγa亡びε　ノコンキ“ク　｝三一1・2，　βfdeηs　pゴエos∂　コセンク“ンク“サ

藝一1・2，　SθdL～伍　わμヱわffθrαπ～　コモチマンネンク“サ　餐一÷臨2，　1】ヨnfcα紐　わfs【1エ（濯亡り摺　ヌカキヒ“　擁一＋，

飽Cカf1αS　亡1～αβわθrgf　f　タフ“ノキ　蕪一＋，　！垂8ropyroη　亡5α宮με1～ノθηεθ　var，　亡τ3f1Sfθηε　カモシ“ク“サ

蛋｛一十，　ErfgθroηPカfエa（ノθ1ρね1Cμs　ハルジオン　註一÷，　Sσ1a伍躍～η1gr｛2皿　イヌホオズキ　蕪一十，

（冶θηqρoゴゴα栩　a！πわrθsfof｛メθs　ケアリタソウ　嚢一垂，　Laζ）fdf㎜　yf確fηfcαπ～マメク“ンハ“イナス“ナ　H一＋．
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i

認
　1

藪5． タチヤナギ欝錨S麗icet獺subf㎎ilis

Serial　no．

Releve　no，

Square　size（ln2）：

Height　of　shrub　layer（醗）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

Height　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　herb　layer（％）：

醤ロ礁ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（躍）

低木鰯の高さ（鶏）

低本麿植被率（粉

草本麟の高さ態）
草本涯藪植被率（鑑）

出現日数

1　2
TO　TO

8　9
25　25

4　4
90　90

1　1
50　8⑪

11　9

3　4
KG　KG

24　26
15　玉0

4，54．2

90　80
1，3

3G　60

12　17

5

籔G

48

25

4

go

茎，30，6

　　　　40

　　　　13

　67891011了冠　　Y｝蓋　yH　　Y｝｛　Y｝玉　轟｛0

　4356玉G2225　　18　　20　　16　　2嘆　　玉6

4．5　2．8　3．5　　3　　　5　　　4

9G　　80　　8⑪　　7G　　90　　90

0，5　韮　1．2　董　　董　0．5

　53｛｝2⑪258020
16　　8　　11　　9　　王2　　iG

12　14
謳O　KA

35　12

24　4G
3．26．5

90　90

0．80．6

5　70
6　茎9

15　　圭6　　董7　　18　　19

KA　　◎蕪　　0垂｛　AB　　AB

韮重　　13　　15　　10　　2圭

32　　24　　25　　64　　25

6　5　4　5　5
80　　90　　90　　75　　85

0．80．80．50．70．7
80　　90　　80　　40　　40

19　　18　　23　　13　　玉3

20　21

AB　AB
圭9　圭4

25　24
3．8娃．5

6G　9G

22

AB
17

25

5

9G

L3G。90．3
40　玉G　2G

12　9　玉2

23　24
NA　湘A

I　3
30　4G

5　5
80　90
1．2至。2

70　90

29　25
Character　species　of　ass．：

　　∫α占κ5μけα9∫1∫5

至）1fferential　species　of　under　uai七s：

囎rq酬roη醜たμ∫乃彪鷹v訂．’rα細θη5

　　αθ伽用α乃θ4θrαoθαv飢grαη4f3

　　1）oααoro1θμoα

　　8α～∫x3αoゐα」掬θη3∫5

Species　of　the　Salicetea　sachalinensis’
　　sα～蹴9～Zg∫αηα

　　80砒θrゴooα避ρα

Co組panions：

　　∫）乃01α7ゴ∫o耀舷∫肥。¢α

　　Gα勧脚ρμr伽2var．ε0肋03ρθノ7ン｝0η

　　Rμ溺館ゴζψ0η∫α｛3

　　Pθr．豆。αr∫α伽ηわθrg∫∫

　　ε’θ110ノ’∫αα9μα孟∫oα

　　Co～’40η～漉θガ鰍05α

　　．4灘｝η15∫α吻ゴ～oo

　　Ro30η～～4’σ70rα

∫メμ〃π∠～μ3ノ⑫0η∫α4∫

0召ηαη’17召ノ々vαηκo

∫0～∫4α90α1’∫∫∫∫〃κ～

！歪0妙rαη∫んθ3Zガ48刃∫α∫αvar．∫01刀禰η’03α

Rμ〃1斜0δ～μ3グわZ∫μ3

7bノブ」∫3ノζ甲0η∫（7α

Pθ2’3∫6α’プαゆ励の11α

Rαη㍑ηoμ1z430α班。η∫θη313

M810’乃がα∫6㌍0刀∫0α

みyOOノゴ．∫rα6～’α∫α

砂。’μη～o；7か7θη36

∫∫θZZoがαη1θゴ∫α

M∫500η〃7zム95αoo乃or｛βorμ3

群集標徴種
　　タチヤナギ’　　　 S4033・35043“35窃44044◎43。34駆35・荏5045曽45鱈55騨45・45・55・54◎44◎32◎23632・2403
下位群落区分種

　　カモシ　ク　サ　　H・9・5355・o
　　カキドオシ　　H鋤・・6鵬03駆陽
　　ミソ　イチゴ’ッナキ　　H・9・繕魯礎唇・侮

　　言ノエヤナギ’　　S。・。500。◎g
オノエヤナギクラスの種
　　カワヤナギ　　　　 S2・11・2・　碍　5202玉622・3。
　　シ“ヤヤナキ　　　S。劇・2魯2駆“窮衡豚
随伴種
クサヨシ

ヤエムグラ

キ　シキ　シ

ミゾソバ

ウシハコベ

タネツケハ“ナ

ヨモギ

ノイパラ

撃払グラ

セリ

セイタカアワタ　チソウ

ヒナタイノコス1㍗チ

エゾ’ノキφシギ聰シ

ヤフ　シ　ラミ

才オイヌタテ　

ケキツネノポ噛タン

スス　メウリ

ヒカ“ンノベ’ナ

クコ

ハコへ“

オキ“

H

H

H

H

H

H

H

S

H

H

H

H

難

難

銭

H

H

H

難

難

H

H

303　303　2022523憾3
÷

9

o

÷

6

　o

玉・2

　5

◎

÷

o

9

◎

繕

o

o

　　　臼　　　　　　o

・　千・2玉・2

　　2・22・3

o

o

o

9

9

　⑳

1・2

　5

羽

繕

8

o

　◎

1。2

　o

千。2

1。2

o

櫛

。

十

働

o

9

十

◎

蓋・2

　◎

　十

　綿

捌

。

千

o

o

豚

　0

2・2

　0

o

十

　十

　十

圭・2
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Persicaria hydropiper

Ccu)ratial'aponica
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Lolium multij7orum

Seduin bulbtferum

Eguisetum aivense

Ampelopsisglandulosa var, heterop1rylla

Panicum bisulcatum

Bidensfi'ondosa

Phi`agtnites australis

Ybungialaponica
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Clinopodium gracile

Tradescantia.fluminensis

Acbyranthes bidentata var. J'aponica

Latniumpurpureum
Sicyosangulatus
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Astragalus sinicus

Lapsana humitis

Carex aphanolapis
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tiiXl geOtw Other companioRs: Serial no. 1: Lepidium virginicum vXP'"YAVtX'"t H--+, Chenopodium ambrosioides tr7ij"YV H-+, 2: Juncus efflusus var.

decipiens i H--le2, Aster subulatus *V#"" }l-÷, 3: Glycine max ssp. soJ'a 7jYyX H-ltt2, Actinostemma lobatum :"V"IY H-1, 4: Carex dimorpholepis 7k"tlbl

ff-+, ibtentilla sundaica var. robusta t"t'N6f)" H-+, Lysimachia J'aponica £ subsessilis it,Xt" R-+, Boehmeria J'aponica var. Iongispica W"?1 g-1,
Geum J'aponicum 9"d]Y70 H-+, 5: Deparia taponica YtsYY" H-+, Cryptotaenia J'aponica l'Vii" H-+, 6: Aicsla dianthera tXY"V H-+, Digitaria ciliaris XtYji"

H-i, Cyperus eragrosh"s XVtrYh`LVV,} ff-+, Sisyrinchium atlanticum :9k"Yg" ff-+, 7'rifolium repens Ya7Xett H-l, Oenothera laciniata ]v'7zGe"if H-1, ll:

RBederia scandens tNOVitX"i S-le2, R-i"2, Rorippa islanclica Xhi'PJ"*"V H-'l"2, Iris pseudacorus 4SisV7" H-i, 15: Pilea pumila 7)tl'J<" H-+e2, DigJ'taria

violascens 7VtYA" ff-+, Rhragmites J'aponica 'YjYSY ff--+, ffedera rhombea }'Y"Y H-+, Plantago asiat/ica ttli"1 H-l, l6: Rumex acetosa X"N" ff-+, Itydrocotyie

maritima MF"pt H-l, l7: Salix integra ipt]'Jbeti" S-l"1, Salix gracilfstyla *]i'tt" S-+, l8: Trichosanthes cucumeroides hiXVij g-+e2, 22: Brassica
J'uncea keayOhiYt H-le2, Cerastium holosteoides var. angustifolium ;'l'tO"if H-+, 23: Bromus pauciflorus i'7*h"? g-le2, Cardamfne leucantha ]7uy7ij. H-1-2,

Juglans ailanthifolia t:O")Y;' H--+, Stenactis annuus ttv"BkY ff-+, Artemfsia montana ttlei" }{-t, Che]idonium maJ'us var. asiaticum aif10 H-a,

Gynostemma pentaphyllum 7?f?7'ilY li-l, 24: Circaea mollis IX'hSvVe, #--le2, Sasaella ramosa 7x"?if"ij H-+.



褻6． イヌコリヤナギ群纂（1－7），ネ認ヤナギ欝集（8－9）

蹴icetu圏inte飾e（1－7），穂1ice櫨幽cilis宅y1＆e（8－9）

Serial　no，

Releve　当0，

Square　size（㎡）：

Height　of　shrub　layer（皿）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

He更ght　of　herb　！ayer（皿）：

Cover　of　｝｝erb　layer（％）：

醤u皿ber　of　species：

卜し番号

調査番号

調査面積（㎡）

低木層の高さ（m）

低木層植被率（幼

草：本旨の高さ（の

草本層植被率（％）

出現種数

　1

AB

　1

25

3．8

90

圭．3

8G

15

　2

AB

　2

玉8

　5

90

1，2

70

16
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1G
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1，5

5G

ま2
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A3
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2⑪

2

8G
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5⑪

10

5　　6
階0　想0

玉2　　14

6　　25

1，8　4．5

75　80
G。5　0，5

40　40
10　24
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1，5
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0．5

40

24

　8

GO

21
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1，9
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G，5

1G
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　9

0H
11

墨6

1．8

80

e．7

4G

20

Character　species　of　ass，：

．，＆～〃κか7ご的gro

　　∫αz∫λ！∫ζ～017α〃ηξ3η∫∫5

Differential　species　of　りnder

　　βroO勿ク0ゴ勧〃2置アJvO々α〃η　va紅η1∫5θη4η歪

　　πηZOηウんαプ》μ∫∫00∫0

　　ノ）加η9’加彪ぶαμ5ぴα々5

　　R鍬刀εκ0う紐∫琢＞Z飯5

　　30〃κノθ∫30θ1∬∫∫

　　Pん’㎎〃が∫θ3ノゆ0η∫0α

　　ノ19プ05∫∫3αめO

Character　species　O重　aSS．：

　　∫α」病gノ’αo∫々5リノ～o

　　Go々雄ηΨμがZゼ〃z　var．ε0海∫澱0卿8〃刀0η

CO醗panions：

　　！4r’ε〃π5∫α～ηζノ～oo　・

　　Egμ∫58紐’ηαrレ8η58

　　λ4∫∫oαノ7ご1η｛3∫∫ηξヨ1？∫’∫

　　sα1’κ3μ酵｝’091～1∫

　　PんαZorノ∫ζη●μ刃。ケηθoθ0
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五）0眠り～1∫∫9～01刀θrα∫0
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Rμη三εκαoξ∋‘05επα

∬～4〃πイ～μ3ノ禦0η～0μ3

COη～η」召」ノアZα00〃2ノ，～μη∫5

　　　　　群集照込種

　　　　　　　イヌコリヤナギ“

　　　　　　　オノエヤナギ

mitドド位群落区分種
　　ヤマカモシφク　サ

　　イ好ハギ

　　ヨシ

　　エソ“ノキ“シキ“シ

　　シロヤナギ

　　ツルヨシ

　　コ効グサ

群集標徴種
　　ネコヤナギ

　　ヤエムグラ

随伴種
　　ヨモギ

　　スギナ

　　ススキ

　　タチヤナギ

　　クサヨシ

　　ヒメジ講ン

　　ノイバラ
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i＋　i・2
ニ

i2・2・

i嘆・4　1・2

　十

3・2

1。2
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王・2i・
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　　　・
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i2・2

÷ ÷　i
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1・2i
　　　…

玉・2i
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O　i

o

◎

駆

カモガヤ

セリ

アメ｝ノカセンタゆング辱サ

オ言アレチノキー’ク

ツルマメ

オオアワタ“チソウ

アレチマツヨイク“サ

ツボスミレ

ヒメスイノベ

二恩グラ

ツユクサ

出現1回の種Other　companions：Seria！no，圭：ρ肥遡r拍
ク”サH一＋22，　／1eκcrθηa亡∂　イヌッケ“　H一÷，　3＝　818e∂gθμs

韮｛騨十，　漂S亡θr　a8ε昭オ01dθs　ssp。　0㍑亡りS　ノコンキ　ク　1｛一十，　4：

（冶1∂四agl『osオfsρsθロ（ゴ。一ρhra即f孟θs　ホフスカ“ヤ　H一圭・2，

オニウシノケク”サH一÷聯2，　乃r引力raxoηねゴερゴdαε　コフ“ナク“サ　｝至一＋，　6：

亡ねびηわθ1召ff　ミソ“ソバ“　｝玉一1・2炉　蔽s（遡∫7むみαs　saccカヨrゴflor召s

ε亡8（ゴ1ys「fθderゴ　var，　1η亡θ㎜θゴ」i∂　イヌコ“マ琵一÷臼2，

本“クサ賢一＋，　愚∈｝亡ヨPl　exlsゴapoη1ca　カ　カ“イモ　琵一÷，

ρjpθ沼sσθηs　パフカ　H一÷，　7：　アrf角1　fり解repθ1！s

乃即カゴcarp嫁θ∂　わrヨC亡θθ∂む∂　ssp．　θゴ9θ好orオねノj　var．　　”

yθdoθηsゴs　カワラバハコ　難一＋。2，　Sfε9θsわθc設ゴa　orfeO亡alfs　ssp．

sacカ∂1fηeηsfs　言言イタト“り　霞一÷，　（冶θη（刀つ0（ノ∫こ」伍　a！bこ」加　シロサ“

ミミナク　サ我一十，　S亡ellar∫∂　凋θゴ」∂　ハコへ“　H一十，　Pθrsfc∂rノξ津

難鞠一ト，　κロ加切θroぽゴ∂　Sオ！ρこ」1acea　マルハ“ヤハス“ソウ　随一÷，　0ゴθη出力己JS

κaエゴ皿θrゴsyo配θη∂　ヨメナ　縫一÷，　g：　Persfcarfa　ねy（ゴr（坦fpθr

亡rヨηεfθηs　カモシ“ク“サ　｝至一1翻2，　∫～μ餌θx　japo【｝icus　キ“シキ“シ

sinicus　ゲンゲ　｝卦＋畠2，　Torilis　ゴ∂ρoηf（沼　タ7“シ“ラミ　｝歪一÷◎2，

加ひ1亡ffエorりπ～　ネス“ミムキ“　H一十，　臨39τos亡fs　ブaρoηfc∂　ココ“

7τゴ90f｝o亡fs　pθdαηcびエarΣs　キュウリク“サH一＋，　γfcf∂

0θ遡s亡fμ伍910忽θr∂亡μ贋　オランタφミミナグ’サ三一÷，　Oeηo亡1～θ1「∂

S

H

類

H

薮

S

H

K

S

H

H

難

慧

H

H

H

難

類

H

H

慧

印

o

o

1・2

＋・2

圭・2

1・2

　0

尋

　o

÷。2

　十

o

o

o

◎

÷

÷

o

6

9

o

o

o

o

o

　舖

1・2

　0

3・2

2・3

　十

　o

÷・2

十

÷

十

　◎

1・2

÷

8

6

o

o

9

o

o

王。2

　棚

2。3

o

9

◎

o

a

o

＋・2

　0

卿

÷

o

o

　　　　　　　　　　　　10b8亡∂　クス“　H－2嚇2，

　　　　　　　り加わθエ1∂亡8　アキク“ミ　S－1駆墨，

　　　　　　　　　％θ（ノθrΣa　　s（嫁ηdθηε

　　　　　貨ffθエfα伍　r6￥）θηs

　　　　　　　　　　ε8エ1x　gf　19ゴ8鴛∂

　　　　　　　　　　オキ「’　難一182，

　　　　∫㎎1∂ηs　aflaηオね」lfb1∫∂　オニ

淫乱君亡寿1μ珊　occゴ（ゴeη亡∂1θ　オオオナモミ

シロツメクサH一玉◎2，　Pεrsf（履rfa

　　　　　J∂ρ017ユ（濯　ヤフ“マメ　疑一÷睦2，

　　　　　　　　　　　　glaわrθScθηs　コメナモミ

　　　　　　　　　H一÷，

　　　　　　　ηθpa1θ1｝sゴs　タニソバ“　蛋韮一＋，

　　　　　　　　　　　Sαρθrわりs　var．

　　　　　　　　　　　ヤナキ“タテ“　H－102，

　　　　　　　菱ト王隣1，　Carda狐ine

　　　　　　　　　　　ε亡θエエarf8　aQ昭亡エ（濯

　　　　　　　メカセ“クサH一＋，　0カ∂pね∂エfび解

　　亡θ亡τヨsρθr％　カスマク“サ　難一十，

　　　　　　　エ80fηf∂亡8

o

2・2

　9

1。2

麟

　0

1・2

　9

十

釦

o

9

o

o

十

o

o

o

　o

l・2

o

◎ o

÷・2　＋

2・2　÷

÷。2　＋・2

2・2　2・2

　。　　　÷

3

翻

　6

＋・2

　巳

　o

l・2

口

9

o

◎

騎

　0

1・2

÷・2

　盛

÷

o

9

B

　励

＋・2

　÷

3。3

2・2

1。2

　尉

o

o

3

臼

1・2

　“

÷・2

　0

駐

÷

臼

◎

o

3

5・5

玉・2

＋・2

　鋤

6

　0

2・3

＋・2

　2

銅

9

β

　6

1・1

β

露

†

6

÷

口

。

6

5唾
＋・2

9

o

o

1・2

　0

ゆ

。

イ・

馴

。

◎

o

十

　　　　　　　　　　　　　ヘクソカス“　　H－2釦2，

　　　　　　　　シロツメクサH一ト82，　飴s亡μoa

　　　　　　　　　　　　カワヤナギ“　S－3醤3，

　　　　　　　乙yc（曝）α3鯉aac武」ご8βロs　ヒメシロネ　　H一＋騨2，

　　　　　　　　　　　　　　ク“ルミ　H一÷，　勲ノr｛ゴヨηηゴ∂　忍θメssa左　イ

　　　　　　　　　　　　　　　餐一十，　融η亡力8　aryθηSls　var．

　　　　　　　　　　　1aρa亡ヵゴfbエ1a　オオイヌタデ“　蕪一季62，

　　　　　　　　　　　　　乃ηapカalfs　照㎎ヨrゴ亡∂cθa　ssp，

　　　　　　　　　　　　　　　　H一÷，　オ～ξツηoび亡rゴa

Oθr8S亡1μ伍　力0エ0ε孟θ0ゴdθs　var．　ヨη9αS亡ff∂1fzノ搬

　　　　　　　　　　　　　　　　角／（ノroco重y1θ〃1arゴ亡」ピπ～a　ノチト“メ

　　　　　　　　　　　10ηgf（｝βエソcfηりs　カワラナテ“シコ　殺一＋，　8：

　　　　　　　　　　　　／｛gropyroη　亡Sα多α2S1｝ゴθηse　var，

　　　　　　　　　　f！exuosa　タネツケハ“ナ　H一＋翻2，　Astragalus

　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシバコへ“　駐一÷，　ム0！∫α沼

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨfム吊ηθハハコク“サH一＋，

　　　　　　　　　　　　y6roη1（遡ρθr㎎rfηa　ムシクサH一＋，

　　　　コマツヨイグ’サ縫一÷．

2：　Sθ（ゴθ忽　わαエb至fθrロ冊　コモチマンネン

乙θSρθdθ2ヨ　Cロρθaτa　メドハキ“

　　　ラ　　　　5：

　　　　　　　　　　　　　　∂r｛ノη〔ゴゴη∂eθa

　　　　　　　　　　1セrsゴ。8τfヨ

一40一



褻8．チガヤーハマゴウ馨集（置一幻。テリハノイバラ馨藩（3）
　　　　　亘圏鷲！驚宅◎　c￥1indごi㈱e一￥iticetu塞箋　罫◎宅慧幻醤重i致）三三竃藷¢（旦一乏葺），

　　　　屡～◎S暴　實ic｝裏U臓i暴r護匁　C《囑騒懸鶏ity（3）

Serial　飛。．：

1～e！eve　嚢0．：

Square　size（㎡）：

猛eig邸宅　of　herb　layer（撮）：

Cover　of　herb　layer（箔）：

麓u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％）

出現丁数

玉　　2　　3

轡　　FJ　FJ
6　　7　　19

6　　圭5　　4

1．5　0．8　1．玉

90　9G　gG
14　16　圭2

Character　species　of　ass，：

　　砕嫁ro簡晒～∫α

Differe昌昌ial　species　of　cO租皿．：

　　Ro5α｝ッ∫o加rα∫αηα

Co皿panio難s：

　．4r！銅ノ∫∫o功ゴ’oo

　　αα班加∬ゆθノ加3v飢Zoη9∫o⑳伽欝

　　加。ごμoα’η4’oαvarゴ刀罐。αf吻訪v∫50

　伽9日目。ηoαηα虎η5∫5

　P乃ro9離θ50μ3かα1∫∫

　．45彪r∫μ加～α∫μ5

　βゴ4εηψoη405α

　加ρθプ磁の伽謝oo　var．丸。εη∫9∫∫

　　Cαケ5彪9∫α30漁副10

　加吻〃μ3／4ρoη∫oμ5

群集標徴種
　　ハマゴウ

群落区分種
　　テリハノイハ“ラ

随伴種
　　ヨモギ

　　カワラナテ“シコ

　　ホソバ“アキノノケ“シ

　　ヒメムカシヨモギ　

　　ヨシ

　　帥キギク

　　アメリカセンタ“ンク“サ

　　チガヤ

　　ハマヒルカ“愛

　　ハマエンドウ

H　5・5　5・5 o

H2032。23壁3

H

騒

蕪

疑

H

H

H

H

難

猛

＋。2

1。2

　÷

　斗

1・ま

　十

　十

1・2

麿

1。2

　十

　十

　十

。

　翻

÷・2

　斗

十・2

2・2

　十

　〇

1。2

　÷

　÷

4雌
璽・2

　十

出現1回の種Other　co皿pa煎ons：Serial　no．βro誤りsブapoηfωsスズ〃チャ爵難一2・2，
8cエfρ亡a　proε亡擢亡a　タカサフ“騨ウ　蕪一÷醤2，　βfdθθsρfloεa　コセソタ“ンク“サH一÷，　1～り加θx

ブ∂ρoηゴous　柔“シキ“シ　H一÷，　2：　（治rθx　孜。叡）加μgf　コウホ“ウムキ“　H－1魯圭，　∂fgf亡∂rゴ∂　cゴ1ゴarfs

メヒシバ“ @難一÷，　鰻∫s（冶η亡ねμs　sノηθηsノε　ススキ　叢一÷，　Ooηy忽　sり澱a亡肥ηsf5　才オアレチノキ“ク　H一＋，

0θηo孟寿θr∂　エ∂cfロja亡∂　コマツヨイグ’サH一＋，　Pθrs∫car1∂　sθη重∫coεa　ママコノシリヌク“イ　H一＋，

ノ㎎エ∂ηs∂1エ∂η亡hlfヒ｝1」ピa　オニグ’ルミ　H一十，　3毎狛rfa　f8わθrf　アキノエノコロク“サ嚢一十，　3：

1〕ヨθderゴ∂　s（履ηdθη3　ヘクソカス“ラ　H一＋，　∫～α皿θx　coηgl　o紐θ1ヨ亡μs　アレチキ　シキ“シH一＋．

蓑9．ク3嚢i藩　Lyci継昌chi鰭ense　c（魍臨i糎

Serial　no，：

Re！eve　no．：

Square　size（㎡）：

菱｛eight　of　herb　layer（麟）：

Cover　of　herb　Iayer（箔）：

醤u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査心積（㎡）

草本属の高さ（醗）

草本層植被率（紛

出現種数

｝

0難

7

25
圭

80

1玉

韮）ifferential　species　of　co皿無．：

　ゐyc伽10肋θ澱3θ

Species　of　the　衰osetea　皿ultiflorae：

　　丑05αη1μ姻orαvar．α4θη00んαθfα

　　Ro5α徽姻。プα

　　α8η瀦5rθ履πoノ’o

　　丑。∫のジ’o加ro∫αηo

　　ゐ。η∫oθrαノ印。η∫oα

Co蜜panions：

　勘rα9痂2誼αrた。

　P加Zor∫∫αrμη4ゴηooθα

　　GαZゴZ〃7～吊ρμr∫μ溺　var．θ012か705』ρε1‘浮10η

　撫用μ1謀5ノ¢ρoη繊5

　オ0血肝んθ画4¢漁∫αV訂．ご0膨η∫05α

群落区分種
　　クコ

ノイバラクラスの種
　　ックシイハ“ラ

　　ノイバラ

　　センニンソウ

　　テリハノイハ“ラ

　　スイカズラ

随伴種
　　セイコノヨシ

　　クサヨシ

　　ヤエムグラ

　　カ払グラ

　　ヒナタイノコス“チ

H　4。4

H

H

H

猟

罫

慧

藝

難

難

薮

1。2

1・2

÷・2

　十

　÷

2。2

ま・2

＋・2

＋・2

　÷
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誌

　1

嚢10． オ羅i藥　　醸is（堰駐盤監e㌻糊騒　S罷cch暴rif】．ori

Seria！　rlo．：

Releve　RO。：

Square　size（珊2）：

韮｛ei墓ht　of　herb　layer（m）＝

Cover　of　herb　layer（％）：

NUIrlber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（m2）

華本属の高さω
草本層植被率（紛

出現置数

1　2　3　4　5　6　7
Yl）　YD　　YI）　　YD　　ドJ　　FJ　　KA

　3　　　7　　　8　　　25　　　2　　　3　　　玉姦

25　　25　　25　　25　　5　　　2　　25

2．5　3．2　3．7　2。5　1．3　1．8　　1

韮GG　10⑪　10〔｝　韮OG　　8⑪　　80　　10〔｝

　357612112

　8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14

KA　　F∫　　鐘A　　TO　　YD　　YH　　KG

17　　13　　12　　2　　17　　14　　3茎

25　　25　　16　　25　　64　　25　　25

　2　　2．5　1．5　　2　　2．5　2．5　　3

圭GO　l⑪0　　95　　玉GO　100　100　圭｛｝G

9　9　4　4　4　6　4

15　　玉6　　王7　　圭8　　19

KG　　醗O　　A8　　GO　　GO

23　　39　　9　　　5　　10

　84251825
　32．62．52　2
玉00　100　1⑪0　100　　90

12　5　3　6　4

20　21
GO　O｝｛

23　9
25　玉6

2．82．5

10⑪100

6　5

22　23　24
欝O　S興　FJ

23　10　9

5　25　8
2．4　2．5　2．2

蔓00　1⑪0　　95

6　19　圭8

Character　species　of　ass，：

　M∫30傭んμ∬αoo加解α‘μ∫

Differential　species　of　under　units：

　　P乃rα9〃漉θ5αμ5f励、∫

　　1）加zαr∫3αrμ層’ηαoθα

　．4ア∫θη3∫3∫α勿4∫oo

Companions：
　　∫oz’∂αgoα～r’∬∫7刀α

　　撫徽」τ碑召ρo”∫α45

　　Gα四切3ρμr∫雄ηva鉱θo海η03ρθノ’η20η

　　Co剛zα∫μ〃3α∫rθ刀∫∫3

　　浸〃～δノηぶノζτ’r～12ζ1ζ～

　　G｛yo加θ7願κssぴ（麺

　　∫’召z1α纐α9μα伽

　　1）αη∫oμ7ηわ∫∫μ」ω飯η1

　　減grqρy’り刃醜たμ∫肋η・9θvar．願η3∫θ那

　　亙qμゴ5θ伽ηorvθη∫θ

　　08ηoあθrαわ彪朋ゴ3

　　Cαηη～¢伽ooo溺η擢η∫∫

　　窩彪1’3～の～4～α如3

　　β漉ηψo層03α

　　Ro∫α初。舷m∫α襯

　　c加ηρρoゴ∫翻α’う1｛η1

　　cの・rαf切卿。η繊

　　εoz廊μサ¢9廊

　　P召r3∫6朗αρθゆ1溜α

　　Pαθ4θr1α．∫oαη4θη3

　　Er’9召ro刃。αηα4θη3デ3

　　∫ご召ηαof’3α朋μμ∫

　　Pεr3∫o朗αゆ鋤⑳勲

　　0θηα疵加ノ伽αη∫oo

　　巧’o∫oαη9μ∫∫の∫∫o

　肋Pψρ3∫∫91αηぬ103αvar．勧εrρ吻〃α

　　R1〃鷹ノ卯。η繊3

群集標吉平
　　オギ

下位群落区分種
　　ヨシ

　　ク粕シ

　　ヨモギ

随伴種
　　セイタカァワタ’』チソウ

　　請払グラ

　　栂ムグラ

　　オオアレチノキ「「ク

　　オオフ　タクサ

　　ツルマメ

　　ウシバコへ”

　　効キピ

　　カモゾ’グ馳サ

　　スギナ

　　アレチマッヨイク㌧’サ

　　ツ妙サ

　　櫛キギク

　　アメリカセンタ“ンク“サ

　　テリハノイノベ』ラ

　　シロザ

　　ヤフ　力唖’ラシ

　　タチヤナギ

　　イシミカワ

　　ヘクソカス’噛ラ

　　ヒメムカシヨモギ’腫

　　ヒメシ”ヨオン

　　オオイヌタデ『亀

　　切

　　ヤハス”エント』’ウ

　　ノブ　ト　ウ

　　キ　シキ　シ

i玉　5麟55。5404505　1023035②5　505　595　5ρ4　5唇5　5傷5　5弱5　5臨5　565555　595　505　5“5　5。5　5B5　535　5紐5　505
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÷
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÷
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嚢11．ツルヨシ群集　翫麗島itet膿3鍛0磁㈱e

Serial　no，

衰e！eve　no．

Square　size（ぱ）：

｝｛eig装℃　of　herb　layer（鶏）：

Cover　of　蟄erb　！ayer（％）：

麓し葦皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本魑植被率（％）

出現戸数

1　2　3　4　5
AB　　GO　　TE　　TE　　GO

21　　24　　圭2　　13　　2

玉0　　25　　i6　　24　　10

1、9G．81．5L7⑪．9

1001GG　100王00沁0

3　3　8　7　6

6　7　8　9
GO　　KA　　KA　　慧0

19　5　20　10
圭0　5　25　玉0

1．3　玉　1．7L4
9G　　go　　gG　　gG

5　4　14　11

1⑪　11

0藍　OH

2　4
10　圭G

l．3　2

901⑪0
11　22

C益aracter　species　of　ass．：

　　Pんrα9傭的タρo毎10α

Differential　species　of　讃nder　units：

　　珈η2ぬ3仰。η繊5

　　Pθr5∫ooノ’ノαfゐ娚うθ橡∫

　加か05∫o壇ガぬ

　加rα9α～鰐5加胆5

　　Go’∫μη25ρμr伽2　var．θ0伽05ρθη刀0η

　　防’oノαoη9μ卿b～∫o

　　γbμ刃9切タρoη∫oα

　　C¢rα∫∫～～捌910肥ノ’α働～

Co皿panio籍s：

　Pθr∫∫oα2ゴ。ゆ勧⑳z1α

　　Bゴ伽3加ηゴ。εo

　オノ惚枷∫∫α～η罐oo

　　3’ε〃。禰α9μα∫撤

　Po海側〃1う∫3～ぐZoα鍬η1

　Rμη2齪ooθ’05α　　窄

　　εoz漁go　oz∫∫5鋤10

　　Cα四品η召ガεκμ050

　〆1’塑乃∫ooノアαθα～）rζ～o∫88αfαssp．8聖εwor∫乃”りζ～r．ノ囎。η∫oα

　護gr（遡・プ。庸醗励∫8那θv磁．か’αη∫勧∫

　埋門ん雄刀ooo∫ゴ8班oZθ

　　7b’ゴz15∫ρρoη纐

　E卯5θ競zαノ噸vθη∫6

　　∫θrorゴαρ1捌∫z1α

　加ρ∫ゴ伽1ゆ9ノη繊η～

　肥船αμ03rr磁

　Roψρo∫励ω
　Pんα～α’ゴMノ噛μ層加ooεα

河gro5∫∫∫αzうα

　Pθプ5ノωr1α皮の014∫～

　∫η脚惚η3敏’or∫

　五¢er3ぬ0り・ZOゴゴe∫

　M’50αηご触∬αoo加r醒or～イ5

　やyηo謝。ノ卯。η10α

　加〃2’雄刀μ脚rε配御

　　∫oZαημ〃1αη2εノ・ガ。αη潔切

　Rμη際。伽5グうz’μ∫

　Loz珈」’雇朔orμ〃2

　pzαη言ogoα3爾。α

　　∫～θzz朗。η69∫召。∫α

　Pθr3∫oαr如毎・吻ρ1ρ2ノ‘

　梅伽θ’ゴ3）・α22召ηα

　滋∫∫召r3めμ1α魏5

　魚η1αノ4ρo刀ノ。μ3

　　絶roηゴ。αρεア’3’oo

　　∫’8〃。がαα」ぷ∫η召var．μηぬ！α’α

　　C1∫η0ρ04∫μノη9ノ噛αo’Z8

　　Rαημηoぬ∬∫zθr’1b々μ5

　　多う’o∫αん’r5厩α

　　Gη妙んα1∫卿」ρθη場・1v爾。μ’刀

　　巧’o∫α！ε鱒5ρ8r〃3α

　　ごα”醐30乃η05’o吻α

群集標胡馬
　　ツルヨシ

下位群落区分種
　　カナムグラ

　　ミゾソパ

　　三野フ“タクサ

　　ゲンゲ

　　ヤエムグラ

　　ヤハス“エント“ウ

　　蝋様ゼラコ

　　オランタ“ミミナク“サ

随伴種
　　オオイヌタデφ

　　アメリカセソク“ンクー’サ

　　ヨモギ

　　ウシバコペ

　　ヌカキピ

　　スイパ

セイタカアワタ“チソウ

タネツケハ“ナ

ヤブマメ

カモシ　ク“サ

オ材ナモミ

ヤフ“シ　ラミ

スギナ

キンエノ詣

マメク“ソバ“イナス“ナ

春雪サフ”瞳ウ

イヌガラシ

クサヨシ

コヌカグサ

アキノウナキ“ツカミ

ツリフネソウ

エソ“ノサヤヌカク“サ

言ギ

イタドリ

ヒ桑弧ト、、リコソウ

アメリカイヌ本オスφキ

エソ“ノキいシキ“シ

ネズミムギ

オオバコ

ミト“リハコへ「’

ヤナギタデ

ヨメナ

ホウキギク

ギシギシ

重言イヌノフク　リ

ノミノフスマ

トウバナ

キツネノ本“タン

スス“メノエント“ウ

チチコク“サモト“キ

カスマグサ

シ“ユス“スケ“
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o

◎

◎

細

o

o

馴

o

o

o

　÷

＋。2

o

翻

。

÷・2

　0

o

o

o

勝

翻

o

9

　0

1・2

1・2

1・2

÷・2

　十

63

o

◎

o

越

◎

o

◎

綿

9

◎

o

◎

翻

儘

…2露2　1。2i
　　　　　　　……

i÷　玉・2i

i÷　÷・2i

i÷÷i
i＋　÷i

o

o

o

巳

繕

a

疇

。

剛

o

o

駐

窃

藷

魯

　纏

1・2

　十

　千

　o

o

o

o

o

o

◎

　5

　十

1・2

　9

　÷

重・2

　÷

　0

1・2

2・2

　魯

9

◎

o

o

o

◎

3

o

a

◎

o

o

o

o

◎

　“

＋・2

　÷

　÷

　十

　十

　十

　十

　十

　十

一一 S4一



嚢121．　セリークサ響シ羅i藥　Oe醐繍。一聾湿1arid¢tu翻＆践糖din毬。聡e

Seria！　no．

Releve　no，

Square　size（㎡）：

Hei墓h七　〇f　herb　layer（顕）：

Cover　of　herb　layer（髭）＝

四u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草：本層の高さ（m）

草本魑植被率（％）

出現呼数

1　　2

KG　鼠G

32　43
25　16
0．3　1．2

7G　90
2　　4

3　　4　　5　　6
TO　　　濯A　　　GO　　　GO

7　　6　　4　　18

6　　15　10　12
L3　G．6　0，8　　玉

10G　　ge　　　gO　　　圭OG

6　　7　　6　　6

7　　8　　9　　10
GO　　　NA　　　YH　　　Y｝玉

慧　　2　　4　　9

6　　5　　25　25
0。8　0。8　0．5　0，5

王00　　90　　　90　　　90

9　　7　　5　　6

圭1　　　12　　　13　　　14

A3　　　AB　　　OH　　　O｝韮

茎6　18　14　　6
25　25　　8　　3
圭．5　0．7　0，4　G．4

1GO　　100　　100　　90

6　　3　　7　　5

15　　　16　　　玉7　　　玉8

GO　　　GO　　　GO　　　穰0

27　　　3G　　　31　　　25

25　25　25　　2
0．6　G．5　0．5　0．8

100　1GO　100　8G
6　　6　　4　　15

　i

醗
　1

Character　species　of　ass．：

　　Pんα1αr∫∫αrμ舷功αoθα

　　0召ηoη’んθノごりαη’oζ～

茎）ifferential　species　of　under　units：

　　∫∫召〃ζ～r’ζ～α9舞α’∫0α

　　Go1∫Z〃”5ρ謀伽ηV鍵。召0肋05ρ8ηη0η

　　H謀ηZμ1μ5ノ曜）0ノガ0μ3

　　Pθr∫言oorノα伽ηわ8rgが

Co膿panions：

　．4r～8膚∫ガα∫刀訪。α

　贈50傭加∬αoo勧ザ～orμ3

　　Rμ肥ηαpoηfαイ5

　　Coη脚∫μ’ηα∫ア畠θη∫’∫

　　ノ1gr（胆ソ1eoη∫3μ々τる∫ん∫8η3θvar．∫rαη3’θη∫

　　Pθr∫ガ。αがα乃y4rρρψθrPθr訂。αr∫α

　　Eo肋00海10αo闇go〃’var．　oαz∠ゴ。’α

　　∫∫εηαOf捨。ηηz．耀3

　　βrα∫舘。αノ翼刀。θα

群集標徴種
　　クサヨシ

　　セリ

下位群落区分種
　　ウシバコへ　

　　ヤエムグラ

　　カ払グラ

　　ミゾソバ

随伴種
ヨモギ

オギ

ギ』シキー舳シ

丁丁アレチノキ“ク

カモシ“グ’サ

ヤナキ冒’タテ“

ケイヌピェ

ヒメシ’㌧ヨオン

セイヨウカラシナ

H4駆45055054臼45績55055。55955駆55翻55055。55邸45955055。55臼55駆5

H閥oooo臼霧9釦＋021029293÷9千脇20÷92
難

疑

H

H

H

R

轟

轟

1．1

温

H

H

H

o

o

a

騨

9

÷

o

飢

翻

。

寺

。

8

o

　9

÷・2

　÷

　9

o

錘

　o

÷・2

　千

　o

醇

鷹

。

6

o

◎

　o

　÷

1・2

◎

o

十

9

o

o

o

董・2

　四

1。2

　0

9

　十

＋。2

手

6

◎

十

〇

母

8

・　　　　1・2　1・2

圭・2　・　　＋　　・

　　　　2・3　・　2・3

　　　　　　　　　2・3　・

1・2

1q
　9

　千

1・2

　鱈

　o

÷・2

9

◎

o

o

謹

翻

。

十

駆

o

o

o

6

醇

　o

　÷

　o

l・2

1。2　＋・2

　9

1・2

茎・2

　0

o

　o

＋・2

　0

o

6

1・2

o

o

o

o

o

o

　0　　　9　　　勝　　　102　　＋02

1・2　÷　＋　÷・駐　＋・2

　0　　102　　＋。2　　1駐2　　茎鵬2

千・2　＋・2　・　・　。

冊

o

o

o

8

o

o

o

o

9

o

5

十・2

　0

　十

　〇

o

o

o

o

鱈

①

紐

締

o

9

o

o

“

o

o

o

十

5

o

十

9

　9

イ・

÷・2

o

出現1回の種Other　companions：Serial　no．3：0arda〃fηθfエθxuosaタネツケバナH一千，（ンηαノ。ηd∂cむ710ηギョ舛“シバ疑一千，　Sθηθcゴ。　yμ1g∂rゴsノボロキ“クH磯，4：

Z）8c亡ylfs　gloπ～θr8亡a　カモカ”ヤ　H－2◎2，　逓gros亡fs　8ヱわa　コヌカク“サ｝至一2麟2，　掬rαs　aロs亡1召1／8　ヤマク”ワ　H－2陰1，　5：　P々r∂9澱f亡θsゴapoη∫ca　ツルヨシ　難一十32，　6：　減。ねyτ召η害力θs

δゴdθη亡8亡8　var．　jaρoηf（沼　 ヒカケ”イノコス　チ　｝至一＋，　7：　κ81∫贋θr∫s　yo〃～θη∂　ヨメナ　H一＋侮2，　Sol　fdagoヨ1亡ノssf飢8　セイタカアワタ“チソウ　H一千◎2，　8：　1セrsゴcarゴa　sゴeわ01　d」f　f　アキノウナキ“ツカミ

難一203，　／ir亡θ加fεゴ8　〃。η亡∂η∂　オオヨモキ“　H一＋◎2，　8エs寿。エ亡2ゴ∂　cゴエゴa亡∂　ナキ“ナタコウシ㌧’ユ　蛋｛一＋，　驚r51c3rf∂　1∂P∂亡hffθ1fa　オオイヌタデ“　｝至一÷，　0θηo亡力erヨ　わ1θηηfs　アレチマツヨイク“サH一÷，

13：／lc1～7raη亡ねθs　わゴdθη亡8亡a　var．　亡。珊θη亡os∂　ヒナタイノコス“チ　H－1・1，　As亡τヨ9ヨユリs　sfηfcμs　ケ“ンケ“　｝｛一÷，　佃psaη8　わり〃flfs　ヤフ“タヒ“ラコ　H一千，　15：編θη亡ゐ∂　∂ryθηsfs　y∂r．

ρfρθr8scθβs　ハ7カ　H一辛煽2，　16：ノ～μ皿θx　oわ亡σsffolfμs　エゾノキ“シキ“シH一＋，　18：Raηびηcα1りs　o∂η亡。ロ」θηsfs　ケキツネノボタン｝｛4◎2，　乙ycoPαsτヨπ～oεfssf忽αs　var，　ノ8poηゴ。αs

コシaネ　簸一1。2，　Rorfpρ∂　ゴsエ∂ηdf（履　スカシタコ“本“ウ　韮．｛一＋醇2，　魔z／rdaoη∫ヨ　左θf5sa左　イホ“クサ　｝玉一千，　勘rag加ゴ亡θsβりs亡raエゴs　ヨシ　H一÷，　％ηゴ。び餌　dfc々。亡o皿ゴfl　orび贋　オオクサキヒ“　H一十，

1「θrsゴ。8rゴ3　エ。ηgfsθ亡∂　イヌタテ　　琶一＋，　8（7μfse亡σ珊∂rγθηsθ　スキ“ナ　琶一＋，　ムfη（ノθrηゴ∂　｛ゴαわf∂　アメリカァセ“ナ　難一÷，



裏13．　トダシバーチガや繋落（1－5）。ホッスガや麟落（6）
　　　　　　　　置臨戦きτ農繊　cylir越竃ri《爆　var．　kく》3ni毬ii　c《麗unit￥（蓋一5），

　　　　　　　C臨1農塵聯3宅is　鵬e戯◎一薗躍ites　《x》観屋unitぎ（6）

Serial　難。，：

Releve　no．：

Square　size（㎡）：

Heigぬt　of　herb　layer（憩）：

Cover　of　herb　layer（％）：

燭u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本顧の高さ（m）

草本三無被率（％）

出現種数

1　　2
TE　？£

9　　玉6

20　王OG

1　9．8
1GG　圭G9

8　　9

　3

窟
　2

2G

王．5

圭GO

lo

4　　5

FJ　FJ
19　14
24　20
0．7　0．8

90　90
6　　14

　6

F∫

22

　5

1．1

60

玉2

Differential　species　of　co皿騒．：

　　／加Pθrα∫oの2〃η4rぎ。α　var．丸。召η’9が

　　孟〃θ〃2～5～α1η訪’oα

　ノirμη読ηθzzαん∫r∫o

　　Co遅脚5μ切。∫rθη5∫∫

Dif至ere員tia！　species　of　co皿盈。＝

　　Co伽・gro躍∫ρ5εμゴ。ジんr・9〃1∫f召3

Companions：

　乙θ5ρ眈zασμηθ伽

　　∫01漁goα～ご∫∬加～α

　躍r彪η2’5吻ρρoη’oα

　　08ηo∫んθ7・α御朋’5

　揃’∫0αη！んZ453α00乃αr’〆Zorμ5

　E1嘲α91’03’∫50μrvぬ

　殴ノ”んrακoη傭ρ∫ゴz4∫

　ム召3ρθ伽αノμηoθα

　　炉心）1∫μη諺ρrα∫θ刃3θ

　池3ご1イ。ααr襯ゴ’ηαoεα

　E々μ∫∫θ’μ’ηrOη705∫33∫ηπ4η2

　Er∫98roηooηoゴε臨y

　　＆召ηαoご∫∫oη鰍μ、ヲ

群落区分種
　　チガヤ

　　ヨモギ

　　トタ“シバ「鞠

　　オオアレチノキ“ク

群落区分種
　　制スガや

随伴種
　　メドハギ

　　もイタカアワタ“チソウ

　　オトニ：ヨモキ　

　　アレチマツヨイク　サ

　　潜“

　　シナタ“レスス“メカ“ヤ

　　コブナグサ

　　カラメト“ハキ　

　　アカツメクサ

　　オニウシノケク“サ

　　イヌドクサ

　　ヒメムカシヨモギ“

　　ヒメジ誹ン

冠

難

慕

H

H

H

騒

銭

翌

登

H

H

H

H

H

H

H

H

5魯5　　5。5　　594

＋　　÷　｝・2

2魯2　　÷。2　　202

＋。2　÷　　÷

o

董・2

　÷

　ε3

2

　◎

茎。2

　0

6

o

o

o

o

1・1

　÷

　麟

。

　o

l・2

6

o

◎

o

o

母

1・1

1・2

　q

o

o

o

十

〇

o

o

o

o

◎

4。4

　十

　隠

6

÷

　◎

2・2

　十

＋・2

　十

1・ま

1・2

1。2

＋・2

6

4・4

量。2

2・2

÷・2

o

o

駐

3・3

1・2　1・2

　0　　　　　　　　0

3・3　2・2

手・2　垂・2

÷・2　1・2

　3　　　　　　　　0

o

　0

1・2

1・2

　o

　÷

｝・2

2・2

1・2

　÷

　÷

量　．現

出現一回の種Other　co醗panio昌s：Serial　no。1：目弾θ面s珀（竣ρ」11∂rfs加ラヨモキ“H一÷，2：

Fjcla　∂丹gロε亡ゴfolf∂　ヤハス“エソト“ウ　H一＋，　εユθθagηりs　ロ紐bθ118芒∂　アキク“ミ　垂｛一÷，　3：　！4甘んfc∂rpaθa

わ1召σ亡θea亡∂　ssp，　e｛恕e謬or亡力fl　var．　ゴ8ρoη∫ca　ヤフ“マメ　H－2。2，　乃s亡θr　agθ超古。ゴゴθ5　ssp．

o～／a亡μs　ノユンキ“ク　類一÷◎2，　βro醒μs　japollfcびs　スス“メノチャヒキ　H一÷02，　4：　／垂gros亡15　∂1わa　コヌカク“サ

E－1露2，　κ捌ηノηθro汐fa　s亡fραエacθ∂　マルハ“ヤハス“ソウ　H一＋・2，　7マ1飴1」μ醒rθpθηs　シ日ツメクサH一÷32，

蜘亡∂ρ1θxゴs　ゴ∂ρoηゴca　カ“カ“イモ　｝｛一＋，　εαμΣεθ草月醒　∂rvθ月sθ　スキ“ナ　H一＋，　5：　θエycfηe　紐∂x　ssp．

soゴa　ツルマメ　｝｛一1驕2，　cayrヨ亡fβ　プ8ρoηf（濯　ヤブガラシ　正｛一1脇2，　／lrθηarf∂　εθ乙ρ711jfoエノ∂　ノミノツヅサ

猛一千磨2，　蹟εsゴロ皿（ぬゴηeηsθ　カナビキソウ　｝至一÷，　6：．狛n亡ね∫απ～occfdθη亡∂1θ　言言オナモミ　H一÷．

褒1婆。 ヤマアワー脅モノハシ霧藩
C鹿1婁農野鳩瞭§鐙is　e蓋）三竃e三《凝3一置SC輪e翻U露鼠ris捻㌻撃盤臓罵。　露1駐睡CU麗

　　　　　　のC繕囎耽ぎ

Seria！　no．

盆e！eve　no．

Square　size（㎡）：

薮eight　of　herb　layer（磁）：

Cover　of　herb　layer（％）：

潜u鶏ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（恥）

草本屡植被率（箔）

出現種数

　ま

Y診

　2

24

圭，5

1⑪0

　5

　2

YD

　6

25

1．6

10G

　7

　3

YD

4

　9

茎．3

8G

　8

Dif∫『erentiaユ　species　◎f　co塑』1．：

　　Cα1αη3㎎ro∫～～3彰ガ98∫0∫

　　ノ50乃αθ溺翻αr醜磁η！var．　gzα㍑o脚

Co皿pa籍ions：

　　Pんro9痂θ5αμ3∫rα～’5

　　∫01漁go　oz～’∬加1α

　　！宜∫rεr∫躍う躍1α∫μ3

　　ム助rμ’ηo膨ρ3

　　／1ε∫0毎2η0η∫θηθ∫η4∫00

　　Er∫9εroη0αηαゴθη∫’∫

　　翫ゆ躍5アα9αrα

　　ノ13∫θrかゆ0〃μη～

　　∫θrω’∫αPμη2〃。

群落匿分種
　　ヤマアワ

　　カモノハシ

随意種
　　ヨシ

　　セイタカアワタ“チソウ

　　ホウキギク

　　ミソハギ

　　クサネム

　　ヒメムカシヨモギ“

　　ウキヤガラ

　　ウラギク

　　キンエノコロ

H

難

H

H

H

薮

餐

H

H

H

薮

122　　564　　＋翻2

565　　1繍2　4恥4

2・3

1・2

　0

　十

　〇

o

o

o

　十

2・3

　÷

1・2

　÷

　9

6

臼

÷・2

　十

2・3

　翻

　6

2。3

　÷

　十

．疲

一娃6一



嚢15． セイ：コノ灘シ霧藩　臨爾鴛es縮暫絵。耀翻unity

Seria！　no．

Releve　no，

Square　size（㎡）：

…｛eight　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　ぬerb　layer（％）：

掲u無ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％）

出現種数

1

KG

47

15

4

9G

3

2　　3　　4

YD　Yの　YD
9　　玉6　23

25　16　20
3，8　　3，5　　4，3

90　1⑪0　9⑪

6　　7　　7

Differentia支species　of　co肌：

　P乃ro9泌β詑融o
Co皿pan］Lons：

　　C妙rof吻¢ρo海oo

　　∫o～漁goα躍∬吻α

　　Gα♂醐5P～撫η～var．ε・ん1η・5ρε撒0η

　　．4πεη～で3∫of刀罐。α

　　Poε48r∫α∫ooη4θη∫

　　勘∫’μ∫yo9αro

　　Cαηη1θZ∫ηoooη捌μ海3

　　β0ε肋θr故脚θossp．η｛ρ0η0η∫Vεα

　　εごθ伽が。α9燃∫oo

　　Coηy20∫髭溺α孟rθη5∫ε

．群落区分種
　　　解コノヨシ

　　随伴種

　　　ヤブガラシ

　　　セイクカアワタ“チソウ

　　　ヤエムグラ

　　　　ヨモギ

　　　　ヘクソカズラ

　　　　ウキヤガラ

　　　　ツユクサ

　　　　クサマオ

　　　　ウシバコペ

　　　　オ慮了レチノキ“ク

嚢

H

H

H

H

H

日

岡

難

叢

H

5。4　　5“5　　5自5　　525

十

9

o

o

　o

＋・2

o

o

　0

2・2

圭・2

玉・2

　十

　9

　÷

　o

　十

＋。2

1・2

　÷

1・2

o

o

o

賜

圭・2

＋・2

3・3

　0

o

亀

　魯

玉・2

＋・2

　÷

褻16． 欝シ欝藩　臨蝿羅鷺㈱照門鍛1is¢9盟蟻nitジ

Serial　no，

衰eleve　no，

Square　size（㎡）：

Hei£ht　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　herb！ayer（覧）：

Nu雇1ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％〉

出現種数

i

F∫

1

25

1

70

1

2

F∫

4

25
ま

70

1

3

KA

4

12

2

9G
ま

4　　5

AB　Y9
3　　5

25　25
3　　3

100　100

2　　2

　6

AB

12

20

圭．2

1GO

　4

7

KG

36

25

4

go

5

8　　9　　ま0

懸O　A3　駁G

34　2e　28
25　25　20
3　2，8　3
10G　　go　　loo

5　　6　　11
至）iffereatial　species　of　co蓬窺．：

　Pんro9励θ5α雌rαz∫5

Co皿panions：

　P済7α16～r～50rμηoケηαoξ∋o

　　∫o～∫ぬgo姻∬吻。

　　ルrθ’刀∫∫’α∫ηゴ’oα

　　P召r5ゴcor∫αご加ηδ召κ9∫∫

　　魚ノηぬ∫ノ塑。η融5

　　肋わro∫窟ゆぬ

　　αθ0加η2励醜rαoθαvar．　grαηゴ∫∫

　　Pεr∫ガ。αr切gpoη∫oα

　　Pθr∫∫oαr∫α妙め（膨ρ召’噸

　　P∫∫εOP謀〃1πα

　　Cαη〃昭Z’ηooω”η2μη∫∫

　　M∫30徽加∬α鋤or｛βorμ3

　　Ro5α灘姻oro

　　Pεr5／oαアゴoρθゆ伽α

　　Pαη哲μ加δ∫∫～〃。α鍬”～

　　Ec肋OC配0α徽∫9α飯V訂．0αμ〈伽α

　　P醐。αr∫oゆα吻b1’α

　　β∫ゴθ刀∫加η405α

　　Rμ切αノタρoη繊5

　　Co酬。の・ηzαソ∂δノ

　　Eψρ∫oρro∫伽「α

　　R・r㌍ρ傭伽伽。

群落区分種
　　ヨシ

髄伴種
　　クサヨシ

　　セイタカァワタ“チソウ

　　ヨモギ

　　ミゾソバ

　　カナムグラ

　　財ブタクサ

　　カキドオシ

　　シロバ“ナサクラタテ“

　　ヤナキ“タテ　

　　アオミズ

　　ツユクサ

　　オギ

　　ノイバラ

　　イシミカワ

　　ヌカキビ

　　ケイヌピェ

　　材イヌタデ

　　アメリカセンタ“ンク“サ

　　ギシギシ

　　シー’ユス　タ“マ

　　効サブ的

　　スカシタコ“本“ウ

H

難

難

琵

難

蕪

暮

嚢

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

難

薮

454　　464　　564　　5盤5　　5嚇5　　5・5　　525　　5翻5　　4。5　5。5

◎

嬉

釦

励

臼

翻

翻

o

o

o

◎

o

o

o

◎

o

o

o

o

昌

隆

o

o

o

弱

o

o

o

o

◎

9

8

駐

5

o

o

o

o

o

◎

6

6

◎

◎

o

o

o

o

9

o

2。3

口

o

9

o

o

o

o

麟

o

o

翻

o

o

o

　2

圭・2

　0、

o

o

釦

細

o

o

o

o

9

o

o

駆

巳

臼

◎

2

十

　o

玉・2

÷・2

扇

9

2

9

o

o

o

o

o

6

＋・2

　8

÷

口

。

　◎

2。2

　十

　9

9

o

窃

8

自

9

◎

o

　o

　十

　り

＋・2

　0

o

o

＋・2

　÷

◎

◎

①

o

o

o

騨

。

3

　6

1。2

1・2

　6

麟

巳

。

　0

2・2

1・2

＋。2

3

o

o

o

o

1・2

　十

　〇

◎

9

廓

。

縁

編

醤

。

　◎

1・2

1・2

＋。2

　十

　÷

　十

　十

　十

一47一



1

蕊
　1

嚢1？．サンカクイーニガマ瞬藥1一§）．ウキヤガラーマ灘モ騨鍛6一孟§），ガマ野趣：絡一1盛名ゾノサヤヌカグサ灘灘＄一1§）

　　　　　　　鋤駆）一τ鋤騰t囎（1一§），Sci卿一Zi細網囎1三重◎1i顧6一豊§），馳響胴1就ifo1謡◎9翻嘘蝋蓋6一玉？），

　　　　　　　L㏄鵬i蹴　5殿◎織i㈱　c◎乱軍闘ity（18一！9）

Serial　no，：

Releve　no．：

鋤are　sizeGn2）：

巨ei墓ht　of　herb　layer（醗）：

CQver　o£　herb　！ayer（箔）：

興u翔ber　of　species：

通し番号
調査番号

調査藺積く1の

草本魍の鳥さ㊧）

草本顯霜被率：浦

出現種数

正

KG

圭7

9

1

go

4

2　　3　　4　　5　　6
謬A｝〈　　S聾　　　GO　　　簸O　　　YO

正4　　　5　　　33　　　5　　　21

9　25　10　8　　8
0．6　L5　0．4　0．8　L3
90　　　8G　　　60　　　70　　　100

5　　9　　1圭　14　5

7　　8　　9　圭O　H
YD　　　YI）　　　耕0　　　藩0　　　匿0

22　　　正9　　　18　　　17　　　24

圭G1025至68
L2　L8　L7　L5　2．2
90　　　100　　9G　　　gG　　　圭00

4　　5　　2　　3　　6

12

墓O

I6

4

1

85

8

13

鼠G

45

25

圭，5

95

5

14　15　16
KG　YD　KG
46　11　6
25　10　6
L2　L2　1，5
95　75　至00
5　　2　　5

17　圭8　｝9
翼G　S醤　民G

18　6　19
9　　8　　6
1，5　0．8　1

90　80　100
4　　10　8

C鼓aracter　species　of　ass．：

　　80∫ηP！43fア噸ゴ9㍑¢紹7’

　　z加盟♂o⑳！∫α

　　30〃アμ・∫y噸αro

l）ifferential　species　of　comm．：

　　琳）ノ7α10∫グわ〃α

　ム8θノ＝9∫α0リノ20ゴ4θ5

Species　of　tむe　Phragmitetea：

　　鞭αノ9αηf雄刀8ノぞ。ご～ζかコssp．3’010ηク彩測醒

　ノz‘η・㍑3顔ムgz‘∫var．4θ⑫’θη∫

　　ノ）乃ノ’α9〃2～’83αLム虹ノ’α～∫・∫

　オ〃∫’ηooo願♂∫oπ～α潮か～

　　C∫0㍑’ζ～Vガro∫ζ7

　　ムεθノ智1αノ卯0η∫0α

　　ηρ加州91．‘・9ψ～∫・

（k）｛発panions：

　　P齢foα・’∫繭紬吻アθr

　　互0／7舶00ん～0αα財．99σ～1∫〉慕r，00Z‘4α’α

　　Po脚11鼎禰’ぬ〃η

　　Pαη∫o雄ηδf∫μ～oα飯ノ♪2

　　ム4翼ノ・616～η”∫oたθ～∫3α々

　　G4Voか2θ〃歪礁ssp．．∫の々

　　ノμηOL‘3～θ3017θηζ㍑イ～∫ガ

　　Pψg・脚励α．勲∫・’3囎π’α勧～

　　〃～‘η磁ζ．㌢ノ砂伽ozぐ3

　　β1伽ψ・η40∫o

　　Pε～な虹。αr∫α伽ηδε～9∫～

出現1園の種0馳er　co脚a滋。鴛s：
（＞ocゴ（ノεηオβ！θオオ麓ナモミ　註一4。4，

Sj／zまg3（ゾ1ηθカス“ノコク“サ琶一｝，　4：

C≧～rd∂醒∫ηθ　f1θ渚rμos∂タネツケ八“ナ　窪一192，

ク鐸ク」ワイ　H－3韓3，　Scゴrpひ5

1〕ノ1r∂9紐∫オθs　ゴaρo∫3fcaツルヨン　H一÷，　6：

Sσ」1了）Z／S　亡rf∂㎎「召1aオ選ノεカンカ“レイH－293

ゴ∂poη1（瞬　シケシタ“　H一手。2，

Pθη亡力orfり珊ch117θ～7sθタコノアンH一正。2，

ロη〔ゴ0！∂孟∂　カワシ　シャ　舞一．卜，

群藥標尺種
　　サン畑イ

　　マコモ

　　ウ牌ガラ

群落区分種
　　ガマ

　　エソ“ノ号ヤヌカク“サ

ヨシクラスの種
　　ミクリ

　　イ

　　ヨシ

　　ヘラ妊ダカ

　　ドクゼリ

　　アシ触

　　ヒメガマ

随伴種
　　ヤナギタデ

　　ケイヌピェ

　　峯シュウスス“メノヒエ

　　ヌカキビ

　　イポ簿

　　伽マメ

　　コウカ“イセ　毒ショウ

　　ナカ　ハ“ノウナキ“ッカミ

　　カ払グラ

　　アメリカセンタ“ンク♪琴

　　ミゾソバ

H

難

｝i

H

H

H

H

猛

避

H

H

l｛

H

難

1｛

H

l｛

盆

H

蓑

H

H

琶

Serial　日。．　1：葱。ηoc力orf∂

5・5　4・4

　融　　　　　　　　o

o

9

o

o

騒

寿．・2

　0

o

o

ゆ

o

o

2・2

2・2

　の

2・2

　9

o

・　4・4　。

9

ゆ

。

ゆ

　o

l・2

　0

｝・2

o

o

9

⑬

2・2　・

圭・2　麺2

　の　　　　　　　　　o

o

ゆ

9

o

o

9

　o

l・2

　0

ゆ

o

vagfηaエゴsvar．

　　　　，3：

，Scごrραs

ヤツリ　嚢一÷，

㊥

o

9

母・・2

o

o

o

292　　 ひ　　　ゆ　　　穂　　　伊　　　畠　　　㊤

　砂　　5ゆ4　　2価3　　5ゆ4　　5砂5　　1ひ2　　404

1。2　　　　9　　　　の　　　　　駒　　　　静　　　　÷　　　　　o

1・1

圭・2

　ゆ

　÷

　9

D2
　0

3

　o

手．・2

　9

2・2

9

2・3

斗・2

　0

o

÷

ゆ

ゆ

　o

　十

　9

4・4

ρエ∂η亡∂9ノηθ∂コナギ

9

④

o

o

o

o

1・2

　ゆ

　②

1・2

　9

9

袖

9

o

9

　0

1・2

　9

④

聾4・・2野

　“

砂

糎2　5・4

　孚　　　　　　　　6｝

P

3

ρ

P

σ

o

Φ

o

9

ゆ

9

o

o

㊤

o o o

　砂　　　　　　　　B　　　　　　　　9　　　　　　　　ゆ

4ゆ4　　5。5　　5腰5　　404

9

o

2・3　1・2

　ゆ　　　　　　　　　o

｝・2

口P

斗・2

　÷

÷

o

9

ゆ

o

9

｛．・2

9

㊤

o

⑬

o

o

ゆ

。

ゆ

o

o

o

o

ゆ

◎

十

o

o

o

．｝吟2　　墨．伽2

　0　　　　　　　　　9

ゆ o

pθrs∫o∂rf8　／8pa亡力ffb．～f∂オオイヌタデ“

　　　ε亡θη∂C孟fs　∂ηηびαSヒメシ“ヨオン註一÷

o

9

　ゆ

抽2

　9

o

P

o

㊤

9

o

②

o

o

9

o

9

o

o

o

o

404　　504　　 0　　　ρ

・　・　4・44・4

ひ

巴

り

2・2

＋・2

1・2

ゆ

　9

2・2

　㊥

9

÷

9

　0

2・3

　0

9

9

o

o

｝

　の

2。3

　0

　十

　6

o

÷

ゆ

　9

1。2

　0

9

o

o

H一＋．，　2：胸η亡力」り朋

　　　　0召εcα亡apeηオagoηaアメリカネナシカス’ヤラH－202　　　　飴／∫x　s召わfragfエf5タチヤナキ　　蓬i－1ゆ2，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92，

　　　　　　（初っθr召s　frゴ∂ココ“メカ“ヤツリH－203　　　　　　　　 亡∂δθrη∂ε盟。η亡∂η∫フトイ　護一1ゆ2，　Cンρerαs　う1rθγ1folfμ5　var，

　　　　　　　　　　　CヌPθrμs　dゴffor烈ゴsタマカ“　　　　　　　　ルph∂　or1θη亡a1ゴsコカ“マH一÷，　伽θrz／5　0ガ亡力os亡∂c力」！θsウシクク“　銭一｝，

　｝γ1σカz！r∂eア7“ラカ“ヤ｝1－1。2，　疎）f！oわfz1屑ρyrrfcカ0／0ρ力ひ醒アカハ“ナH・一．｝。2，　／先grrosオ∫s　a1～規コヌカク“サ難一÷層2，

　　　　　　　　　　施rslcβrゴ∂　η1ρρoηθηs／sヤノネク♪サ難一＋，　7：　凝｝！rfoρ力」！11α摺　～）rasfljθηsθオオフサモH一千。2，　8：

　　　　　　　　　　，　（｝rPθrαs　sθ1－o亡ゴη～」Sミス“カ“ヤツリH一正。2，　S∂9∫オ亡8rfa　芒rゴfblf∂重モタ“カ　H－191，　13：

Pθrsjcarfa　per責）1ゴ∂亡∂イシミカワ蕪一÷，　圭4：　（冶ソra孟f∂　ゴaρ0ηゴ（逡ヤフ“カ“ラシ薩一十，　β0θ聖日erゴ∂　ゴ8ρ0ηゴC∂var．

　　　　　　　　　掬z／fsθオひ珊　∂rμθρsθス柔’しナ　H－1・2，　ノ～」ησμs　左若∂澱θrノタチコウカ“イセ　キショウ註一・正働2，　5ヨ1」菰　5∂cカ∂1ゴηθηsゴε躍ノエヤナ峯

19：乙ロ｛ゴ㌶fgf∂　（ゴθcμrrθηsヒレタコφ本“ウH一．｝．，　P西エ『∂g盾f亡θs　1ζ∂rlr∂セイコノヨシH．．．・4．，

廃。左照η垣a
　　“　｛｛一正。2，

o

o

o

o

㊤

o

　÷

　千

1・2

　0

勧

。

　9

十・

抄2

　　　　　　　　　　　！θfoエθpゴS　ヒメクク

　　　　　　　　　　　　　　　　　5：Eエθ㏄加r／s加rqgα噸

　　　　　0θη∂η亡力θ　ゴa盟η∫caセリ　H一斗．02，

　　　　　鴻e5cカ」！ηo忽θ17θ　fηd／c∂ク琴ネム　H一千，　12：

恵θ10オカガf∂　ノ∂poηノ。∂スス“メウリ　歪｛一1。2，　飽ρarf∂

　　　　　　　10ηgfsρ1caヤフ“マオH一尋．，　18：

　　　　　　　　　　　　　　　　廟息　1｛一｝a2，　rθroηゴ。∂



褻19． カラメドハギーカワラケツメイ欝築（至一7），カワラヨモギーカワラサイ3麟集（8一鯛）
総S麟㈱一縣ssie加認（璽一7），みr豊膿isi◎蜘蜘tゑ11就鰭属chi脚si＄（8一茎蓋）

Serial　no．

Releve　no．

恥uare　size（㎡）l

Rei墓ht　of　herb　layer（墾）：

Cover　o｛　herb　！ayer（箔）：

Cover　of　皿oss　layer（箋）：

饅u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査薦積（㎡）

草本層の高さ（m）

草本層植被率（％）

コケ層植被率（紛

出現月数

玉　　2　　3　　4

ぎ∫　　FJ　　罫∫　　S鐸

圭6　1⑪　圭2　2
2G　　10　　1◎0　　6

1．5　｛｝．8　⑪．8　⑪．4

80　6G　8⑪　40
一　圭0　3⑪　婆G
18　　王8　　26　　24

5　　6　　7　　8
S醤　　S濁　　S饅　　FJ

21　2⑪　8　　18

16　4　　12　15
⑪．3　0．4　0．4　0．9

3〔｝　　70　　　6⑪　　7｛｝

30　60　50　圭G
15　　　16　　　13　　　玉G

9　　玉。　H

FJ　AR　AR
21　2　　3

6　25　25
Llo．50．5
80　80　8⑪

i7　8　　15
Character　and　differential　species　of尋ass．

　　Rんαoo纏‘潭μη歪。α肥50ε刀∫

　　卸ρθ4θzαo朋θα∫o

　　Cα5∫∫0伽η050∫ゴθ、∫ssp．η0〃1αη昭

　　Po∫θηご’ZZαoん∫η6η∫∫．了

Species　of　hi諸her　units：

　　0θηαんθro加ε朋∫∫

　　憾r彪7融αα㌍〃’αノ”5

　　五臓召ゴ8zo／14η02α

　　s～♂εηθα朋8r故

　．4r彪’刀’5～α功4∫oα

　躍〃か05∫oor∫θ薦∫ヴbZ紛var，ε励Or

　〆重η⑫海α」ゴ5脚α㎎αプゴ’ooεαssp．アθ如¢η5∫3

　　Rμ〃～θκooεfO∫θZZα

　　κ廟η～8’co、吻碑ρμzαoθα

　　αoゴ’α彪紹∫

　βroη1鋸ノμρo漉μ∫

　髭ρfゴ贈2り〃9’η繊η1

Co皿pa読ions：

　翫9召roηoα刀αゴθ刀5ξ5

　　＆θηo碑∫α朋μμ∫

　赫∫ooη茄欝5∫ηθηε∫∫

　護r照臨5’o∫ρρo加。α

　　zρア∫切ρρo刀∫oα

　　肋6∫gq忽αρ∫εμゴ。珈。’or∫α

　　賄ゆ∫o〃り耀。∫

　　加Pθノ’α∫oの伽謝oo　var．た。伽9∫∫

　梅5飯ooαrμηゴ加αo¢o

　　鈴⑳～飯〃｝ρrα勧3θ

　　Co程脚5μ’ηαごrθη3∫5

　　G⑩ηθ徽κssp．5⑳

　　Coη1〃謬θ1ガ襯。αηη2μη∫5

　Er∫00配0αり〃0∫α

　　cαr傑δrθv∫oμ〃痂

　　砂ゴrα励θ∬fηθη3∫・雪var．僻20ε顯

　囎ro5”∫oJαVα∫o　ssp．’ηα醜｝鰍ro¢

　α9∫fαr∫αo伽r∫5

　五μzμzαα卿’o∫o

　　SO1∫4α90ゆ8α2イr召αvar．α∫’0が0α

　　L圭chen　sp，

　　Co脚ρ5’∫！oηoθ01αごα

　Mεゆ1爾∫ノ卯。η∫6α

：群集標徽種・区分種
　　　スナゴケ　　　　　鰭

　　　メト“ハキ“　　　　　　　　H

　　　カワラケツメイ　　　　　　　H

　　　カワラサイコ　　　　　H

上級単位の種
　　アレチマツヨイク“サ

　　カワラヨモギ

　　カラメト“ハキ”

　　ムシトリナテ“シ3

　　ヨモギ

　　ブ妙サ

　　カワラバハコ

　　ヒメスイノベ

　　マルノベヤハス“ソウ

　　玉葛フタノベ’ムク“ラ

　　スス“メノチャヒキ

　　マメク“ンハ“イナス“ナ

随搾種
ヒメムカシヨモギ“

びジ謡ン
ススキ

オトコヨモキ“

シバ

コマツナギ「’

ナキ“ナタカ“ヤ

チガヤ

オニウシノケグLサ

アカツメクサ

言辞アレチノキ’㌧ク

ツルマメ

ツユクサ

ナルコゼエ

アオスゲ

ネジバナ

ヌカボ

メヒシバ

スス“メノや弓

アキノキリンソウ

地衣類
填込キンケイキ“ク

ガガイモ

琵

難

簸

簸

簸

藝

猛

H

H

H

H

H

盤

慧

翼

翼

麺

類

廻

H

H

H

H

酵

鷺

親

親

親

日

難

難

薮

認

H

薮

◎

玉・2

1。2

2・2

　6

6

3。3　3・3

3・3　1・2

・　3・3

＋・2　・

3霞3　 1彫玉　1印2　　＋

　÷　　3。3　1◎2　2。2

2謹2　262　3翻3　　0

1。2　 1賢2　 ÷。2　303

隻臨2　2睡2　2。2　1。2

i。2　 1嘩2　2。2　　＋

…　　　　　　1・2

　O　　　　　　　　o

3・3　2・3

2・2

圭・2

　÷

　3

o

9

　8

1。1

　3

o

o

o

目

o

o

弱

o

o

o

o

÷・2

　÷

斗・2

1・2

国

a

　o

1。1

　÷

　十

　十

畠

巳

。

十

　十

1。ユ

　o

o

9

÷・2

　÷

1・2

　0

玉・2　1・2

　÷

　÷

　÷

＋・2

　十

　〇

9

6

a

6

餌

儲

　十

　十

　十

　十

÷。2

÷。2

　0

6

3・3　4畷

・　1・2

　　　　　9

自 9

1・1　i・2

圭・2　・

・　3・3

圭・2　＋・2

1・2　2。2

　四　　　　　　　　　駐

3・3　3・3

1・2　2・2

　糖　　　　　　　　　B

　網

　十

王・2

1・2

1・2

B

o

o

÷

o

o

9

o

9

o

　㊤

1。1

1・2

　3

÷・2

o

n

o

o

　3

　十

　9

　十

斗・2

1・2

3

4唾
1・2

抄2

　3

玉・2

o 6

　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　奮　　　　　　　　　6

2q2　2傷2　464　303

2・2　1・2

1・2　2・2

2・2　1・2

＋　2・2

　自　　　　　　　　　3

　÷

2・2

　9

÷・2

2・3

÷・2

　0

o

窃

麟

9

玉・2

÷・2

董・2

　㊤

o

岱

助

6

御

a

1・2

　9

÷・2

o

u

o

÷

o

◎

◎

3・3

　十

　÷

3・3

2・2

1・2

2・3

　9

6

2・2

1・2

　0

　十

　◎

＋・2

　十

2・2

1・2

　田

働

a

o

o

◎

o

十

8

o

十

玉・1　2・2

1・2　2。2

2・2　2・2

　窃　　　　　　　　　a

o

自

。

苗

5

十

6

2・2

　0

÷・2

　勧

o

o

3

o

o

唇

。

　チ

1・2

　0

o

o

十

野

　十

2・3

　6

　o

l・2

　0

o

◎

9

o

1。2

出現1回の種Other　co皿panions：Seria！難。．1：（⊇照。ゴ。ηdac亡ア10ηギ’ヨウギシバ疑1・2，β遡gros亡fs　c班v認∂シナダレスズメガや

H一圭吟1，　Phrag皿fむθs　ゴβpoη∫o∂　ツルヨシ　｝至一÷92，　乙espθdθz∂　亡。贋θη亡osヨ　イヌハギ’　…｛一÷，　乙。エf軽重醒り2オffエor召π～ネス“ミムキ“　壬｛一＋，　2：　レ1　cla

a〃～αrθηsfs　ノハラクサフシ“　H一÷留2，　晦r～沼scりπ～亡ηaρsぴs　ヒ　ロート“モウス“イカ　難一÷，　／1摺brosf∂　亡rゴfldヨ　オ言フ“タクサH一＋，　3：　0エθ1s亡㎎θηes

カ∂c寂eエff　チョウセンカ“リヤスH－2日2，　βゴdeηs　ρゴ10s∂　コセンタ“ンク“サ｝｛一王冠2，　Pヨθdεrf∂　sc3βdεηs　ヘクソカス“ラ　董｛一i葛2，　Pびθτヨrja　エ。～）aむ∂　クス“

月一玉彫2，　ρ∫gf亡arfヨ　レゴ。エas（：θηε　アキメとシバ“　叢一玉β2，　εりP／30rわfa　皿∂cα1a孟a　言言ニシキソウ　H一十。2，　3e亡arぼa　レゴrfdゴs　f，　加∫sθτ召　ムラサキエノコロ

H一÷，　／1（聡エypヵa　∂ロsオ朋11s　エノキグサ　難一＋，　Sθゴ捌η　わμヱわffθrびπ～コモチマソネソク“サ　｝玉一÷，　4：　κα澱贋ero羅fa　s亡r∫∂亡a　ヤハス“ソウ　農一1。2，　／i忽orpねa

fr召亡ノco5a　イタチハキ“　慕一1眉2，　Pθrs∫carfa　lapa亡ねゴfoエゴ∂　オオイヌタデ　｝F＋，　Soβcカぴs　aspθr言ニノゲシ｝｛一＋，　Oeτas亡fμ〃910π～eτa重α加

オランタ“ミミナク”サ　｝玉一＋，　／lgrosオ∫s　∂1わ∂　コヌカク”サ　H一÷，　5：　P∫1θa　pり飯エa　アオミス“　｝i一÷92，　0eエ∂ε亡rαε　orわ烹。αエa亡μs　var．　ρaρゴ110sgs

言ニツルウメモドキ　H一＋，　湾1わf3∫8　」ロ1わτゴssjη　ネムノキ　難一＋，　6：　E1∂θagηロs　ぴ躍わθエエ∂亡∂　アキク“ミ　蘇一÷，　9：　撒θsゴμ醒　cね∫月eηsθ　カナビ」キソウ

難一＋“2，　薩fs（虞。亡ねθε　saccね8rff1σrαs　言キ“　H一＋，　玉G：　Loρカocカ10a　crfεオa重∂　ミノ本“日　｝｛一÷92，　玉1：　Pね亡かefroερθr醒αノηゴaρoηゴ。α摺　コシオ

カ“マ　H－1馨2，　f～os∂　彫fcねμτ召f∂ηa　テ｝メハノイハ“ラ　H一圭62，　滋r召鐸dゴηθ11∂　ねゴr亡a　トク”シバ“　垂｛一÷離2，　Sε亡8rゴ∂　vlrjdfs　f．　ゴ∂ρoπゴ（濯　カタハ“エノコロ

H一÷，

一49一



嚢露§。 アキノエノ潔露グサー澱センダングサ馨鍛郵＄），メドハギー…翁頓ギ欝落毎哩＄）

蕊蹴io一聾i働蹴纒夢i1畿e（鯵），雛s麟㈱《灘騰諭離¢認鼠s蟄i麟㈱c翁鯉臨靭（遮盤）

Seria！　no．

Re！eve　nQ．

Sq“are　size（㎡）：

壬｛eまght　of　herb　！ayer（皿）：

Cover　of　herb　layer（％）：

潤u劉ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査薦縫（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％）

出現種壷

1　2　3　峰　5
AR　　｝（A　　FJ　　GO　　GO

1　2　8　2G　22
25　　玉0　　25　　15　　25

玉　1　玉　1　0，6
30　｝◎0　30　　2⑪　　7（》

13　　19　　32　　1⑪　　韮2

6　7　8　9　10
GO　GO　GO民G’鋸
3　8　9　22　11
10　　15　　25　　6　　1GG

L50．80．8L20．8
90　　7◎　　5（｝　80　　40

15　　16　　12　　17　　14

11　i2　13
AB　誕0　蟻0

7　2　3
32　25　25
0．71．30．5

5⑪　80　6⑪

17　22　29
C｝達arac宅er　s；）ecies　of　ass．：

　β∫ゴθη3μZoεo

Dif∫erential　species　of　co㎜．：

　　R卿。配融∫αcんα伽εη∫ゴ∫

．．P～・漁goα3繍・α

　　蜘班乃～粗服ooo忽θ濯α1θ

　囎ro5’融～う。

　　Eμρ0～Or伽網田8η58　var．ρρpo躍勧μ〃z

　　Rμηz就ooε’o∫θ伽

Co凱panio隷s：

　．4rごθ切∫5∫o’刀4∫oo

　　Co解05μη1品目rθ細∫

　κ雄刀η2θro｝奮・’α∫ゆ‘1αoεα

　　翫9θroηooηα4θη3∫∫

　ゐθ5ρεゴεzooμηεα∫α

　D∫9融rぬ。肋2富

　　06ηo論εrαδ∫θηη’∫

　　Pんrα91癖彪、∫ノ岬。ηノoo　・

　　齢αgro諏∫o脚μ10

　　P8r∫∫oαr∫αゆor乃⑳〃。

　　飽∫∫μoαoノ・観4∫ηαoεo

　Ml’50α擢加55∫刀θη3’5

　　躍5∫6rα98溜0∫4θ5　ssp．　OV磁3

　　野面∫μ7刀r3ρ8η∫

　　物b1励2ρro∫θη38

　　∫召∫αr’α鵡川

　　βゴ伽ψoηゴ。∫α

　　∫oz漁goぬ∬伽α

　　1）！ζZ刀∫ogo　Zαη（7ε01ζ～∫O

　　C伽（劇評ナ刀αηめノ’0．タ～0∫ゴθ5

　　加。飯。α’耀’oαvarj層～ω

　　貯。紛αη9μ5ご醐10

　　∫r8澱。‘ゴ3αηημμ∫

　　勘助。珈αη2αoμ履。

　　Rμη鷹。伽5｛励1｛5

　且r渤∫∫ゴαα｝ρ〃ωゴ5

　Mo3Zo　4∫oηぬεro

　肋ρ擁0’ゴ3η10㎎αr／rα0εosspツε40θ簡ぶ

　　EZ訥。’卿oo∫〃α∫0

　　0θηo’加rα如。加∫oro

　　％燃αoμη1岬。伽’ε

　　Pεノ’3∫oαr∫α毎・ゴrρρ∫ρ8rPεr∫∫oo廟

　加z∫μ’πρθrεηηθ

　　ムξ写ガ61∫μ〃zりか9∫η∫oz〃η

　　5∫zθ肥αr〃歪εrlo

　　防01α加αη45肱r∫oo

　　PO彪ηが〃03μηゴ0’oo　var」・o蝕∫∫o

　　澄gr⑳ツroη∫∫醗励∫εη∫εvar．置rαη5廟5

　　加ρεrα∫αの伽4r∫oo　var沸0εη∫9∫～

　　1）α刀∫oμηゆ∫3μ100‘μη1

　　澄肋鷹。肋砂∫ゴμ∫

　　Cゐθη（ψo伽〃zα～伽刀

　　∫θごαr∫αv’励∫f／9ρoη∫oo

　　ムゆθ4θzαノμηoεo

　　陀rδθηoδro5〃∫ε溺1∫

　　胸・ηo痂αノタρoη∫oo

群集標徴種
　　コセンタ“ンク“サ

群落区分種
　　麟イタドリ

　　オオバコ

　　材討モミ

　　コ効グサ

　　ヒヨト“リハ“ナ

　　ヒメスイバ

随伴種
　　ヨモギ

　　オ才アレチノキ“ク

マルハ“ сnス“ソウ

ヒメムカシヨモキ“

メドハギ

メヒシバ

アレチマツヨイク“サ

ツルヨン

シナタ“レスス『’メカψヤ

材イヌタデ

オニウシノケグ’サ

ス潜

ノコソギク

シロツメ舛

アカツメクサ

アキノエノコロク“サ

アメリカセンタ“ンク“サ

セイ二二アワタ“チソウ

ヘラオオハ“コ

ケアリタソウ

アキ〃ゲシ

ヤハスφエント“ウ

ヒメジ謡ン

献ニシキソウ

エソ“ノキ“シキ“シ

カワラヨモギ

ヒメジソ

カワラバハコ

ナ柔“ナタコウシ“ユ

コマツヨイク“サ

セイヨウタン本。本。

ヤナキ’㌧タテφ

ホソムギ

マメク“ンハ“イナス“ナ

ムシトリナテ“シコ

スミレ

言ヘビ“イチコ“

カモジグサ

チガヤ

ヌカキビ

コブナグサ

シロザ

カタハ“エノコ目

カラメト“ハキ“

アレチハナカ“サ

イタドリ

H　　2懲2　202　　÷

H

H

二

二

難

二

二

H

H

H

H

H

H

H

二

二

二

二

二

二

H

H

H

H

H

H

H

H

二

二

二

二

二

軸

難

二

二

二

二

難

難

｝1

翼

H

慕

蕪

藝

難

蕪

難

琵

簸

。

8

o

6

8

董・2

＋・2

÷。2

1・玉

　o

l・2

1・2

　0

◎

母

　十

÷。2

o

o

o

9

3

9

8

駐

嚇

9

9

2。2

　÷

玉・2

2・3

　0

十

÷

十

9

駆

。

　0

1・2

　0

　十

　斗

駐

。

離

雷

。

◎

6

駆

2。2

＋・2

　÷

薗

十

9

B

6

6

圭・2

　÷

＋。2

2・2

　2

1・2

1・2

　8

　÷

　十

　十

　師

＋。2

十・2

o

9

9

十

〇

　o

　十

　÷

　十

1・2

　◎

9

十

3

　o

÷・2

1。2

　÷

2。2

　6

o

o

o

◎

◎

o

o

o

o

o

o

9

1・1

2・2

　十

　3

玉・2

　日

騨

十

〇

◎

o

o

＋・2

1・1

　9

　2

玉・圭

　十

o

o

9

◎

馴

　◎

i。2

　0

翻

a

o

5

o

o

o

口

o

o

o

9

o

a

o

o

◎

3・3填・43
÷

o

◎

十

〇

　魯

1・2

　÷

9

細

十

〇

o

o

o

÷・2

　0

9

員

。

巳

瞬

B

ま・2

　8

紐

口

郷

2

騒

駆

重・2

　a

÷

　o

÷・2

1・2

　翻

◎

　◎

÷・2

昌

o

o

÷

翻

翻

2・2

　十

　〇

　十

　9

o

り

o

o

o

o

÷

6

＋・2

2・2

　巳

騨

2

9

6

o

■

9

ほ

巳

o

o

・3

＋。2

2・3

1・2

÷・2

　6

　÷

o

　o

圭・2

　÷

　◎

　十

　〇

　0

1・2

　峰

◎

劇

日

　a

＋・2

　0

o

o

o

9

翻

。

　0

1・2

垂・2

　8

o

o

翻

o

o

量

o

o

傷

④

o

醤

3・3

÷・2

1。2

　十

2・2

÷・2

o

◎

　翻

　十

　騨

＋・2

　0

　o

＋・2

馨

9

贋

9

　駆

÷・2

　9

o

駐

3

5

÷

9

“

o

魯

5

o

瞬

o

o

欝

。

翁

翻

◎

o

畠

自

a

o

o

o

1・2÷・2

1。1　・

＋・22・2

圭・2

÷・2

玉・2

B

駆

目

稠

　2

1・2

　臼

2・2

　0

＋・2

　陰

9

　糟

2・2

　0

　÷

1・2

　翻

。

“

駐

◎

◎

o

臼

。

　0

1・2

1・2

◎

o

o

日

昌

◎

斗

　瞬

2・2

　0

o

÷

翻

。

◎

◎

十

〇

啓

。

　ゆ

2・3

　◎

　÷

　斗

　巳

◎

8

翻

o

o

o

十

〇

o

o

馴

◎

6

隅

。

　十

玉・2

2・2＋・2

1。1　＋

十　　十

＋。2　・

十　　十

　・　　十

2・34・42
÷

　÷

1・2

　÷

　÷

÷・2

　9

　÷

　9

o

　a

l・2

　0

　B

重・2

◎

“

o

o

o

“

o

o

o

◎

o

o

o

◎

o

6

÷

o

o

o

o

　÷

　÷

　十

1・2

　0

贋

自

　0

1。2

　十

　◎

十

〇

　o

玉。玉

　駆

岱

　魯

2・2

　謹

十

◎

騎

÷

陽

翻

。

自

Ω

o

十

〇

o

o

9

巳

・2

　十

　÷

　十

　十

＋・2

　騒

　÷

　“

＋・2

　◎

o

÷

十

÷

o

　3

1・2

　0

瞬

瞬

骨

　0

3・3

　骨

。

駆

騎

回

÷

o

　o

　÷

　駒

＋・2

Ω

o
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Co∫ηzo3⑫伽磁∫

Ro5α耀Z解。ノ噛。

β0餉〃Zθr’0ん0～03θノゴ0εα

POウρ090η．魚90κ

吻うα30μ捌加ρεμ3

盆rθηα磁∫ε脚’1⑳！∫o

Pノα’∫禰εrαo∫o漉∫var．9勧1’θ∫oεη5

c加刀（脚伽〃1ゆ8伽アη

伽1～o∫z碑曜）oη繊5

ムy5∫η1・・脚韻。痴・・£ぶめ∫ε∬跳

，4ro肋ωノ・ぬ∫o

βoε加εr∫α吻。磁

Bro∬’oαノμηoθα　　　　　　　　　　　影
0εηα乃θro∫加。∫α

窃ε勲ηκ痂η召刀5ε

cθ7’α伽η7910膨ro飯’η

梅伽εr卵痂α姻ぬ
ノ姻α4∫頃48μぶv厳．詫。ψ1¢η∫

εθ∫朗oρ纏z1α

cンηoゴ∂η∂αoケZoη

Carex　sp．

肋わ”05’αα勘加岬∂1∫αvar．8嬬0ノ’

ル彪癬∫∫αμρ∫ooθα

．4ぶ彪r∫めμ～躍μ5

遵。α勿加螂rrα〃5

D∫o融。ごε昭5

0騨α∫αrゴvo

∫θごαr’αv∫r∫ゴ～3£〃おθ’・o

加⑳ρρgo”v～ノ8傭。μ∫

q）クθノ’μ3α’脚繊5

距mがov∫η』訪．y

Egμ’∫θ飯η70／vεη、∫θ

ぬηfんμ，刀だα1∫oμη2

加励’00脚θαわrα0∫θ60∫OSS勲．θ498・ヅ。肋∫∫var．ノ9ρ0η’0α

Pε競ooノ・故∫∫θう01ゴ’1

1）8r∫繊r’o伽ηbθ汽9ガ∫

防01αvθr¢o翅4α

魚ノηη2θro、ッfα．∫rη噛。ご0

3θぬ，η∫α〃πε班03雄η

アbzζη9左～ゴθη百ozζzα’o

オgro廊。～αv伽

α⑳ρoぬ耀grαo∫zε

∫09漁ノμρo鷹α

Pooψ5　gJoηzεノ嘲α∫α

加。’μoα3θrrゴ01α

コスモス

ノイバラ

オニヤフ“マオ

ヒ劫“エリ

ヒ“ロード」モウス“イカ

ノミノッヅリ

コウゾリナ

カワラアカサ　

アカメカ隔㌧シワ

コナスビ

ウト“

コアカソ

セイヨウカラシナ

マツヨイグサ

カナビキソウ

言うンタ“ミミナク“サ

ユウカ”キ“ク

イ

キンエノ釦

キ“ヨウキ“シバ　

スゲ属の一種
ブタクサ

カワラニンシ“ン

赫キギク

エノキグサ

オオフタハ“ムク“ラ

イネ

ムラサキエノコロ

メリケンカルカヤ

チャカ“ヤツリ

エノ贈グサ

スギナ

ィガオナモミ

ヤブマメ

アキノウナキ“ッカミ

ミゾソバ

ツボスミレ

ヤハズソウ

ツルマンネンク“サ

ヤクシソウ

ヤマヌカボ

トウバナ

ツメクサ

妊ガヤ

トゲヂシャ

猛

翻

H

麺

藝

簸

簸

難

難

擁

H

R

琵

簸

R

H

H

嚢

難

H

H

H

H

冠

難

難

難

蒙

蕪

蕪

H

疑

員

H

H

H

難

嚢

R

紐

H

H

H

H

薮

o

o

日

o

◎

9

麿

6

o

2

q

昌

曾

膣

o

o

o

巳

駐

o

o

羅

o

o

o

魯

o

廓

÷

÷

十

3

o

9

o

o

巳

o

o

3

驕

o

o

o

臼

6

8

o

o

o

◎

o

o

麟

o

o

翻

臼

o

5

聯

9

÷・2

　÷

　÷

　÷

　重

　÷

　÷

　÷

　÷

　聴

o

o

o

o

6

o

o

ほ

o

9

o

四

隅

B

o

o

2

9

o

o

o

o

9

日

巳

o

o

o

o

o

9

o

o

o

既

彫

6

o

駆

B

o

o

o

o

馴

5

o

o

2

腰

9

9

3

魯

窃

a

a

o

8

㊨

o

o

B

口

o

o

3

o

o

o

o

騨

富

騨

瘍

o

u

奪｝

巴

3

◎

◎

　9

1・2

÷・2

　日

B

自

6

6

o

9

巴

◎

o

◎

9

o

翻

卵

馴

o

o

旧

Ω

o

6

6

6

3

a

o

駐

6

　9

1・2

＋・2

　十

　〇

6

o

9

巳

o

8

o

疇

o

o

o

o

o

o

o

り

o

a

o

6

包

8

o

日

B

o

o

o

◎

o

o

÷。2

　0

u

3

o

o

翻

巳

卿

◎

駐

瞬

o

o

翻

駆

駆

3

◎

o

窃

o

習

a

6

o

o

o

a

o

o

o

翻

o

2・2

1・2

圭・2

　3

陰

6

o

露

o

瞬

6

o

o

翻

駐

3

◎

“

9

o

3

o

e

9

◎

o

B

晦

卿

o

q

6

9

o

玉・2

玉・2

　十

　十

　〇

o

曝

琳

騨

駐

o

魯

極

駐

6

o

9

o

o

o

鱒

o

o

2

◎

o

o

o

o

3

細

翁

o

　9

1・2

　十

　÷

†

o

o

o

翻

細

o

o

o

“

9

自

窃

◎

2

o

a

5

o

6

o

o

3

腰

3

の

翻

o

÷・2

　十

　十

　÷

　2

繕

◎

躊

9

◎

9

9

o

臼

日

2

登

6

o

◎

自

翻

9

o

o

駿

腐

◎

5

働

　◎

1・2

＋・2

＋・2

　十

　十

　÷

　十

　十

褻18． キシュウスズメノヒ鵡馨藷臨鯵1嘱戯stich幅C翻“溢惣

Seria三　no．

裂eleve　no．

Square　size（㎡）：

銭eight　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　herb　layer（箔）＝

慢u磁ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面稜（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％）

出現種数

　i　　2　　3　　4
　蚕（G　　　KG　　　KG　　　KG

4　　5　　14　15
　玉2　　　圭6　　　15　　　12

0．23　｛｝．25　0，25　　0．4

　95　　　90　　　90　　　90

　1　　2　　4　　4

　5　　6　　7　　8
　KG　　　｝｛G　　　KG　　　KG

　16　　　33　　　35　　　34

9　25　圭6　16
⑪．25　G．4　G．4　0。3

ge　10⑪ま00　10⑪

4　　5　　5　　4
韮）iffereatial　species　of　co甕里皿．：

　　Pα潮ρα伽訪∫’∫o勧η

　　L8θr5切ρρo漉o

Co揺panions：

　　Pθ癬oα禰妙雄ρρ膨r

　．4η3η2α朋∫αoooo肋θo

　　加伽9纐μ励めゴゴε3

　Mb海oo海o癩vO9加訪∫var，ρ1傭㎎～ηθα

　泓伽0翻oo　o耀讐α！1∫var．0α1イ6伽

　1）加～αr∫5αア・姻4加αoθo

　勲∫oαη伽∫50鋤α頑orμ5

　伽ゴ召r加αμooμηめ¢η5

群落区分種
　　キシュウスス“メノヒエ

　　アシカキ

髄伴種
　　ヤナギタデ

　　ホソバ“ヒメミソハキ“

　　チョウシ“タテ“

　　コナキ“

　　弼ヌビエ

　　クサヨシ

　　愛ギ

　　アゼナ

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

5◎5　　5。4　　5・・5　　5麟4　　5◎5　　5。5　　595　　＋

　◎　　　継　　　自　　　◎　　　繕　　2。2　　2。．2　　5。5

2

o

翼

9

回

o

十

3

9

2

2

o

　9

率。2

　÷

　o

口

o

”

十

　÷

　十

1・2

◎

o

o

畠

陽

＋・2　÷・2

　0　　　　　　　　　　0

o

翻

o

o

コ

÷

÷

口

十

〇

o

◎

o

÷

臨

一51一



嚢露1．アキノノゲシ一己ナムグラ謡講（蓋一3），ッルマメ霧落（の，ヤブガラシ昏乱（§）
　　　　　　　　鼠趨。包uco　i麩dic鼠¢一覧蓑騒ule宅魍謡　」畠醐1ci（！一＄），　Glyci篇¢　騒瀧　ss翻　　§◎」農

　　　　　　　　cむ劃蹴㌢（婆），（靱蹴ま＆謳嚢翻i囎c9劉蹴ン（5）

Seria1　罫｝o．

飛eleve　no．

Square　size（㎡）：

｝｛eight　of　herb　！ayer（翻）：

Cover　of　herb　ユayer（％）：

四u難ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本魍霜被率（％）

出現種数

墨　　2

AB　KG
22　25
25　25
i．2　0，5

10⑪　まGG

4　　6

　　3

KA
　　玉3

　　茎6

・⑪．3

　9⑪

　　7

4　　5

KG　籔A
9　　22

9　　25
G．8　⑪．7

95　圭00

1⑪　i2
　Differentiai　species　of　co盈皿．：

　　　魚加ぬ5ノゆ。鷹μ∫

，Gら翻8η鷹ssp・．∫ψ
　　　Cのノrα∫ガαノ』ゆ。η∫061

　　　Pμ召ノ・αノ・故！oδατα

　Co醗pa轟ioas：

　　P肋如r∫∫oノ・μη4麹αoθα

　　　∫01∫ゴαgoα傭3吻α

　　舶’∫00η～1ηイ53000乃Or∫〆ZOrμ5

　　Rμノηθκノ解0刀ノα4∫

　　　％7’∫1’3ノ叩0η∫0α

　　勧∫ooη∫加∬∫ηεη鋸

　　擁r「ε醤∬sゴ。　ゴ湾ゴ言。α

麟落区分種
　　カナムグラ

　　ツルマメ

　　ヤフ“カ「’ラシ

　　クズ

随伴種
　　ク狛シ

　　セイタカアワタ“チソウ

　　言キ“

　　ギシギシ

　　ヤブジラミ

　　ススキ

　　ヨモギ

叢

琶

冠

H

藝

H

H

H

難

薮

H

5噂

　臼

o

9

ま・2

　臼

o

o

o

5。5

　0

　÷

1・2

蓬・2

　十

　〇

o

窮

。

5・5

　0

3

o

o

　十

＋・2

　十

　9

　9

5・5

　◎

o

3

÷

6

÷

亀

自

十

3

3・3

ひ4

　十

圭・2

　0

1。2

　十

1・2

出現王回の種0犠er　co皿pa寵ons：Serial　no．1：勘躍即f亡θs　aμ鏡遡1おヨシH－2・2，6蟹加濁
εPロrfびπ～var．　ecね」躍osper澱。η　ヤエムク“ラ　B一＋，　2：　胎。亡｛」oa　ごηdゴ（黎　var．　f鐸df（題　アキノノケ“シ　｝至一＋，　3：

／セrs∫o∂rfa　亡1～耀3わθ駕∫ノ　ミソ“ソバ「’　｝玉一玉爾2，　Lol　j£ノ加　∫πロ1重ff10rロ醒　ネス“ミムキ”　H一＋辱2，　沁ro17ゴ（濯　Pθrsf（聡

オオイヌノフク　り　狂一÷霞2，　4：　paspaエリ加　dゴs亡fc1～ロ忽　キシュウスス“メノヒエ　｝｛一1窃2，　％ηfcμ醒　わゴεαエ（聡亡ロ〃　ヌカキヒφ　薮一÷，

（冶rθx　（ガ翻。塑々σ1aρf　s　アセ“ナルコ　難一＋，　恵ヒ）s1∂　〔ゴf∂η亡ねθz召　ヒメシ“ソ　正｛一＋，　30rgわしr躍　力aエ（ルθηse　セイハ“ンモロコシ

H一十，　Lycσpりs　灘a∂c盈i∂ηロs　とメシ臓ネ　H一÷，　5：　P6e（ゴeria　scandeηs　ヘクソカス“ラ　猛一1a2，　Reyηoロtrla

ゴ∂po17f（逡　 イクト“リ　｝1－1耶2，　1～osa　π～｛ノエ亡1fユora　ノイノ、“ラ　二一1◎1，　／i贋わro51a　亡rゴff（ノ8　軽目フ”タクサ　難一÷魯2，

；ヴ。ゴ∂　∂η～grりs亡ゴfヒ）エfa　ヤハス　エント“ウ　H一÷窃2：

侮言焦　セイタカアワダチソウ霧落（董一3），オ愛アワダチソウ癬落（の

　　　　　　　＆）1i（醜磯1宅iss蟻。偲劉講i匙y（葦一＄），　Soli（聰壌i露鐡漁膿睡宅￥（壌）

Serial　RO．：

Re！eve　no．：

Square　size（rn『）：

駐ei竃ht　of　herb　三ayer（盈）：

Cover　of　herb　layer（箔）：

賛u環ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ軸）

草本層植被率（紛

創案種数

　1

GO
12

16

墨．5

go

　8

2　　3
籔G　監G

30　12
2G　2G
4　3，5
圭OG　gG

14　14

　塵

測0

28

　9

隻．2

90

玉1

韮）ifferentia！　species　of　co租皿・：

　　∫0々6治gOαZご∫55”η0

　　30々ゴogo　gfgO刀∫εα

Companions：
　ノ1rfξ㌘，」∫3／6r∫η訪。α

　赫500潭∫ノ7μ5∫αご0／7αノ’ぴ？oη45

　　レな’cゴααア？9με‘ぴ～）霞α

　ノノZ〃ημ～Z4∫ノゆ0η∫0μ．∫

　娩ご6㌍～醐ゴ．ヲノ6㌍0η∫00

群落区分種
　　セイタカアワタ“チソウ

　　言オアワタ“チソウ

髄三種
　　ヨモギ

　　駐“

　　ヤハズ’エソト“ウ

　　カ払グラ

　　ガガイモ

難　　595　　5。5　　3。3　　　隠

H　　…　　　　　　　5・5

薮

H

疑

H

難

2・3

　0

÷・2

　0

　田

．璽。2

　9

o

1・2

1・2

　十

2・3

　÷

　÷

÷・2

　÷

　一ト

出現1回の種Other　co即餓ions：Serial　no，玉：ρ∫g1古∂r招。∫／麹rlsメとシバH一＋・2，3麓ηacだε
∂πηααε　ヒメシ“ヨオン　難一÷，　飽5亡μ（）a　arロηゴfη∂ごe∂　オニウシノケグ㌧サH一＋，　3θ亡∂rゴa　ρ測πf！！a　キンエノコB　垂｛一÷，

ノ～ひ魚ex　crfsρμs　ナカ“ハ“キ“シキ“シH一÷，　2：ノ～oε8　π～μ1オ∫f1θτヨ　ノイノ、“ラ　｝至4鱈2，　総10亡わrfヨ　ゴヨρoη∫（濯　スス“メ

ウ｝，　H一玉露2，　θyηos亡θ珊〃∂　ρθη亡apわyエエ耀π　アマチ学ツ“ル　H一＋。2，　％rfエfs　ゴ∂ρoηf（濯　ヤブシ“ラミ　譲一÷62，　蜘s1∂

d1∂η亡ねθτ∂　ヒメシ“ソ　董｛一÷，　Ar亡θ〃fsゴa　8p18Cθa　カワラニンシ“ン｝至一斗，　エ）fo5core∂　亡0丁目ro　トコロ　｝｛｝＋，

護即e1σρsノε　9！∂∫7d1／！0s8　var．　ゐε亡θroρねア11a　ノフ　ト“ウ　｝｛一÷，　艶z／crfμ贋　vfscご（ぬノ皿　var，　加fg召eエfaηロ摺

ツルニカ“クサ猛一＋，　ρθp∂rゴヨ　ゴ∂ρoηゴ（壌　シケシタ“　H一÷，　ルゴ。カ。εaη亡ねθεcロ（）μノηθroゴ（ゴθs　カラスウリ　舞一÷，　∫㎎エヨρs

∂ゴ1∂η亡ね乏fb－Z　f8　言ニク“ルミ　難一気　　3：　乃加δrosゴa　古rff」£（ゴヨ　愛オフ“タクサH－4馨4，　Soエrg々ロ皿々a1θρεηsθ　セイハ“ンモロコ

シ　壬｛一i・2，　ノ～〃摺ex　ブ∂poηfcαs　キ”シキ“シ　｝至一ト。2，　α～θ殺（ルodゴμ醒　a醒わro5fofdεs　ケアリタソウ　｝｛一÷馨2，　1葱ηま。む～〃

わfεロエca亡ロ〃　ヌカキヒ“　｝ト＋，　オ1亡θη7aηオカθr∂　sθs5flfs　ツルノケ“イトウ　H一＋，　S亡θ1エヨrゴ∂aQぴa書f（濯　ウシハコへ“

H輔÷，　βoeね加θrja　ゴ∂ρoη更（濯　var．　エ。βgj卵i（霧　ヤフ“マ言離心÷，　4：オ～びわ∫∂　a㎎y」1　アカネ　藝一1露2，　ゐθSρede呂∂

cαηθa亡∂　メドハキ“　H一十a2，　01yc∫ηe　朋x　ssp，　50ja　ツルマメ　H一千82，　1～り紐θx　oわ亡こノs／fb11」ノs　エソ“ノキ　シキ　シ

H湘÷，　1）ersゴcarゴa　sゴeわ。エ（ゴゴf　アキノウナキ“ツカミ　H一十，　髭！c亡μc∂　fη〔ノf（沼　var．　∫η（ゴノ（濯　アキノノケφシ　薩一十．

一52一



褒2；3．　カゼクサーオ穿バニ了霧集
　　　　　　　　菱3聡os亀io　蚕¢智㎎三篇¢藍一口》1内服i鰭e乞継馬　農si島£i（壌¢

Seria1　琵。，：

Re！eve　no，：

Sく［口are　size（㎡）：

Hei塞ht　◎f　herb　layer（皿）：

Cover　of　錘erb　layer（簿）：

醤u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査薪積（ガ）

草本層の高さ（奮）

草本層植被率（％）

出現種数

1　　2　　3　　4
GO　　　Y蓋）　　選O　　　GO

ま5　　1　　27　i3

6　　魂　　4　　12
◎。2　　｛｝．15　⑪．王5　　0。2

4⑪　　　9G　　　8⑪　　　9G

8　　12　圭玉　　6

Character　a籍d　differential　species　of
　　P∫9ノ∫αr∫αソガ。～α30飾

　　魚ogro5が5プ乙rη49ノηεα

Co皿pa蕪ions：

　　P爾。贈ゴ∫c海αoηがα昌z｛7η

　　κμ脚」θro吻躍ρ～4zαoθo

　　◎η0ゴ0ηゴ0の・！0刃

　　．4ノ・∫8癬∫’o∫層∫oo

ass．：群集標徽種・区分種
　　　　　　　アキメヒシバ“

　　　　　　　カゼクサ

　　　　　髄伴種

　　　　　　　建愛ク号キど』

　　　　　　　マルハ’聰ヤハス㌧匹ソウ

　　　　　　　キ“ヨウキ’蒐シハ　

　　　　　　　踊ギ

H3彫31塑21酵21膨2
｝至　　　o　　　＋　　 ユ窃2　　5母嘆

猛

簸

瓶

｝圭

　十

÷・2

　8

　曜δ

1・2

2・3

1・2

　9

　冊

　蕾

　3

1・2

・季

＋・2

出現1回の種0犠er　co即anions：Serial　no，1：εθ顔r拍ρa1万dθ一f〃sc∂コツブキンエノコロ播i・2，

Eτ召gro5亡fs澱ロ1亡∫caαエゴεニワホコリ　銭一＋麟2，　（ンperα3　co即rθssびs　クク“カ“ヤツリ　H一ト，　∠ヲエθαsfηe

∫η（ノf（履　オヒシバ“　簸一十，　（｝「pθ蝦ノs　fr∫8　ココ“メカ“ヤツリ　H一÷，　2：　（ンperびs　ro亡μη（ゴμs　ハマスケ“　簸一3鋤3，

Pエa嬢亡ago　laηceoエa亡a　ヘラ言オハ“コ　銭一2臼3，　及）yεf8　ゴapoβf（履　シバ“　薮一2醇2，　7r∫fbエfロ磁　1『epe鯉s

シ雛ツメクサ｝韮一董02，　門。ゴa　aβ9どノs亡ffb！1∂　ヤハス“エント“ウ　難一192，　0詔1fs　corπfcびエa亡∂　カタハ“ミ　｝至一1賠2，

1〕ヨ5pヨ1ロ澱　ゴfエa亡a亡召珊　シマスス“メノヒエ　H一圭＠1，　ムθρ∫dfμ卯　yゴrgf君fcθ皿　マメク“ンハ　イナス“ナ　琵一＋，　3：

κa1殴1ηero｝綬∂　str1∂亡a　ヤハズソウ　H－5◎5，　P1a∫7亡ago　as∫at∫cδ　滋オハ“コ　董｛一÷¢2，　∫ロ月¢りs　亡e蹴1∫s　クサイ

簸一÷臼2，　P（）1y80ηび醒　∂レfcリエ∂rε　ミチヤナキ’」　琵一1。工，　βf（ゴθηε　froη｛ゴos∂　アメリカセンタ“ンク“サ　H一÷，　麗と）sエヨ

（ゴゴβη亡八θτ召　 ヒメシ“ソ　難一÷，　Oo解澱θエ」fηβ　co醒級εノηfε　ツユクサ　慧一÷，　Pθτsfcβrぼ∂　10β9ゴsθ亡ヨ　イヌタテ”　難一÷，

4：　P（沼　8ηημ∂　スス“メノカタヒ“ラ　嚢一ま㊨2．

巌昆農．　　ナメブノくギシギシーギシギシ震馨銭　　鼠馨騒ic3奪慧醗　C宴is縣》一3箆脚鼠C三

Serial　no，：

Re更eve　no，：

S＜1uare　size（㎡）：

Hei£ht　of　herb　！ayer（磁）：

Cover　of　轟erb　layer（％）：

饅u【Rber　of　species＝

通し番号

調査番号

調査薗積（㎡）

草本屡の高さ（舶）

草本屡植被率（箔）

出現概数

　玉

翼A

　2

10

　1

玉oo

王9

　2

KA
19

圭5

0．8

7⑪

17

Character　species　of　ass．：

　　Rμηzaノ卯0η∫0μ5

　　S纏傭。α9雌言oo

Co皿paτ｝ions：

　　8’4召η3ρ’Zo∫α

　　〆望〃めro5ゴσr7’醒ゴ0

　　7b泌5ノρρoη∫oα

群集標一種
　　ギシギシ

　　ウシハコベ

随伴種
　　コセソタ“ンク“サ

　　献ブ妙サ

　　ヤブジラミ

難　2。2　÷

翼　　告　＋・2

H　5・4　玉・2

H　1。2　2・2

嚢　玉・2　　＋

禺現1回の種Other　co瓜panions：Serial　no．ま：6躍加贋5ρα頁殿var．
θ（カゴβospθ遡。η　ヤエムク“ラ　H－2雛3，　ム。エfぴ孤　磁！1亡Σfエor召醒　ネズミムギ　H－1。2，　Pαθτヨrj∂

エoba亡a　クス“　H一玉門2，　Se右arla　pμ償ゴ1エa　キンエノコロ　H－1総2，　4gropyrGη　亡s召kαshfe趨se

var。　オ1召η51eηs　カモシ“ク“サH－1盈2，　8ヒ）1aβα班ηjgrび加　イヌ本幕ス“キ　H一｝a2，　事／ゴ。ゴ∂

βηgαs亡ゴfbエf∂　ヤハス“エント“ウ　H一玉尉2，　εrfgθ1『oη　（瞬ηadθηε芸s　ヒメムカシヨモギ“　難一三6L

Oねθηopoゴfこノ甜　農呈bロ酸　シロサ”　慕一十脇2，　Co囎θエ選ηa　co稟議ロη』l　s　ツユクサ　蕪一十。2，　0eno重脅era

18cf17ゴa亡∂　コマッヨイク“サ暮一＋，　ρ∫gゴオarfa　cゴエノarfs　メとシバ“　騒一十，　3θ亡aエ『ゴa　fヨberf　アキノエノ

コロク“サ　難一÷，　殴5亡θr　εμわμエa亡りs　ヒロバ本ウキキ“ク　蕪一十，　2：　践r亡e四fsfヨ　ゴη（ゴゴ（履　ヨモキ“　難一484，

κθ」々｝oロ亡rゴ∂　ゴ8poηfc∂　イタト“リ　H－2臼2，　（ン！eηopodfび醒　8紐むrosfo1（ゴθs　ケア｝1タソウ　H－1q2，

艶rsjcar∫a　hy（ノr（4）∫Pθr　　ヤナキ“タテ“　H一重62，　Peτεfc8rゴヨ　10η9∫5θ宏8　イヌタテ“　H－162，

Zrffbl　fり〃1　rθPθηs　シロツメクサ｝｛一斗頭2，　Pね1聡8π～∫オes．ノ3ρoηfca　ツルヨシ｝｛一＋92，　0θηo亡ゐer召

わゴθηηfs　アレチマツヨイク“サ簸一千，　傭。オ召。β　ゴ」3ゴ∫（聡　var．　Ση（ゴメ（濯　アキノノケ　シ　猛一十，　Pθr5Σ（凌rメ∂

ユapa亡ねffθエja　オオイヌタデ“　慧一＋，　OXalfs　comfcμ1∂オa　カタハ“ミ　｝｛一＋，　∫α5亡烹C∫∂

ρrocu伽ηsキツ冬ノマゴH尋・

一53一



蓑25． クサネムーメリケンガヤッリ馨蔭
Aeschy麗e籍e　i曲。臨一Cype麗s　e㎎ms亀is　oo閣u総itジ

Serial　no．

Releve　融。．

Sq1】are　size（㎡）：

1｛eight　of　herb　layer（観）：

Cover　of　herb　layer（路）：

濁u鶏ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率（％）

出隅種下

　1

Yの

13

1⑪

重。2

95

　5

　2

YD

玉2

10

圭．4

go

　8

3

YD

圭e

工2

1

8⑪

9

4

KG
10

4

1

90

16

　5

KG

27

　4

墨．2

99

19

韮）iffererユtia！　species　of　co盈m．：

　　オθ50め7η0〃形ηθ∫η講0α

　　（ンPθノ’μ3θ～’㎎ノ’05∫∫3

　　ノμη・μ∫罐∫μ5v磁．礁⑫ゴθη∫

至）ifferential　species　of　under　units：

　　肋5如訪αη∫加rα

・∫ε～αr’α，勧θ”1

　　乃’⑳！勧2r窪ρθη∫

　　ノ宝r彪〃が皮αゆfooθo

　　Pαη∫cμη：6∫s掘。α傭｝l

Companions：

　　∫oz140goα1’∫∬∫η10

　　．43r召r∫幼μ10rμ5

　　P碗0μ吻4励0∫0別個or雄♪Z

　　∫θrαノ’∫oρμアη〃。

　　Eヒ170η00海～0αorμ5gα1”　var．0αμぬ∫α

群落区分種
　　ク嚇ム

　　メリケンガ’ヤッリ

　　イ

下位群落区分種
　　ヒメジソ

　　ァキノエノコロク“サ

　　シロツメクサ

　　カワラニンシ“ン

　　効キゼ

随伴種
　　セイタカアワタ“チソウ

　　ホ磐ギク

　　オオクサキヒ“

　　キンエノコロ

　　ケイヌビェ

H

殺

R

H

難

H

H

H

H

H

H

嚢

．難

5。5　　504　　4。4　　董鐸2　　圭。2

393　　茎02　 393　 2。3　　1e2

＋・2　＋　＋・2　÷・2　÷

o

o

o

o

o

9

o

碍

8

9

＋。2　2・3

　翻　　　　　　　　　轟

。

3

o

9

十

2

o

9

豚

。

繕

’　●　9　，　・　」　・　，　」　■　●　o　■　o　o　o　．　●　．　，　．　，

i＋・2　3・3
…

i2・2　圭。2

i1・21・2

i1・2＋
い　　1・2

・　｝・隻　＋

1。2　 3“3　 4。娃

÷　3・3　　÷

十　　　　　　　・

1・2　　　　÷

出現1園の種0頓er　co即anio貧s：Serial　no．1：勘超g加亡θs∂りs亡遡たsヨシH一÷，2：
1～or∫ρρa　fs1∂ηd∫ca　スカシタコ“ホ“ウ　H－223，　（ンPθrロs　co〃prθssμ5　クク“カ“ヤツリ　H一÷，　Pbrs∫c∂rfa

エ。ηgfsθ亡∂　イヌタテ“　H一＋，　3：　／1贋π～aηηゴ∂　cocc∫ηθa　ホソバ“ヒメミソハキ“　H一＋，　Pヨsρa1μ珊　亡hりηわθ屠ff

スス“メノヒエ　　H一÷，　嘆：　正）fgゴオ∂rfa　～／fo1∂scθηs　アキメヒシハ“　H－102，　CンPθrロs　わrθy∫fblfαs　var．

1θゴ。エθρf5　ヒメクク“　H一＋02，　8fdθ月s　froηdosa　アメリカセンタ“ンク“サH一ト，　！ir亡θπ～1sf∂　fηdf（濯　ヨモキ“

蛋｛一÷，　0κ∂1ゴs　s亡rゴ。亡a　オッタチカクハ“ミ　翌一＋，　5：　Pヨs岡1μπ～dゴs亡fcね㎜　キシュウスス“メノヒエH－1紛2，

1）fgf亡arfa　cぼエfarfs　メヒシバ“　H－1。2，　1卿θzヨ細　（琴d　jηdrjc8　var．　κoθηfgf」i　チカ“ヤ　H－1。2，

07贋～）（4）ρgoη　亡or亡ゴ1ゴs　var，　goθrゴηgfメ　オカ“ルカヤ　H一÷翻2，　careκ　df醒Olpカ01印fs　アセ“ナルコ　H一牽，

（ンperりs　s∂ηgロゴ潔01θη亡召s　カワラスカ“ナ　H一ト，　乃（濯1ypカ∂ヨα3オ1ヨ1f5　エノキク“サH一＋．

蓑26． オオブタクサ群落　手炉os語隠貿i（臨Cむ魍讐滋ty

Serial　no．

詮e！eve　τ｝0．

Sq響are　size（㎡）：

｝｛eigねt　of　herb　layer（鳳）：

Cover　of　益erb　！ayer（％）：

醤umber　of　species：

選し番号

調査番号

調査衝積（ガ）

草本層の高さ（の

草本層蝉吟率（箋）

出現種類

ま　　2　　3

日目　A8　KA

13　15　　玉

一　　10　　5

4　3．5　0．4
100　　1e｛｝　　8⑪

5　　6　　三4

i）ifferential　species　Qf　co皿皿．＝

　護規うrO5∫αぴウ？ぬ

Companio駐s：

　　cαrゴα用’ηθノz釧μo∫o

　減9rρρyγ0η∫3誼励∫θη∫8　var。　frα濾θ刀∫

　　Gα11μ〃2岡ρ～磁η3var．鋤1η05ρεr〃1・η

　／ぞμ〃z群。う∫μ5〃わ々μ5

　Roア卯。言∫∫oηゴゴoo

　／）θr∫∫corlo　r乃μη∠）ε㎎∫ノ

　P加zαノ・∫Mr姻ゴ吻αoθo

　　bε〃79ノαノζηフ0ηガ0α

　五）ノ9παr∫αof～∫αr∫5

　Xαη’ん加πooo∫ゴεη’α1召

躍θ∫o妙ηo’ηεηε加4纐

　ノ）θr3∫（♪αノ畠’αz卯α疏灰）1∫o

　飽3∫μoααrμ刀訪ηαoθo

　魚耀zμ吻ρoη繊∫

　ムoz旧知μZ解orμηz

　Rz捌αノρρ傭α訂

　〆1rf8，刀∫3’α∫ηζノ’oα

　0θηoご加roZαc加∫α’o

　c・捌α07γ’刀・ブ。δ∫

　cαr郎∫oozη’びわ〃。

　C加η【2ρo伽η1αZうμη7

群落区分種
　　献プ妙サ

随伴種
　　タネツケハ“ナ

　　カモジグサ

　　ヤエムグラ

　　エソ’「ノキ　シキ“シ

　　スカシタコ亀Lホ“ウ

　　ミゾソバ

　　クサヨシ

　　オニタビラコ

　　メヒシバ

　　露顕ナモミ

　　クサネム

　　オオイヌタデ　

　　オニウシノケク“サ

　　重盗グラ

　　ネス“ミムキ“

　　ギシギシ

　　ヨモギ

　　コマツヨイク“サ

　　シ“ユス“タ“マ

　　シオクグ

　　シロザ

H

難

H

H

難

狂

H

H

餐

H

H

ヨ

賛

H

H

彗

H

薮

H

H

難

H

5嚇5　　5。5　　3。3

　十

1・2

　十

　÷

o

o

B

◎

翻

6

巴

翻

o

9

◎

十

〇

o

　0

1。2

王。2

華・2

　十

●

o

o

騨

9

o

o

6

a

駆

o

o

o

6

　0

3・3

2・2

圭・2

1・1

＋・2

＋・2

÷・2

　十

　斗

　÷

　十

　十

　十
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誤
　1

褻27． 二才アカザーオオオナモミ麗摯鐘　Che猟｝蜘io－X擾n乞盤i¢童U服

Seria！　君。．：

裂eleve　no。：

Square　size（㎡）：

蛋｛ei星ht　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　herb　layer（懸）：

腫umber　of　species：

通し番号

調査番号

調査衝積（㎡）

箪：本層の高さ（m）

草本魍植被率（％）

出現種数

　1　　2　　3　　4　　5
TOA　　TOA　　「ぎOA　　「ぎOA　　TOA

　14　　　15　　　玉7　　　玉2　　　13

10　10　6　8　10
｛｝．e5　0．3　0．15　0．3　G．2

　5　　　70　　4⑪　　70　　50

　59101110

6　　7　　8　　9　　1⑪
TOA　　TOA　　TOA　　TOA　　TOA

16　　1　　5　　9　　玉0

6　10　玉O　l⑪　玉0
0．3　1．6　L2　1．5　L5
50　　　90　　　70　　　85　　　85

圭G　　　叢4　　　11　　15　　　14

ユ箋　　　茎2　　　13　　　14

TOA　　TOS　　TOS　　TOS

玉圭　　　33　　　29　　　3G

玉O　　　IO　　　圭G　　　圭2

L5　L2　G．7　L1
85　　　100　　60　　　95

10　　　1⑪　　　14　　　19

15

MO

26

25

1

90

11

茎6　i7

GO　S翼
14　　4

10　玉6
1，4　G．6

90　60
12　20

Character　species　of　ass．：　　群集標微種
　漁η「ん∫zz〃1000∫ζノθη∫α1θ　　　　　　　　　　　　　　　　オオオナモミ

のiffereatia！species　of　u自der　unit下位群落区分種

　　1）or’z‘～αoαoZθrαoθα

　　肋αrα四脚∫ρo∫ぬ∫

　オ。⑫助αα姻rα」∫3

　　α・∫・躍αρεη’α9・ηα

　Eo伽00ん∫0αorπ．∫90〃1　vaぎ．0αη4αrα

　Pαη鰍〃24励ofo〃翅orε〃刀

　加ゐ鷹。η加ρ∫ぬ3

　　Gう・0∫ηθ〃2αxssp．∫ψ

　．4πθ〃が3’αfηゴ∫oα

Co皿panions：

　　β∫4θη3か。η403α

　　D’9細ゴαo∫zゴα7ゴ∫

　　Pεr3∫oo癩ゆα∫嫌）1∫α

　　q四’μ3η聯。ゴ7岬∫α

　　8～励orうノ。〃20α伽砂

　　∫αα癩1∂加が

　　Eo勧ooんZoαα743－9α11∫

　　∬6ん加00ん1000鷹一8411〆var　o騨ノω！ρ

　　◎四’243α〃1μr∫α45

　　Eμ助。ノ’わ’o∫ゆηα

　　β914∫3ε伽～αrv召η・∫θ

　　1）召r5ズ。ω噸∫o妙4ノ畠0仰θノ’

　　Eo1ψ顛ρノ’o∫かα如

　　Pα加α〃ηわ∫3μZoα飯’η

　　∫々9ηααη91伽プ・∫var．ゆρ0η召η・∫孟9

　　E1θμ3加θ∫ηゴゴ。α
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　　R・ノ吻傭1αηゴ∫cα

　　仰臥禰μ矛刀ooo∫ゴθ班α1ε

　　Eo々μαρro3frα∫α

　　．肋規肋捌∫∫α～∫α棚
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÷
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Conyza sumatrensis

Salix sachalinensis

Chenopodium album
Microstegium vimineum var. polystac]u,um

7]ypha iatiqfolia

.4grostis alba

Coix lacrymav'obi

(IZ]{perus brevijblius var, leiolepis

Cl}tperuseragrostis

Alternanthera sessilis

Solidago attissima
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a3X1 itcDtw Other cempaBions: Serial no. 2: Ntscanthus sacchariflorus "" g-+, 3: Xypha angustifoJia tXti1"? H-+, 4: Persicaria perfoliata 6Yl'hV H-+, 5: Rhragmites
karlca {iif:13ii ff--+, 6: Lindernia dubta 7Xi]ft7if'i K-+e2, Echinochlaa crus-galli Kge-'E H-+, IO: Scirpus triqueter ttYVIN H-+, ll: Commelina communis 7afitr H-2e2, Erigeron

canadensis tXAhYslS" H-}, 7laraxacum officinale it69""Y*e*D H-+, 12: Impatiens textori 7iJ7*V" H-+e2, Rhragmites australis gY H-1, l4: Oenanthe javanica keiJ H-le2, l6:

Eleocharis Icurogurvai Ome"Vd H-+, Rorippa indica ipth"iY ff-÷, l7: .runcus Jeschenaultii i9h"6k"WyO H-+, Glycine max ssp. soja 7)bvpt ff-+, 18: Persicaria nipponensis laB
e"V H-2n2, l9: Cyperus sanguinolentus hV5Xh"t H-2e2, Cyperus globosus 7Vh-`V7)J }l-le2, Setaria faberi 7i7Yillfi"if H-+, Lindernia antipoda XX"pt7F9fi"iY g-+, 21: Leersia
J'aponica 7iihS H-lm2, 22: Ambrosia trifida kJt7"eOti g-lm2, Reynoutria J'aponica K"F"iJ K-+, Setaria viridis J[11fie"if H-+, Stellaria media ]iN:A" II-+, 23: Lobelia

chinensis IY"itfiY l{-+-2, Gnaphalium afrf'ine iVi)O"if #-+, Amaranthus patulus *V7th"d}O l{-+, 25: Crperus iria ii"Xh"V'Y,J R-4e4, Potentilla sunda2'ca var. robusta rtAt"(fi"

g-+, Astragalus sinicus tr"Ytr" H-l, Arthraxon hispidus i7"M"if ff--+, Eleocharis congesta iVM #-+, Fimbristylis miliacea ti"!J] g--+, 26: Gnaphalium spicatum "iY"mlfia"ij

H--2e2, Alopecurus aequalis XX-'pt7i7*"9 H-le2, Poa annua J<J("ptlhPt"i H--+-2, Rumex crispus th"A"S"X"Y H-i, Ammannia coccinea *YJX"tptRVAi" l{-i, 27: Juncus effusus var.

clecipiens K H-2e2, darex dimorpholepis 7e"t)Vl H-i-2, Verbena bonariensis A"-A'"t H-+.



褻露§． アぜガヤッリーカワラスガナ霧i簗薙畷），シマトギンソウ面諭（5－7）

c贈蹴躍菖1醜鱒一s騨i聴01翻宅三（蓋畷），雛睡醜is麟¢暫i㈱c§懇甑亀ぎ（§一？）

Seria亙　嚢。．：

1～eleve　τ｝0．：

Square　size（㎡）：

翼ei墓批of　herb　layerω：

Cover　of　herb　layer（器）：

醤u皿ber　of　spec三es：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（m）

草本層植被率（％）

出現種数

　1　　2　　3
観O　　TOS　　TOS

8　　34　31
　1　　玉　　2
0，35　｛｝．3　G、3

60　70　填G

23　23　22

4　　5　　6
孚◎S　O簸　0最

32　玉2　圭0
4　　｝　　2
⑪、2　⑪．05　0．圭

7⑪　9⑪　70

18　15　18

　7

0簸

　3

玉6

0．5

4⑪

28

Character　an（圭differeζ｝tia！

　勘ηδr∫∫り・z∫∬9μαη’o∫α

　肋oo加r’∫ooη9θ5∫o

　　q脚rμε融

　＆励oo物αorμ、∫一9α〃∫

　　q牌ノ噸μ∫娚∂襯・∫

　　乙μゴw∫9∫αの10わ∫o∫4ε∫

　　qアρεrμ∬αη9崩oJ8η’z4∫

　　q脚rμ5〃210ro〃’ごα

　　〃ηゴθr海αげμ加。

　角’ηか塒廊’η∫1ノαoθα

　　Cθηゆθぬ〃繍η！α

　　q｝クθ欄ゆρo海。μ5

　　飾めr∫5帥5ゴ励αoη∫α

　Erogro3が∫耀z∫ξωμ1∫∫

　　L帽θ襯αρrooμηめ8η5

　　qソρθrμ∫ガooo’ゴμ5

　　qγρ8rμ∫9励03μ5

　浸納鷹。肋∫吻ゴμ5

　　丹ηめ雌y〃∫vθzα∫α

韮）ifferentia！

　　Co∫ぬ乃θ論点αθr∫oα

　濯9ρ80μr鰐αθ召μα如

　　Gη魂帥α」∫翻姻肥

　　鈴’goηoが∫μゴ朋。ぬr∫5

　　姥ノ’o鷹叩召r¢gr伽

　．4∫～θr5～めμ～α飯5

　　Co膨α∫μη3αごノ’鰯1∫

　　RαημηごμZμ∫oα寵。刀ゴ8η5∫∫

　　∫ごε〃αノゴζ～α1∫ぎηθ　var．μηゴμ1α∫0

　　∫α9∫ηo仰。η～oo

　　Cθro伽η2910η～8rα鍬ノη

　　距roη∫ご。μηゴμ」α～α

　　吻。η∫ooρθr3∫oα

Co齪panions＝

　　Pθr5∫oαr∫o妙ゴr（～ρ｛ρθr

　Mαz欝ρ挺η2∫1μ∫

species　O≦l　aSS，

species　of　co醗鶏．：

qアPθrμ∫うrεvの伽var．～8∫oゆ麺

Corぬか吻εガ徽05α

ノ嫌。μ3zθ30んεη傭〃∫～

β漉η雌。η‘わ50

撫η∫乃飯η2000’舵刀fα」ε

Pαη～oμ’ηう醜Joα傭η

Pαη∫α捌4励0ご0η解orμ溜

∫‘εηαoごf∫o内議μ∫

Ro吻ρα～3zα繍。・

群集標灯種・区分種
　　アセ“テンツキ　　　　　　　　　H

　　ハ嘱　　　　　　　　H

　　コ3“メカ“ヤツリH

　　イヌビエ　　　　　　　H

　　タマカ“ヤツリ　　　　　　　　　H

　　チョウシ“タテ　　　　　　　　　難

　　カワラスカ“ナ　　　　　　　　　難

　　カヤツリク“サ　　　　　　　　　｝玉

　　アメリカアセ’辱ナH

　　ヒデリコ　　　　　　　H

　　トキンソウ　　　　　　H

　　アオカ“ヤツリH
　　テンツキ　　　　　　　H

　　ニワホコリ　　　　　　薮

　　アゼナ　　　　　　　蕪

　　ヒナカ“ヤツリ　　　　　　　　　難

　　アセ“カ“ヤツリ　　　　　　　　叢

　　コフ“ナク“サ　　　　　　　　　H

　　メアセ“テンツキH

群落区分種
　　シマトキンソウ

　　スス“メノテフホ。ウ

　　ハハコク“サ

　　キュ列グサ

　　ムシクサ

　　ホ舛ギク

　　オオアレチノキ“ク

　　ケキツネノホ“タソ

　　ノミノフスマ

　　ツメクサ

　　オランタ“ミミナク“サ

　　カワヂシャ

　　オオイヌノフク“リ

随伴種
　　ヤナギタデ

　　トキワハゼ

　　ヒメクグ

　　タネツケハ“ナ

　　コウカ“イセ“キショウ

　　アメリカセンタ“ンク“サ

　　材オ托ミ

　　ヌカキビ

　　材クサキビ

　　ヒメジョオン

　　スカシタコ“本“ウ

H

H

鷺

厭

厭

琵

K

H

H

難

叢

難

難

H

H

H

H

H

H

H

嚢

難

蘇

H

　÷

　÷

圭・2

玉・2

2・2

＋・2

　十

2・2

2。2

　÷

　9

o

o

o

6

6

◎

吟

o

o

o

o

◎

o

o

◎

　十

　綿

　十

1・2

　十

ま・2

　斗

÷・2

　0

o

o

3。3

　÷

2。2

　÷

　÷

1・2

　÷

玉・2

　6

　0

2・2

＋・2

1・2

1・2

3・3

　÷

o

2

懲

。

纏

信

翻

の

2・2

1。2

　÷

　日

　0

1・1

　5

＋・2

＋・2

圭・2

÷・2

÷・2

＋。2

圭・2

＋・2

3・3

1・2

玉・2

圭・2

＋・2

　÷

　6

　÷

＋・2

3・3

o

◎

9

窮

。

◎

÷・2

　繕

＋・2

　0

◎

十

馴

÷

÷・2

　十

1・2

玉・2

　÷

1・1

÷・2

3・4

玉・2

2。2

玉・2

　÷

　÷

　o

　◎

　÷

2・2

2・3

o

o

o

o

o

o

騨

。

8

o

a

÷

鯵

“

o

十

繕

o

o

o

巳

2

o

o

o

働

o

o

自

◎

o

臼

畠

階

麟

5・4

2・2

　十

　十

＋・2

＋・2

1・1

　÷

　o

◎

o

玉・1

　÷

　÷

o

o

◎

8

o

o

o

o

o

o

“

o

6

6

o

◎

3

千・2

＋・2

2・2

1・2

2。2

1・2

÷・2

2・2

玉・1

　十

　十

1。2

÷・2

　9

　十

　十

　〇

Ω

o

◎

o

o

◎

o

翻

。

曝

÷。2

　÷

　十

　手

　◎

玉・2

　÷

＋・2

　÷

　÷

　十

　÷

3・3

＋・2

　÷

　◎

◎

岱

1・2

　9

　÷

1・2

出現1回の種0漁er　co即anions：Serial　ao．1：砂pθrα50r肋。ε惚。蝕びεウシクグH－2。2，　Pθrs｛carfa
エ∂pa亡カゴfd1∫a　オオイヌタデ“　｝至一1。2，　紐ノrdaηηfa　κθfssa武　イホ”クサ　H一÷，　8Qαfse亡ロπ～arvθηse　スキ“ナ　｝玉一÷，　2：　Sθ亡arfδ

fヨわθrf　アキノエノコロク“サH一＋，　8cエΣP亡a　pros亡τa亡a　タカサフ“ロウ　難一＋，　81θαεfηθfβ（ガ。ヨ　オヒシバ“　四一＋，　3：L∫ρocarρカa

π～fcτ・oceρねaエ∂　ヒンジカ“ヤツリ　｝｛一÷，　5：　御droco亡y1θ　鯉arf亡fπ謬　ノチト“メ　H－2露2，　7｝ゴfθ1∫り加　reρeηε　シ登ツメクサ　｝至一÷，

RorfρP∂　fηdf（沼　イヌ力鴨’ラシ　蕪一÷，　88凋ex　jaρoηfcμs　キ“シキ“シ　H一＋，　6：　Poa　∂ρη躍　スス“メノカタヒ“ラ　H一÷魯2，

正文）亡hrfθsρθτπロ皿　亡θηθ11σπ～ハナイハ“ナ　難一＋，　6刀aρね∂1ゴu加pθηs｝・ユy8ηゴ。ロπ～チチコク“サモト“キ　H一＋，　7＝　直s亡τヨg∂1びs　sfηfcぴs

ゲンゲ　垂｛一＋。2，　（冶psθエ1a　bぴrsa－pas亡orゴs　ナズナ　H一＋，　6ヨエfα珊　sρμrfロ〃　var．　θcね1ηoερθエ塑。η　ヤエムク“ラ　H一＋，

護エ亡erη∂月亡ねθra　5εss1エfs　ツルノケ“イトウ　H一ト，　｝リロη9ゴ8　ゴβpoηfca　石動タヒ“ラコ　韮｛一＋，　角！（ゴroco亡yエθ　sfb亡ぬ01刀ご。ゴdes　チト“メ

ク“サ　H一＋，　乙fηdθrηゴa　aη亡ゴpo｛ゴa　スス“メノトウカ“ラシ　H一＋，　Loエfり醍　刀～ロ1亡fflorα四　ネス“ミムキ“　｝玉一＋，　CアPθrびs　polysオ8（ソ～yos

イカ“カ“ヤツリ　難一＋，　1治ηα召。μエαs　sce1θra亡ロs　タカ“ラシ　薮一÷，　Polypogoロ　fり8ヨx　ヒエカ“エリ　薩一÷・

一59一



裏3◎．　子童フサモ震奪羅茎　闘￥罫io蘭ぎ1ユu麗b職siliense　c馨盤國u舘itぎ

Serial　no．：

Re！eve　no，：

Square　size（m2）：

韮｛eight　of　herb　layer（皿）：

Cover　of　銭erb　｝．ayer（箔）：

醤u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

草本層の高さ（幻

草本層植被率（紛

出現種数

　圭

GO

25

圭2

⑪．2

10G

　l

　2

GO

32

12

G．1

90

　2

Differential　species　of　co皿Hi。：

　A4yr1卿勿ノzzμη1わro5∫1∫εη5θ

　　梅∫∫μπ’z〃η（～が。∫ηα」ε

群落区分種
　　材フサモ

　　オラソタ“カ“ラシ

H　5・5　5。5

H　　・　千・2

嚢31．藁セアカシア韓（1），イタチハギ馨藩（2），メダケ霧集（3）
　　　　　　　褻～0塗》i簸i畠燈S¢UdG逸㈱ci＆sta釦戴（1），　触）r蜘歪「r縫寛i（X｝S＆st㎝（窪（2），

　　　　　　　葺｝1ei◎blas完ie窒麟観si醗｛》轟ii（3）

Serial　駐。．

Releve　no．

S（≧uare　size（㎡）：

Height　of　tree　layer（盟）：

Cover　of　℃ree　layer（％）：

Hei8ht　of　subtree　layer（醗）：

Cover　of　subtree　layer（％）：

韮｛eight　oず　shrし翠bユayer（盈）：

Cover　of　s益rub　玉ayer（％）＝

Hei墓ht　of　herb　layer（醗）＝

Cover　of嚢erb　layer（％）：

厨umber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積（㎡）

高木層の高さ（皿）

高木層植被率（留）

亜高木層の高さ（展）

亜高木層植被率（鋤

低木層の高さ⑰）

低木層植被率（錫）

草本層の高さ（皿）

草本層植被率ω
出現歯数

　1

S駕

11

225

13

80

　8

20

　2

3⑪

G．8

70

32

2

S穰

3

8

3

KA

16

30

2。8　4，5

93　95
1，2　｝

60　　5

24　　4

1）iffere総tia！　species　of　coH正庸．：

　Roわ∫η∫0ρ5α4ゴ000α0’α

　擁η20ノアメ70ノ｝’～イ～’005α

　　P！θ∫oわZo∫∫μ∬∫η20刀∫1「

Co皿panions：

　温つrμ561μ5か・α〃∫

／1r∫εηz∫5～α∫ηめ。α

＆εηo薇50朋μμ∫
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